









[image: ]







[image: ]





[image: ]







[image: ]











緋剣のバリアント

















小山タケル

















富士見ファンタジア文庫











本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「───おい、あんちゃん。これじゃあ足りねえよ」

　灰色がかったエプロンを腰こしに巻いた質素な出いで立ちの娘むすめが、無愛想に告げた。

　彼女の手の平には数枚の銅貨が乗せられていて、ジャラジャラと無機質な音を立てる。

　その背後には藍あいに染められた旗がたなびき、白の大きな文字で「窯かま焼き自家製パン」とハッキリ記されていた。旗が差し込まれた移動式の屋台からは香こうばしい香かおりが漂ただよってきていて、道行く人々の鼻び孔こうをここぞとばかりにくすぐる。

　両手一いつ杯ぱいに焼きたてのパンが詰つめられた袋ふくろを抱かかえ込んで、立ち去りかけていたその青年は、ギクリと身を震ふるわせて足を止めた。

　目が覚めるような明るい赤せき髪はつに、同系色の深しん紅くの外がい套とうを背に羽織っている。外套の下には暗色系の衣類を着込んでいて、革製の手て袋ぶくろにブーツ、背には布に巻かれた板状の物体が担かつがれていた。どことなく厳いかめしい雰ふん囲い気きを漂わせる様相である。が、物々しい印象を与あたえる身み形なりとは裏腹に、その面おも持もちにはまったく覇は気きが感じられない。

「……いや～。なんて言うかね？　そのくらいまけてくれないかな～、なんて」

「そのくらいって。うちの自家製パン一つの値段は十シルヴ。アンタが出したのは九シルヴ。この算段だと一つも買えねーだろが阿あ呆ほう」

　娘はその可愛かわいい容姿からは想像できないような毒どく舌ぜつ甚はなはだしい口調で、青年を責め立てる。

　青年は眉み間けんに皺しわを寄せ、難しい顔になった。彼のポケットの中は、文字通りのカラッポ。引っ繰くり返したって銅貨一枚───一シルヴすら残っていない。そのくせ腹の虫は不満げに絶ぜつ叫きようし続けていた。

　……なので、彼は仕方なく最終手段に移ることにする。

「お嬢じようさん。あなたは野原に咲さく一輪の花のように儚はかなく美しい」

　唐とう突とつに歯の浮うくようなセリフを告げるなり、パン屋の娘に押し迫せまる。

「俺は、君のその可か憐れんな見た目に一いつ瞬しゆんで心奪うばわれてしまった。嗚あ呼あっ！　この酸すっぱくも甘美な気持ちをどうすればいいッ!?　そうだっ、君と巡めぐり合えた今日という日を、二人の記念日にしようじゃないか」

　最終手段……あま～い口く説どき文句だ。

　大たい抵ていの田舎いなか娘は日常の刺し激げきに飢うえているのか、この手で簡単に落ちてくれる。たぶん。

「……記念日？　なんだそれは？」

「おうよ。記念日と言えば特別な日のことだ。つまり、特別な事をしなくちゃならない日でもある。そこで俺から一つ提案だ。巡り合えた記念として、このパンを気前よく俺に奢おごっちゃくれねえか───ぶぅッ!?」

　間かん髪はついれずに、娘の張り手が彼の横よこっ面つらを張り飛ばした。

　無様な体勢で地面に倒たおれる彼は、両手に抱えられていた袋を方々にぶちまけた。

「ぐふっ……。テ、テメェ……いきなり何しやがる……」

「それはこっちのセリフだ、バカタレ。アタシを言いくるめようったって、そう簡単にはいかないよ。カネは愛に勝る。カネがないなら、それ相応の対価を払はらえ」

　身を起こした彼は、口に入った砂を吐はき出しながら不服そうな顔をした。

　この手の露ろ天てん商しようで生計を立てている商人達は、当然のことながら金銭にがめつい。都市部の苛か烈れつな商あきない戦争からあぶれて、こんな田舎地方にまで流れてきたのだろうから、吝りん嗇しよくな精神も一ひと入しおだろう。今のご時世、国家が直ちよつ轄かつする役人や、都市部に店てん舗ぽを構える大商人でもない限り、懐ふところに余よ裕ゆうのある者など少ない。

「無茶言うなや。俺が金の代わりに持ってるものっつったら、愛情の他にはねえ。俺の愛の何が不満だってんだ？」

「ざけんなクソが。アンタの愛情なんて紙クズくらいの価値しかないよ。カネになりそうなもの……そうだねぇ」

　地べたに座り込んでいる彼を品定めするように眺ながめたパン屋の娘は、いきなりしゃがみ込んで身を寄せてきた。

　生き地じの薄うすい布越ごしに豊かな胸がぎゅうぎゅうと押し付けられる。

　娘の唐突な行動に、彼は思わず目を丸くした。

「お、おいおい。改めて俺の魅み力りよくに気付かされたからって、公衆の面前でそんな───」

　───スルリと。

　肩かたから何かが抜ぬけ落ちるような感覚に、彼は首を傾かしげた。

　目を瞬またたかせて前を見ると、娘の腕うでに、布に巻かれた板状の物体がしっかりと握にぎりしめられていた。無論、彼が今まで背から垂らしていたものである。

「あ、お前！　そりゃ俺の商売道具じゃねーか！　返せよ！」

　取り返そうと飛びかかる彼をヒラリとかわし、娘は布に巻かれたその物体を凝ぎよう視しした。

　両手に加わるズシリとした重量感。金属か何かだろうか？　長さ、幅はばと共に、持ち上げるのも苦労するくらいかなり大きなものである。

「商売道具？　アンタ、商売なんてやってたんだ。まあこれなら少しはカネになりそうだね。パンの対価として受け取っておいてやるよ」

　そう言って、地面に落ちていた袋を手早く回収する。

　そして、中でも一番汚よごれたものを、彼の胸に押し付けた。

「おい待て!?　不良品の押し売りかよッ！　この鬼き畜ちく！」

「元はアンタの所せ為いで売り物にならなくなったんだろが。どうしても返してほしいなら───一袋分。銅貨百シルヴを払え。そうすりゃ、すぐにでも返してやるよ」

　布に巻かれた彼の商売道具を担ぎ上げた娘は、さっさと屋台の奥に引っ込んでしまう。取り残された彼は途と方ほうに暮れたように立ち尽つくした。

　……一文無しどころか、身ぐるみさえ引っぺがされてしまった。

　手元に残ったのは泥どろだらけの手作りパン十個のみ。

　肩を落としつつ、パンの一つに手を伸のばす。




「……うまい」
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　青空を横断する野鳥が高く啼なく。

　彼女は、樹皮に軽く指を滑すべらせるだけで、それが人である自分の手には余りあるほど莫ばく大だいな歳月を積み重ねてきたモノだと理解した。

「樹脈、正常。色しき彩さいも決して悪くない。後は───」

　独り呟つぶやく彼女が触ふれているのは、齢よわい五千を超こえる大樹である。

　全体を覆おおうゴツゴツとした樹皮は、たとえるなら装そう甲こう。背せ丈たけは上空に漂う浮うき雲ぐもを衝つきそうなほどで、胴どう回まわりも恐おそろしく太い。周囲を取り巻く大樹も充じゆう分ぶんに大きいが、その三倍……いや、四倍はあるだろうか？　大地に収まりきらなかった根は地上に隆りゆう起きし、その一角に彼女は腰を据すえていた。これだけ大きな樹きだと、うねってはみ出た根に乗るだけで十メトロン近くの高度がある。

　一歩引いてその全容を確かく認にんしていたちょうどそのとき。

　不意に、遥はるか下方から、人の気配がした。

「───あのぉー。そろそろ休きゆう憩けいなどいかがでしょうかぁー？」

　明るい声で呼びかけてくるのは、洒しや脱だつとした身なりをした白はく髪はつの娘だった。その傍かたわらで立派な顎あごひげを蓄たくわえた老人が、同様にこちらを見上げている。

　彼女は、娘の溌はつ剌らつとした呼よび掛かけに振ふり返ると、肩から力を抜いて一つ嘆たん息そくした。

「ありがとうございます。では、お言葉に甘えさせてもらって」

　そう言って、急きゆう斜しや面めんを描えがく根を勢いよく駆かけ降おりはじめた。軽やかな身のこなしに唖あ然ぜんとする二人を尻しり目めに、滑るように地上まで行き着き、見事な着地を決める。

　すぐ傍らにストッと収まった彼女を凝視しながら、老人は困ったように禿はげ頭あたまを掻かいた。

「いやはや。流石さすがは国家霊れい樹じゆ師しさま。用意した道具が無む駄だになってしまいましたわい」

　感心したように頷うなずき、すぐ背後の木こ陰かげに流し目を送った。

　そこには重い梯はし子ごを数人がかりで抱えた若者たちが待機しており、出番がなくなったと悟さとった彼等は、しょんぼりと目を伏ふせて村落の方へと撤てつ退たいしていく。

「……申し訳ありません。せっかくのご厚こう意いを」

「いえいえ。こちらが勝手にやったことですから。それよりも、村の方で歓かん迎げいの準備が出来ています。参りましょう」

　微笑ほほえむ娘の言葉を聞いて、彼女は何とも形容しがたい居所の悪さを感じた。

　……ここの村人たちもやはり同じか。

　年とし端はのいかない自分を、過か剰じようともいえるほどに丁重に扱あつかおうとする。自分の立場上、仕方のないことなのだが、どうもこの雰囲気は苦手だ。

　彼女が内心で苦く笑しようするのにも気づかず、先行する村人二人は大樹に背を向け、深い森林の中を進み始めた。彼女もすぐに後から付いていく。

　左右に視線を移してみると、背の高い広葉樹が延々と連なっていた。その枝葉から差し込む適量の木こ漏もれ日びを受けて、地上の植物は育つ。人々の手入れが行き届いている証しよう拠こだ。一目で村人たちが如い何かに木々との共存を大切にしているのかが窺うかがい知れる。

　だが同時に、完かん璧ぺきであるはずの景観にどこか違和感を覚えずにはいられなかった。

　目に見えてというわけではないが……何と言うか、森林そのものが全体的にしおらしい。

「……して。《イリューネ》の容体はどうでしたかな？」

　老人が重々しい口ぶりで彼女に尋たずねた。

　考えに耽ふけっていた彼女は、すぐに顔を上げる。

「は、はい。状態は概おおむね良好だと思います。地中の根こん瘤りゆうからも有害な菌きん類るいは見つかりませんでした。一つだけ気になる点があるとすれば───」

「やはり。《神籬ヒモロギ》ですかな？」

　渋しぶい顔で言葉を継つぐ老人。

　彼女は深く、はっきりと頷いてみせた。

「表面上で変化は見られなくとも、この森は確実に弱っています。おそらく《イリューネ》に宿る神籬ヒモロギが衰すい弱じやくしているのではないかと」

「あ、あのー……」

　大人しく話を聞いていた村娘むすめが控ひかえめに手を挙げ、口を挟はさんだ。

「《イリューネ》がこの近きん隣りんに住む全すべての生物にとって特別なものであることは分かります。あの樹があるから大地が肥ひ沃よくする。だからこそ、あたし達は《イリューネ》を大切に扱うんです。だけど……《神籬ヒモロギ》などと言われても、正直実感が湧わきません」

　彼女は困ったように肩を竦すくめた。

　一いつ介かいの村人が理解できないのは仕方のない事だと思う。彼女自身、ここより遥はるかに栄えた都市部で何年も修学に励はげんで、ようやく身に付けることのできた知識なのだから。

「《イリューネ》のように特別な機能を持つ大樹が、国家間において『霊樹』と呼ばれているのはご存知かと思います。しかし、その根本には霊樹を霊樹たらしめているものがあるのです。それこそが《神籬ヒモロギ》。太古より大地に根付いた大樹に、《神籬ヒモロギ》が宿ることで、それらははじめて『霊樹』と認にん定ていされる。《神籬ヒモロギ》こそが霊樹を介かいして人々に恩おん恵けいを与あたえ、豊かな大地を形作る根幹なのです。もし神籬ヒモロギが死ねば、同時に霊樹も枯かれ果てるでしょう」

　大おお雑ざつ把ぱな説明をしてやると、二人の顔色はみるみるうちに青ざめた。

　森は人々の生活になくてはならないもの。気候を調節し、食物の恵めぐみを与え、欠かせない資源となり得る。それを支える霊樹が枯れるなど、冗じよう談だんでも性た質ちが悪すぎる。

　すぐさま失言だと気づき、慌あわてて腕を振った。

「そ、それを未然に防ぐため、わたし達がいるんですっ。安心してください。《イリューネ》は必ず救ってみせます」

　彼女は、自分が纏まとっている衣服がよく見えるように両りよう腕うでを広げ、柔やわらかな笑みを湛たたえた。

　深緑を基調とした薄うす手での上着にミニスカート、シャツの襟えり首くびはリボンでしっかりと結ばれている。それらは都市部で勉学に励む学生の証あかしであった。

　加えて、首からは不思議な紋もん章しようを模かたどった装身具が下げられている。紋章が示す意味は、大陸に属する国々の集合体『国家連合』の象しよう徴ちよう。国に仕える役人の中でも特に高位な役職に就ついていることを証明するものだ。彼女のように十六、七の若さでそれを身につけている者など、非常に稀まれな例であった。

　老人と娘は畏かしこまったように恭うやうやしく頭を下げる。

「どうぞよろしくお願いします。えーと……」

　言葉を詰つまらせる二人に、彼女はハッと息を呑のんだ。

「も、申もうし遅おくれました。わたしは国家連合直属の第一級霊樹師、ニキ＝ミスクライラと申します。《イリューネ》のことはお任せください」




　この大地に無限に広がる底知れぬ森林。

　大陸に数えて七本のみ存在する『霊樹』は、神籬ヒモロギと呼ばれる神秘の生体をその身に宿すことで、近隣に生息する生命の均きん衡こうを保つ。

　国々はこれらの大樹を人類全ての共有財産と認定し、協力して守っていく方針を立てた。それこそが、大陸に現存する自然の全てを管理し、保護し、支える機関、『国家連合』のなれそめである。

　……その国家連合が直ちよつ轄かつする、霊樹に関する知識と技能を備えた専門家エキスパート達がいた。

　彼等はこの大陸で唯ゆい一いつ、世界の根幹霊樹と意い思し疎そ通つうの取れる稀け有うな存在。

　存在そのものが世界最上の至宝。

　名を───『霊樹師』と言う。




　　　　２




　木製のアーチを潜くぐり、真っ先に目に付いたのは、驚おどろくほど森と一体化した村の営みであった。思わず感かん嘆たんの声が漏もれる。都市部の方面からこの村にはるばるやってきた国家霊樹師、ニキ＝ミスクライラは、興きよう味み津しん々しんに村の様相を見回していた。

　注目すべきは、人々の暮らしが森の成長を妨さまたげていないこと。

　建物は全て、樹木の内部をくりぬいて造られたような形の物である。どのような技術を用いているのかは分からないが、木々そのものは死ぬことなく伸び続けおり、まさに森と人との完全なる共生と言えた。

「驚かれましたかな？　霊樹以外には特に何もない田舎いなか村ですが、この光景だけは都市部からいらっしゃるお客様も感激してくださるのですよ」

　禿頭に顎ひげを生やした老人、この村の村長が、住人を代表するように告げた。付つき添そいの村娘も柔らかく微笑んで頷いている。

　感動のあまり呆あつ気けにとられていたニキは、すぐに我に返って彼等へと向き直った。

「はい。とても素す敵てきです。こんな光景、今まで見たことありません。どのような方法であのような住居ができあがるのですか？」

「ほほほ。アレらの樹木は《アマノボリ》という品種でしてな。この地方にのみ生息する特別なものなのです。《アマノボリ》はその名の通り、枝や幹が伸びる先に障害があろうと、それらを避さけるようにしてひたすら天に伸のび続けます。種を蒔まいた場所に簡単な骨格を据すえ置き、樹木がある程度まで生長するのを待てば完成というわけですわい」

　嬉うれしそうに説明をする村長を見ていたニキも、自然と笑みが零こぼれてしまった。

「この村の人達は本当に森を愛しているんですね」

「もちろんです。あたし達は《慈悲深き女神の涙ミステイア》の教えに従い、常に森と共に生きてきました。だからこそ失いたくはないのです」

　村娘が切実な口調で言った。

　ニキも同意するように深く頷き返す。

　現在、大陸で最も主流と言われる思想、《慈悲深き女神の涙ミステイア》。自然を信しん仰こう対象とし、霊樹を神の偶ぐう像ぞうとして崇すう拝はいするこの教えは、辺境の地とも言えるこの村にも深く根付いているようだった。もっとも、多大な恩恵を与えてくれる霊樹の近隣にある村なのだから、村人が霊樹に感謝を捧ささげるのは当たり前なことなのかもしれないが。

「充分に分かっています。《イリューネ》のことは霊樹師我々にお任せください」

　とは断言してみせたものの、ニキの表情は若じやつ干かんの難色を示していた。

　霊れい樹じゆ《イリューネ》を一目見た瞬しゆん間かんから、言い知れぬ恐きよう怖ふのようなものを感じていたのだ。これといった異常の確認できない霊樹と、反比例して衰すい退たいしていく周辺の自然植物。それらの要素から導き出される答えはおそらく───。

　胸中で苦い思し索さくを巡めぐらせていたそのとき。

「……さて。着きましたぞい」

　前を行く村長が、小さな建物の前で足を止めた。

　やはり樹木と一体化した造りの建造物。入口には看板が取り付けてあり、どうやら酒場のような場所であることが窺うかがえた。

「さあ、霊樹師さま。今だけは霊樹《イリューネ》のことは忘れ、ぱーっと盛り上がってくだされ。歓かん迎げいパーティーの準備は整っております」

「あ……。やっぱりやるんですか、わたしの歓迎会？　気を遣つかってくださらなくても……」

「そうおっしゃらずに。あたし達も、村を救おうと尽じん力りよくしてくれる霊樹師さまに、せめてものお礼がしたいんです」

　非常に弱った。実を言うとあまり派手に騒さわぐのは好きではない。どちらかというとお酒の類たぐいも苦手だ。今年で十七歳を迎むかえたので、法律的には飲酒が許されているけれど。

「あ、あの。やっぱりわたしは───」

「さっ。いつまでも立ち止まっていたら足が棒になってしまわれますよ」

　二人に背中を押されて、ニキは酒場に入ることを余よ儀ぎなくされてしまった。

　渋りながらも扉とびらを開け放つと───。

「───きゃっ！」

　突とつ然ぜん、前方からグラスが飛んできて、酒場の入口の縁ふちに当たった。

　グラスは弾はじけ飛ぶように割れ、ニキは咄とつ嗟さに頭を抱かかえ込む。

「……おおっ。ようやく村の救世主さまがお出ましになったぞ？」

　店の奥から、粗そ暴ぼうな笑い声がドッと沸わいた。

　恐おそる恐る視線を上げたニキの視界に、中央のテーブルを占せん領りようして酒を飲んでいる若者達が映る。人数はちょうど六人。こちらを見てニヤニヤと卑いやしい笑みを浮うかべている。

「お、お前達！　霊樹師さまになんて無礼なことを……ッ！」

　怒いかりで顔を真っ赤にした村長が激げつ昂こうして、ニキの前に進み出た。

　若者達は小こ馬ば鹿かにしたような薄うす笑わらいを湛えたまま、大おお袈げ裟さに手を叩たたいて応こたえる。

「喚わめくなよ、ジジイ。オレ達はその霊樹師さまを歓迎してるんだぜ？　オレ達なりのやり方でな」

「酷ひどい……。それは霊樹師さまのために用意した物よ。悪ふざけが過ぎるわ、リード」

　テーブルに置かれた料理や酒さか瓶びんを指さしながら、村娘が悲しげに訴うつたえた。

「酷いのはお前だぜ、シム。オレ達だって村の一員なんだからさ。部外者を迎え入れてやる権利くらいはあるはずだろ？　除のけ者ものにするなんて差別だよなぁ？」

「黙だまれッ！　貴様等のような恥はじさらし、霊樹師さまのお目に触ふれさせるのも憚はばかられる！」

「……ふん。霊樹師さま霊樹師さまと。ただ単にそこらへんの草っぱに詳くわしいだけの人間が、そんなに偉えらいのかよ？　皆かい目もく分からんね、オレには」

　耳にピアスを嵌はめた青年が、肩かたをすくめながら椅い子すから立ち上がる。どうやら、彼が若者達のリーダー的存在らしい。リード───と呼ばれていただろうか？

　茫ぼう然ぜんと成り行きを見守っていたニキに、村娘がこっそりと耳打ちをした。

「……申し訳ありません。リードは村を訪おとずれる観光客やお役人さまを酷く嫌きらっているんです。昔、父親が大きな借金を重ねた所せ為いで、役所に連行されてしまったことがあるので」

　もっともな理由であるが、単にそれだけではないような気もした。

　国家から認められた役人、特に現在の大陸を支えている霊樹の専門家エキスパートである霊樹師は、本人達が望まずとも人々から敬われる立場にある。この村の村長のようにバカ丁てい寧ねいに扱あつかう者や、中には狂きよう信しん的な畏い敬けいの念を寄せる者までいるくらいに。

　……その反動とでも言うべきなのだろうか。近年になって、大陸の末まつ端たんに住まう者達のごく一部に、霊樹師などの役人を酷く嫌う傾けい向こうが、ちらほらと見受けられるようになった。

　仕方がないことなのだ。霊樹を中心とし、自然植物を尊重して成り立っている、現在の大陸文明。極きよく端たんな資源の消費を大陸法によって規制し、国々が保護を徹てつ底ていさせた結果───都市部と地方の間に決定的な格差が生まれた。大陸全体での資源消費の総量に制限を設ければ、当然のことながら人口を多く有する都市部が優ゆう遇ぐうされるわけで。裕ゆう福ふくな暮らしを送る役人などがいる一方で、地方の人々は質素な生活を強要される。

　意図したものでないにしろ、国家連合が取り決めた方針システムにより、生み出されてしまった格差社会の構造は、確かに存在した。だからこそ、ニキは国家から認められた一級の霊樹師でありながら、丁重に扱われることを嫌っている。そのような利権を得るために、国家資格を得たわけではないのだから……。

　考えを巡らせている間にも、リードはニキ達がたたずんでいる入口の方へと歩み寄ってきていた。立ちはだかる村長を乱暴に押し退のけ、目の前までやってくる。

「なんだよ、案外可愛かわいい顔してんだな。『人類共有の至宝』とか謳うたわれてるから、もっときな臭くさい年寄りが送られてくるのかと思ったぜ」

「……わたしはまだ学院生です。あなたが言うような経験豊かな人物も、霊樹師の中にはちゃんといます。ですが、自分が彼等より劣おとっていると考えたことはありません」

「大した自信だな。でも、自信だけで村の危機を救えるわけじゃないだろ？」

　瞬間、嗜し虐ぎやく的な表情をしたリードが、筋肉質な腕うででニキの細い手首を掴つかんだ。

「やッ。な、なにを……!?」

「役人って奴やつはどいつもこいつも偉そうで気に入らねえ……！　謙けん虚きよそうな顔して、心の奥底では俺達を見下しているに決まってんだ！」

　力ちから一いつ杯ぱいに引き寄せ、仲間達が屯たむろしているテーブルの方へとニキを突つき飛ばす。

　待ち構えていた男達はすかさず彼女の体を抱だきとめた。

「試ためしてやるよ。『霊樹師』ってのが本当に信用できるかどうか。国から至宝扱いされるほどの人間なら、その価値相応に、このくらいの苦難はわけないはずだよな？」

　リードの「やれ」という短い合図で、男達は興奮したように口笛を吹ふいた。

　幾いくつもの無骨な腕がニキの肢し体たいを押さえつけ、テーブルの上に仰あお向むけに寝ねかせる。口も塞ふさがれ、服の裾すそを掴まれた。そのまま無理やり脱ぬがされそうになる。

　村長が必死になって止めようとしたが、数でも腕っ節ぷしでも勝まさる男達には敵かなわなかった。村娘むすめは他に助けを求めようと、酒場から走って出て行ってしまう。

　男達の声が耳みみ障ざわりだった。半はん裸らに剥むかれたニキは抵てい抗こうして手足をバタつかせる。すると、拘こう束そくが少しだけ緩ゆるんだ右足が、男の一人を蹴けり飛ばした。

　蹴り飛ばされた男は後ろによろめく。

　そして、背中から勢いよくぶつかった。

　端はしのテーブルで土だらけのパンを貪むさぼっていた、赤せき髪はつの青年に。




「───ぶほっ！」

　誰だれかが思いっきり後ろからぶつかってきて、彼は腕に抱えていた袋ふくろの中に顔面から突っ込んでしまった。多量の熱を孕はらんだ焼きたてパンの生き地じが、顔の肌はだを焼く。

「あ、あ、あ……あっづううううう────────────ッ!!」

　店内に響ひびき渡わたる絶ぜつ叫きよう。誰もが何事かと振ふり返る。

　彼は皮ひ膚ふに張り付いたパンの生地を剥はがすと、ぶつかってきた男を睨にらみつけた。

「おい、そこのお前」

「あン？　なんだ、テメ───ぐふッ!?」

　問答無用で男の横よこっ面つらを殴なぐり飛ばした。男は断だん末まつ魔まを上げる暇ひまさえなく後ろに吹っ飛び、中央のテーブルの脚あしに当たって引っ繰り返る。

　テーブルが崩くずれたおかげで、拘束されていた少女は男達の手からなんとか逃のがれた。

「な、なんなんだお前はッ？」

「なんなんだ……じゃねえよ。それはこっちのセリフだよ」

　早口に呟つぶやく彼は、苛いら立だちを隠かくせずに椅子の脚を蹴り飛ばした。

　男達の中でも最も体格のいいピアスの青年が、他の者を押し退けて前に躍おどり出てくる。

「テメェ……オレ達に文句でもあんのか？　女を助けてヒーロー気取りは結構だが、下手に出しゃばらない方が身のためだぜ？　痛い目を見ることになる」

「あ？　別にお前等が何をしようが一向に構いやしねえさ、お山の大将さんよ。だが、無害極きわまりない俺に迷めい惑わくをかけるなんて、どういう料りよう簡けんだ？　お前こそ俺に怨うらみでもあるのか？　もしやお前、昨晩に大根を盗ぬすむため忍しのび込んだ農家の息子むすこだったり？　仕方ねえだろ、死ぬほど腹が減ってたんだから。ケチケチすんな」

　ピアスの男───リードには、彼が何を言っているのか理解できなかった。

「意味分かんねえこと言ってんじゃねえよッ」

　脅おどしの利きいた言葉と共に、太い腕が振るわれる。

　高速の拳こぶしが、彼の鼻先を真まっ直すぐに捉とらえた。

　だが、拳が顔面に直ちよく撃げきするすんでのところで、彼はスルリと抜ぬけるように身をかわす。

「……血の気の多い大将だな」








[image: ]








　彼は白けた顔で呟きながら、勢い余って突っ込んでくるリードに右足で足あし払ばらいを仕し掛かける。リードの体がフワリと宙に投げ出された。

　その一いつ瞬しゆん、いつの間にか伸ばされていた左足が、背後からリードの首筋に掛かけられた。そのまま床ゆかに叩きつけるように勢いよく打ち下ろされる。

　鳴なり響く鈍にぶい轟ごう音おん。ほんの数秒の出来事だった。

　リードは悲鳴を上げることもなく、すぐに昏こん倒とうし、白目を剥いて気絶した。

「……はんッ。偉そうに啖たん呵か切ってた割には口ほどにもねえな」

　酒場は死んだように静まり返った。

　誰しもが、今の一瞬で起こった出来事をすぐには理解できなかった。オドオドと事を傍ぼう観かんしていた酒場の店主が、手に持ったグラスを床に落としてしまったのを皮切りに……。

「───ひぃ！」

　短い悲鳴を上げた男達が、尻尾しつぽを巻いて逃にげ出した。

　彼は若者達の背中を見送りつつ、店の中をキョロキョロと眺ながめた。

「で。誰が俺の貴重なメシ代を弁べん償しようしてくれんの？」




　とても奇き抜ばつな身み形なりをした青年だった。

　目が覚めるような鮮あざやかな赤髪に、丈たけの長い同系色の外がい套とうを肩から羽織っている。年ねん齢れいはちょうど自分と同じくらいか、少し上といったところか。

　ニキはしばらくの間、彼の姿に目を奪うばわれる。霊れい樹じゆ師しという役職の関係上で、色々な場所を回ってきたけれど、彼のように極端な色合いの装束を纏まとった人間を見た例がなかった。

「あ、あの」

　恐る恐ると声を掛けてみる。

　青年は覇は気きの感じられない腑ふ抜ぬけた表情のまま、ノロクサと振り返った。

「なんだ？　お前が弁償してくれるのか？」

「え……あ。そ、その。ダメになってしまった食事のお金はわたしが責任を持って支し払はらわせていただきます。た、助けてくださってありがとうございました」

　青年は怪け訝げんな顔をして、丁寧に頭を垂れるニキを見下ろしていた。まるで檻おりの中の珍ちん獣じゆうを凝ぎよう視しするかのような視線。ニキは耐たえかねて、顔を上げる。

「……えっと。なにか？」

「ん？　いやさ。お前が首から下げてるその装身具、国家連合から認められた霊樹師の証あかし……だよな？　国境を越こえた権けん威いさえ有する超ちよう々ちようエリートのはずじゃん？　なんでこんなクソ田舎いなかに居るのかなーって思っただけ」

　彼の言葉に、ニキは少しだけ意表を突かれた。手始めに言げん及きゆうされるのが霊樹師に関することだとは思ってもいなかった。まあ普ふ通つうに考えれば妥だ当とうな質問なのかもしれないが。

「は、はい。ちょっと仕事の関係で」

「ふーん。……あと、もう一つ訊ききたいんだが。なんで抵抗しなかった？　国家霊樹師なら、あんなチンピラ共なんざ一発だったろ？」

「と、とんでもありませんッ！　霊樹師の力はおいそれと見せびらかすものじゃありませんし、民間人に向かって行使するなどもっての外ほかです！」

「随ずい分ぶんと頭が固いんだな。下着姿に剥かれた状態を『おいそれ』と表現するなんて、よっぽどの大物か？」

　青年は呆あきれ返ったような仕草で言及する。直後にニキは自分の衣服がまだ半分脱げかかった状態だということに気付いた。広がった襟えりから下着が覗のぞき見えている。火がついたみたいに赤面して、慌あわてて胸むな元もとを両手で庇かばった。

「ち、ちちちちちち違ちがいます！　そうじゃありませんから！」

　当とう惑わくしきったように叫さけぶ彼女を、青年はジロジロと眺め続ける。

「こ、今度はなんですか……？」

「うーん。お前みたいに如い何かにもドン臭そうで、頭の固いお人ひと好よしでも、一応は大陸最高の霊樹専門家なんだよな？　───まあ話に聞いていた通りではあるが」

「え？」

「なんでもない。こっちの話だ」

　一人で納なつ得とくしたみたいに頷うなずいた彼は、床に座り込んでいるニキに手を差さし伸のべる。

「俺は《バリアント》のアーカイルド＝テンゼン。ちょいとこの地の霊樹に野や暮ぼ用ようがあって、訪ねてきた者だ。よろしくな、若い霊樹師さん」

「あ、えっと……は、はい……？」

　彼の手を借りて立ち上がったニキは、服についた埃ほこりを払はらいつつ顔をしかめる。

　……この地の霊樹に用事がある？　それはどういう意味なのだろうか。それに、《バリアント》って何のことだろう……？

　疑問を巡めぐらせるニキもどこ吹く風で、アーカイルド＝テンゼンと名乗ったその青年は、ニヤリと不敵な笑えみをこちらに向けてきた。

「まっ。弁償の話はこの際どうでもいいよ。それよりも、お前は国家霊樹師。役職相応に金持ちなんだよな？　なら一つ、俺の頼たのみを聞いてくれるか？」

「頼み？　ですか？」

　彼はこちらへ手を差し出しながら。

「百シルヴ。貸してくれねえかな？」




　　　　３




　同時刻。村の一角にて。

「《バリアント》？　……さあ、知らねえな。そんな名前のやつ、この村にはいないぞ」

　畑仕事をしていた初老の農夫は、鍬くわを握にぎっていた手を一いつ旦たん休め、肩かたを竦すくめてみせた。

「いえ、個人の名ではないのです。バリアント。一種の職みたいなものですよ」

　朗ほがらかにそう言って微笑ほほえみ返す男は、見慣れぬ顔だった。

　おそらくは他の土地から来た他よ所そ者ものだろう。この村は目立った特産品もない正しよう真しん正しよう銘めいの田舎だが、集落の近きん隣りんに根を張る『霊樹』を目的に訪おとずれる観光客や役人が後を絶たなかった。見知らぬ顔が居ても、別段に不思議な事ではない。

　しかし、この男は他の来訪者にも増して特とく徴ちよう的な恰かつ好こうをしていた。

　控ひかえめな大きさの丸まる帽ぼう子しに、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね、十字クロスの紋もん章しようが描えがかれた黒の服。おそらく教会の司教が着用する物だと思われる。

　───《教会》。人間こそ神の最高の被ひ造ぞう物ぶつであるとし、人の形をした神の偶ぐう像ぞうを崇あがめる集団の総そう称しようだ。それはそのまま霊樹や自然を祀まつる《慈悲深き女神の涙ミステイア》とは真っ向から対立する思想であることを意味する。元は都市部のごく一部で細々と信しん仰こうされていたらしいが、近年では辺境の田舎地方に住まう若者達の間にも広まっていると聞く。国家間で取り決められた大おお幅はばな資源消費削さく減げんにより、都市と地方の生活格差が顕けん著ちよになってきたことによるのだろう。

　とは言え、霊樹の近隣に位置し、その恩おん恵けいを充じゆう分ぶんに受けられるこの村は、他の村々と比べて比ひ較かく的裕ゆう福ふくであり、自然に対する感謝の念や信仰も篤あつい。教会の信しん奉ぽう者しやも少ないはずだ。司教がわざわざ足を運ぶこと自体が珍めずらしいことであった。

「国家の役人の職名か？　悪いが、オレはこの村で生まれてこの村で育った。大陸の中心で活かつ躍やくしている役人さまのことなんかこれっぽっちも知らねえよ。他をあたってくれ」

　村長や村の一部の者は、村の振しん興こうという名目で訪れる観光客や役人を喜んで歓かん迎げいするが、彼等を部外者として嫌きらう輩やからも少なくない。この農夫も昨晩、赤い髪かみをした謎なぞの人物に、大切な畑の大根を盗まれたばかりだった。教会だかなんだか知らないが、その思想にさして興味はないし、あまり関わりたくはないというのが正直なところ。

　司教は粗そ雑ざつな扱あつかいを受けて尚なお、屈くつ託たくない笑みを保ち続ける。

「役人とは少し違うのですけれどね。分かりました、他をあたってみます」

　恭うやうやしく頭を垂れ、彼は踵きびすを返した。農夫は内心で「二度と話しかけるな」と毒づく。

　……多くの部外者が足を運ぶようになってからというもの、不ふ吉きつなことが起こってばかりだ。村の農作を支える霊樹には謎の衰すい弱じやく現象が起こり、森の半分が枯かれ、畑は不作続き。関連性など何もないのだが、彼等を疫やく病びよう神がみと蔑さげすみでもしなければやっていけないほど、農夫たちは精神的に追い詰つめられている状じよう況きようにあった。

「ったく。このままじゃオレたちまで干ひからびちまうぜ。なにか畑を肥やすいい方法はないもんかね……」

　ほんの少し、独り言程度に呟つぶやいただけのつもりだった。

　その矢先、立ち去りかけていた司教がクルリと振ふり返る。

「おや。貴方あなたの畑、元気がないようですね。質問に答えてくれたお礼に一つ、僕がどうにかしてさしあげましょうか？」

　端たん麗れいに作りこまれた司教の顔には、もう先ほどまでの穏おだやかな微笑みは残っていなかった。代わりに人を嘲あざ笑わらうような狡こう猾かつな笑みがべったりと張り付いている。

　農夫は思わず怯ひるんだ。彼の雰ふん囲い気きから戦せん慄りつにも似た異様なものを感じ取る。しかし同時に、気味が悪いほど優しく甘美な香かおりをも漂ただよわせているのも事実であった。

「そ、そんなこと出来るのか？」

　農夫は目の色を変えて訊たずね返す。理性が「関わってはいけない」と信号を送っているにもかかわらず、体は勝手に前へと乗り出し、口は饒じよう舌ぜつに言葉を紡つむいだ。

「ありますとも。この大地を肥ひ沃よくさせることの出来る、最善であって最悪の策がね」

　狂きよう気きに満ちた嗤わらいを色いろ濃こくさせた司教は、徐おもむろに農夫へと歩み寄る。黒衣の胸ポケットに指を差し込むと、蓋ふたがされた小こ瓶びんのような物を摘つまみ上げた。透とう明めいなガラスの中には米こめ粒つぶのように小さな物体が忙せわしなく蠢うごめいている。

「これを畑に放ってください。半刻も経たてば、全すべては貴方の望み通りになるでしょう」

「こ、これはなんだい？」

「《祁ぎ凱がい虫ちゆう》という品種の蟲むしです。ああ、畑を荒あらす害虫の類たぐいではないのでご心配なさらず。貴方の畑を肥やす魔ま法ほうのような一品……とでも言ったところでしょうか？」

　司教はその小瓶を、そっと農夫の懐ふところに忍しのび込ませた。

「貴方が真に望むならばお使いください。但ただし、一度放てば後あと戻もどりは出来ないので、くれぐれも慎しん重ちようにね」

　耳元で囁ささやいた彼は、再び身を翻ひるがえして歩き始めた。遠ざかって行くその背中を、農夫は途と方ほうに暮れたように見送る。

　それから嘘うそみたいな静けさが舞まい降おりた。胸元には確かに一いつ匹ぴきの蟲が入った小瓶が収められている。怖おそれつつも引きぬいて、その中身をまじまじと観察してみた。

「この虫ケラが……本当にオレの畑を肥やしてくれるのか？」

　ゆっくりと蓋に手を掛かけ、小瓶を開け放つ。瓶びんの口を下に向け、中で動きまわっていた蟻ありのような蟲を畑に落とした。数秒もしないうちに土に小さな穴を掘ほって姿を消す。

　農夫は茫ぼう然ぜん自じ失しつとして蟲が消えた場所を見つめた。半刻だ。あの司教は半刻で効果が出ると言っていたはずだ。その場に腰こしを下ろし、永遠とも思える時を待った。途と中ちゆう、農夫仲間の誰だれかが畑の外から声をかけてきたような気がしたが、返事もせず観察を続けた。

　そして、ちょうど半刻ほどが経過したそのとき。地表に僅わずかな変化が現れた。

　種を蒔まいたばかりの場所から、ひょっこりと植物の芽が頭を覗のぞかせる。驚おどろきの声を上げる間もなく、芽はどんどんと伸び盛さかり、ついには身み丈たけを超えるほどにも成長した。

　一いつ瞬しゆんでここまで育ったことにも驚きよう愕がくしたが、それ以上に形状が異常だった。普通の種子ではこれほど高く伸びないし、茎くきや葉の色も紫むらさきと山やま吹ぶきを織り交ぜたような毒々しい色しき彩さいを放っている。しかし、気味の悪さと驚き以上に、嬉うれしさと興奮が勝った。

　農夫は鍬を放り出して快かい哉さいを上げる。

「す、すげぇ。あの男が言ったことは本当だったんだ」

　この喜びと発見を一刻も早く家族や友人に伝えたかった。

　急いで畑の出口へ踵を返すと。

「───ッぐぅ!?」

　不意に、喉のど元もとに野太いひも状のものが絡からみついて、彼は声にならない悲鳴を上げた。

　それは未いまだに成長を止めようとしない作物の蔓つるであった。畑の隅すみ々ずみまでズルズルと根を伸ばす色合いの悪い植物は、彼の全身を巻き取るようにして成長を続ける。

「アがッ……げッッ……ゴ……」

　強力な力で絞しめ上げられ、骨や筋肉が崩くずれる音がする。

　迸ほとばしる激痛に苛さいなまれながら、農夫は徐じよ々じよに意識を失っていった。




　地面をブーツの底で打ち鳴らし、一人の司教が歩みを続ける。背後にある民家から、甲かん高だかい悲鳴が上がるのが聞こえた。彼は振り返る代わりに、純じゆん粋すいで無む邪じや気きな笑みを湛たたえる。

「大地は見み違ちがえるほどに肥沃した。貴方の願いは叶かないましたか？」

　惨さん劇げきが起こった方角へと流れて行く人々とは逆行して進む。横顔には、再び寒気のするような笑みが踊おどっていた。そんな彼の視界に、ふいと映り込むものがある。

　品のない面構えの五、六人の若者達が、ブツブツと何事かを呟き合いながら、通りの向かい側から歩いてくるところであった。

「くそッ。あの赤毛の男……絶対に仕返ししてやる」

　真横を通りがかった瞬しゆん間かん、体格のいいピアスの青年が恨うらめしそうに吐はき捨すてた。

　司教はヒタリと足を止める。

　口元を緩ゆるめた彼は、鷹おう揚ような笑顔を作り直して、その若者達を振り返った。

「……ねえ、君達。その話、僕に詳くわしく聞かせてくれないか？」
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　……まったくもって、可お笑かしな人と関わってしまったものだ。

　藍あい染めの旗が掲かかげられた移動式屋台の正面で腕うでを組んでいたニキ＝ミスクライラは、すぐ近くで、汚よごれた布にグルグルと巻かれた板状の物体に頬ほおずりしている赤髪の青年を胡う散さん臭くさそうに見やっていた。店主である娘むすめに多少の硬こう貨かを支し払はらってあげただけなのに、尋じん常じようならざる喜び方だ。よっぽどお金に困っていたのだろう。

「……結局は女に縋すがるとは情けないね。このヒモ野や郎ろう」

「はっ。女だって立派な生活能力の一部さ。悔くやしかったらお前も頼たよれる男の一人や二人、作っておくんだな」

「アタシは一人でも充分に生きていけるよ。信じるものはカネだけさね」

　毒づき合う彼と店主の娘。二人の生々しい会話を耳にしながら、ニキは深い溜ため息いきを吐ついてしまった。いくらお金に困っても、あのような精神だけは持ちたくないものだ。と言うか、勝手に彼の女扱いされているのも癪しやくである。

「まあいいさ。アタシは自分の商売で忙いそがしいんでね。いつまでも貧びん乏ぼう人にんに構っていられるほど暇ひまじゃない。───じゃあね、モノ好きなお嬢じようちゃん。これ以上このクズに集たかられないよう、さっさと縁えんを切ることをお勧すすめするよ」

　最後に余計なアドバイスをくれた娘は、屋台を引いてその場から立ち去って行った。

　隣となりで舌を突つき出して子供っぽい挑ちよう発はつをしている彼を、ニキは呆あきれ顔がおで一いち瞥べつする。

「あの……えっと……ハリーアントさん……？」

「……ああ？　誰だよ、ハリーアントって。バリアントな、バリアント。それに、俺の名はアーカイルド＝テンゼンだ。バリアントは俺の職業名みたいなもん。ややこしいからって間ま違ちがえるなよな」

「す、すみません……」

　謝りつつも、ニキは疑念を取り払はらうことが出来なかった。

　───霊れい樹じゆに野や暮ぼ用ようがある。

　彼のその言葉がどうしても気に掛かった。《バリアント》なる職業名も、まるで聞いたことがない。霊樹の専門家であり、また国家の役人でもある彼女が、不ふ審しんに思ってしまうのも無理のない話であった。

「それじゃあ、アーカイルドさん？」

「アークでいいよ。その方が呼びやすいだろ」

　話の腰を折られっぱなしで、ニキはむっと顔をしかめた。

　正直呼び方なんてどうでもいい。だが、本人が望むなら拒きよ否ひする理由もないのだし、従っておくのが無難と判断する。

「アークさん。その布に巻かれた物のことについて、お訊ききしたいんですけど」

　貨か幣へいと引き換かえに取り戻もどした物。重じゆう厚こう感のある幅はば広びろの塊かたまりを、ニキは指で示してみせた。

　見るからに怪あやしい物体だ。彼の言うバリアントなるものと、何か関わりがあるのかもしれない。要するに、生き真ま面じ目めな彼女なりの遠回しな職務質問である。

「ああ、コレか？　商売道具だよ。その道の職人にとっては命にも代えがたい代しろ物ものさ」

「その大切な道具を、パンの代わりに質に入れたんですか……」

　呆あきれてものも言えなかった。どれだけ貧乏人なんだろうか、この人。

「まっ。その命を取り返してくれたお前には感謝してるよ。おかげで俺も自分の仕事に戻れるぜ。また世話になることもあるだろうから、そん時はよろしく」

「今後もわたしに集る気満々ですか!?　ま、待ってくださいよ！」

「なんだよ、ニッキー？　俺に惚ほれると火傷やけどするぜ」

「断じて違ちがいますよッ！　いや、それよりニッキーって!?　わたしはニキ＝ミスクライラです！　勝手にヘンな愛あい称しようを付けないでください！」

「いやぁ、だってさ。その方が親しみやすくね？」

　屈託ない笑顔で言うアーク。

　全然理解できない。ニキは肩かたを落としてやれやれと首を振る。

「……あなたのこと、もっと詳しく教えてください。バリアントってなんですか？」

「それって。俺に興きよう味み津しん々しんってこと？」

「ヤ、ヤラシイ言い方しないでっ！」

「冗じよう談だんだよ。お前はすぐに顔が真っ赤になって面おも白しろいな」

　アークは、取り戻したばかりの商売道具とやらに手を置くと、巻かれた布を取り払い始めた。ニキは目を丸くしてその様子を観察する。

「こ、これは……!?」

　布の中から現れたのは、錆さび付いた鈍にび色いろの金属片。

　長さは三尺程度で、よく目を凝こらしてみると、それは両りよう刃ば式の長剣ブロードソードであった。見た目はただの鈍なまくらも同然であるが、人を傷つける恐おそれがあるものには違いない。

「そんな驚いた顔するなよ。これはただの商売道具さ」

「で、でも……。鋭するどさを持たないものとはいえ、国家から承認を貰もらわない限り、民間人の度を過ぎた刃は物ものや鈍どん器きの所有は認められていないはずです」

「おかしなことを言うんだな。俺は《バリアント》として、国境を越こえて権けん威いを有する国家の集合体───すなわち国家連合から道具の扱あつかいを承認されているぜ？　お前達、国家霊樹師が所属している機関さ」

「国家連合から？　う、嘘です！　そんなの聞いたことありません」

「嘘じゃねえし。……ほれ」

　アークは懐に手を突っ込み、一枚の紙切れを引き抜ぬいた。

　ニキは警けい戒かいしつつその紙切れを受け取る。慎重に紙面に目を通していくと、徐々に驚きが胸に広がっていった。

　……間違いない、これは各国首脳の実印だ。

　すなわち、この書簡に記されていることは国家連合の総意。

　文面にはハッキリと、彼が《バリアント》なる者であり、一いつ般ぱん人じんには許されていない武具の携けい帯たいを許可する証明が成されていた。

　ヘラヘラと笑ったアークは、ニキから国家連合の証書を引ったくる。

「どうだ？　これで信じたろ」

「は、はい……。ごめんなさい。わたし、てっきり───」

「犯罪者の戯たわ言ごとかと思ったか？　何気に失礼だな、お前」

　ニキは申し訳ない思いで身を縮こまらせた。

　国家連合から認められた職業だなんて、おそらく第一級霊術師に勝るとも劣おとらない重要人物に違いない。そう考えると、今までどうしようもないロクでなしの貧乏人に思えた彼が、急に高貴な人間のように見えた。

「それでアークさん。バリアントというのはどのような内容のお仕事なんですか？」

「んー？　そりゃ、お前。読んで字の如ごとく、樹木を伐きり倒たおすのが仕事だよ」

　和なごやかになりつつあった場の空気が、瞬間的に凍こおりついた。

　あまりにも唐とう突とつな暴ばく露ろだったので、ニキの思考回路は一時的にストップしてしまった。

「え……樹木を……？」

「伐り倒す。この商売道具を使って、スッパリと。ただそれだけのお仕事デス」

　ニキの表情は一向に理解の色を示さなかった。

　それどころか急にうつむいて、肩を震ふるわせる。

「おーい。どうした？　腹でも痛くなったのか？」

「───我等のヴオル・敵をラ・殲滅せよラヴアリア・レ・セル」

　不意に、彼女の口元から人の言語とは思えない不可思議な音色が奏かなでられた。

　それは言葉のようでもあり、唄うたのようでもあり、祝詞のりとのようでもあった。

　同時に軽い地じ響ひびきがしたかと思うと、岩がん盤ばんが割れ、地中から樹木の根のような物体が勢いよく這はい出してきた。

「ぬおっ!?　なんじゃこりゃあ!?」

　驚きよう愕がくするアークを脅おどしつけるように、鋭さを帯びた根の先せん端たんが彼の喉のど元もとへ突きつけられる。少しでも動けば、首を深々と貫つらぬかれるくらいの近さで。

「これって……『森の言こと霊だま』か？　霊樹師のみが使えるって言う、あの有名な？」

「その通りです。霊樹師は大自然の代弁者。自然と人々との架かけ橋はしになる者。その気になれば、このように自然から力を借りることだってできます」

　霊樹師が人々から過か剰じような畏い敬けいの念を向けられる所以ゆえん。それはひとえに、この異能とも呼べる特とく殊しゆな言語を操れることにあった。

　本来、木々や植物などの大自然は、言語というものを持たない。人間のようにハッキリとした意思表示も行わない。故ゆえに、自然は恩おん恵けいを与あたえてくれるかけがえのない存在でありながら、人々にとって得体の知れない不安定なものでもあった。

　だが、自然だって己おのれの意思を持たないわけではない。風の唸うなり、木の葉のざわめき、小川のせせらぎ。それら些さ細さいなものに耳を傾かたむけてみると、拾える『意思』が確かに存在する。

　その意思を漏もらすことなく拾える稀け有うな才能の持ち主こそが、『霊樹師』であり、自然の囁ささやきを人間の言語に置き換え、紡つむがれるものが『森の言霊』である。

　言葉を聞き、言葉を投げかける。たったそれだけのことだが、世界の根幹である大自然と意い思し疎そ通つうの取れる霊樹師は、まさに『人類共有の至宝』と呼ばれて当然の存在であった。

「ま、待て待て。なにを唐突にキレてんだ？」

「とぼけないでください！　本当なら民間人に霊樹師の力を行使するなんて決してしてはならないことだけれど……。森や木々を傷付ける人は別です！」

　有無を言わせぬ気き迫はくで叫さけぶニキを、アークは呆れ顔で見つめ返していた。

「落ち着けニッキー。お前は俺を誤解している」

「馴なれ馴れしく話しかけないでください！　あなたみたいな人を一いつ瞬しゆんでも信用してしまった自分が恥はずかしいです！　どうせその証明書も偽にせ物ものに決まってます！　国家連合が、あなたみたいな人を認めるはずありません！」

　ニキの森や木々に対する愛情は図はかり知れぬほど大きかった。別に、彼女だけが特別というわけではない。現在の国々は森や自然の恵めぐみに支えられ、成り立っている部分が大きい。実際に《慈悲深き女神の涙ミステイア》の思想が深く信しん仰こうされている場所ならば、大陸の中心部に位置する街でさえ大規模な木製品の生産を禁じているくらいであった。

　そんな社会構造の下において、『樹きを伐る』ことが仕事……？　平然と公言してみせる彼の神経が、普ふ通つうとは思えなかった。

　二人の間に、緊きん迫ぱくした空気が流れる。

　……そのとき、左手に伸びている小道からこちらに駆かけ寄よってくる人ひと影かげが一つ。

　顎あごひげを生やした禿はげ頭あたまの老人が、激しく息せき切ってニキ達の前に現れた。

「れ、霊樹師さまッ！　大変です！　大変なことが起こりました！」

「……村長さん？」

　ニキはアークへの警戒態勢を緩ゆるめないまま、鬼き気き迫せまる様子で走ってきた村長に視線を移した。老人の顔面は蒼そう白はくで、今にも呼吸が止まってしまいそうなほど取り乱している。

　呼吸を整えてからニキを見つめ返した村長は、震えた声で事の次し第だいを告げた。

「し、死んだんです。村の農夫が自分の畑で。植物のような物に全身をからめとられて……」
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　現場は悲ひ惨さん極きわまりない状じよう況きようだった。

　耕されていたはずの畑は、気色の悪い紫むらさき色いろと山やま吹ぶき色いろの植物に埋うめ尽つくされており、その天てつ辺ぺんで初老の農夫が全身をからめとられるようにして絶命していた。

　ニキはしばらく言葉も出ないまま立ち竦すくむ。目の前の光景が俄にわかには信じられない。

　自分が敬愛し、尊重し、守ろうとする自然が───人間を殺した？

　そんなの嘘うそ……何かの間ま違ちがいに決まっている。そう思わなければ、その場でうずくまって泣き出してしまいそうな気分だった。

「全身に蔓つるが絡からまっての絞こう殺さつ。ひでぇな。骨や筋肉が粉々に砕くだかれてやがる」

　隣となりで同じ光景を見上げていたアークが抑よく揚ようのない口ぶりで告げた。

　現実を受け止めきれなくて、ニキは彼を憎にく々にくしげに睨にらみつけた。

「違います！　森は人を生かしても殺すことはない！　これはなにか理由があって───」

「どんな理由があっても。人が一人死んだ。お前はアレを見ても同じことが言えるか？」

　アークは淡たん々たんとした口調で前方を見る。彼が示した先には、惨さん劇げきの現場に訪おとずれた野や次じ馬うまの群れがあった。その奥で、白はく髪はつの少女が泣きじゃくっている。彼女は植物の根元に縋すがり付くようにして、死んだ農夫を見上げていた。

「お父さんッ、お父さんッ！　いやぁ……どうして……いやああああああああッ!!」

　痛々しくて見るに堪たえない光景だった。集まった村人や観光客の誰だれもが目を逸そらす。彼女を慰なぐさめてあげたくても、父親の亡なき骸がらを地上に下ろすことさえ叶かなわない。

　ニキは顔をしかめ、畑を覆おおい尽くす不気味な植物の元へと歩み出そうとした。

　だが、彼女の行く手を遮さえぎるように、アークが前へ立ちはだかる。

「……どいてください」

「やめとけ。どうせ無む駄だだよ。農夫を殺したのは確実にこの植物だ。だが、何かの事情があったには違ちがいない。見てみろよ。あんな状態が、通常の植物にあり得るか？　お前が如い何かなる森の言こと霊だまを操れようと、壊こわれた植物こいつらには届きっこない」

「それでも！　あの娘むすめさんを放っておけません……！」

　今にも泣き出しそうな顔をするニキに、アークは肩を竦めて嘆たん息そくする。それから彼は颯さつ爽そうと踵きびすを返すと、早足で野次馬達へと歩み寄っていった。

　人ごみを掻かきわけ、植物の根元を目指す。そして、地べたで泣なき崩くずれている白髪の娘むすめの肩に手を置き、深しん紅くに染められた外がい套とうの懐ふところを探さぐった。

「《点火薬フアイヤ・ドロツプ》。まだ半分くらい残ってたな」

　徐おもむろに抜きとられた指先に挟はさまれていたのは、透とう明めいの液体が入ったガラス製の小こ瓶びん。アークは、小瓶の栓せんを親指で弾はじいて抜くと、中身の液体を植物の根元に向かって一ひと滴しずく、ポトリと落とした。

「ッ!?」

　ニキは思わず息を呑のむ。

　途と端たん、畑を埋め尽くす不気味な植物が激しく炎えん上じようし始めた。眼球が痛むほどの鮮せん烈れつな火柱をあげ、上空に浮うく雲を焼やき払はらい、ひたすらに煌こう々こうと、燃え盛る。

　あちらこちらから野次馬の悲鳴が上がった。派手に舞まう火の粉が四散し、やがては重心を傾けて焼け落ちた。しかし、あれだけの大規模な炎ほのおを纏まとっておきながら、不思議と他の民家や植物、そしてその場に集まった人々へ燃え移るようなことはなかった。

　燃やし尽くされた残ざん骸がいは、ブスブスと黒い煙けむりを上げて灰へと還かえる。その中心には、農夫の亡骸が静かに横たわっていた。彼の体にもまた、火傷やけどの痕あと一つ見当たらない。

「お父さんッ！」

　白髪の娘は、すかさず父親の胸元へ飛び込んでいく。

　何が起こっているのかも分からずに立ち竦んでいたニキは、フッと、アークが道脇わきに向かって歩み出しているのを認めた。彼は腰こしを屈かがめるなり、地面からひょっこりと顔を覗のぞかせている、一輪の花を摘つみ取る。

　淡あわい亜あ麻ま色いろの花弁の小さな花。どこの地方でも比ひ較かく的多く見受けられる《スズネソウ》という品種だ。この時期になると至るところで咲さき、春風に揺ゆられてリンリンと鈴すずの音のような涼すずしい音色を奏でる。《スズネソウ》を手に取ったアークは、農夫の亡骸の元まで運んで行くと、もう動かない彼の足元にそっと落とした。

「昨日の大根の礼だよ、おっさん」

　それだけ告げて、彼はその場を離はなれた。ただただ唖あ然ぜんと事の成り行きを見守っていたニキは、そこでようやくまともな言葉を取とり戻もどす。

「い、今のは……？」

「バリアントの商売道具の一つ《点火薬フアイヤ・ドロツプ》。触ふれた物体を根元から焼き尽くす液体だ。直接触れた対象以外に燃え移ることはなく、なにより、人体には直に触れても発火作用を持たない。本来は寄生型の植物の種子や森に潜ひそむ寄生虫などが体内に忍しのび込んだ際に使う、非常に貴重な物なんだがな。調合できる薬師も現代にはいないだろうし、大陸に現存する実物はこの小瓶の底に残った分だけってことだな」

　ニキは目を丸くして、鼻先に掲かかげられた透明な液体を凝ぎよう視しする。アークは尚なおも腑ふ抜ぬけた表情を崩さなかった。植物を殺し、人を助けたこと。その行こう為いが特別な事ではなく、まるで自分の日常の一部であるかのように。

　───バリアント。不意に、ニキの脳のう裏りにその言葉が浮かんだ。

「これで分かったか？　お前がいくら詭き弁べんを並べ立てようと、殺すんだよ。自然も。人間が自然を殺すようにな」

　厳しくはないが、とても冷たい口調でアークは言った。

「この際だからハッキリ言っておくぜ。俺がこの村にやってきた理由をな」

　ショックで放心するニキに顔を近付けたアークは、他の誰の耳にも入らぬくらいの囁ささやき声で、一言だけ告げた。

「バリアントのアーカイルド＝テンゼンは、国家連合からの依い頼らいを受け、この大地を蝕むしばむ元げん凶きようである霊れい樹じゆ《イリューネ》を伐きり倒たおしにきた」




　　　　６




　太陽が地平線に沈しずむと、間もなく深い闇やみが村全体を包み込んだ。

　人々の表の営みはすっかり畳たたまれ、代わりに酒場の明りが燈ともると、仕事終わりの農夫達が酒を酌くみ交わすために意い気き揚よう々ようとやってくる。だが、昼間に凄せい惨さんな事故があった今日ばかりは、活気に溢あふれる酒場も墓場のように静まり返っていた。これでは商売にならないと諦あきらめた店主も、さっさと店を閉めてしまう。

　そんな深い悲しみが満ち溢れる夜。

　酒場の二階に部屋を借りていたニキも、やはり例外ではなかった。

　意い気き消しよう沈ちんした彼女は、着き替がえることも忘れてベッドの上で膝ひざを抱く。今日は辛つらいことばかり起こった。辛くて、辛くて、思わず目を背そむけたくなるような事ばかりが連続して起こった。

　特に胸を痛めたのは、霊樹《イリューネ》の真実。

　いや、本当に真実と呼んでいいのかは分からない。

　今でもニキはその答えを否定し続けていた……。




「イリューネを……伐り倒す!?」

　すっかり傷心していたニキは、追い打ちをかけられたみたいに表情を歪ゆがめる。

「それはどういう意味ですか!?　それじゃあまるで……まるでイリューネが！」

「全すべての元凶に聞こえるか？」

　答えるアークは相変わらず差し障さわりのない口調だったが、その中に含ふくまれた隠かくしようのない冷れい徹てつさを、ニキは聞き逃のがさなかった。

「お前も霊樹の専門家───霊樹師ならもう分かっているはずだろ？　この近辺の大地は急速に衰すい退たいしつつある。森の半分が死し滅めつ、小川は枯こ渇かつし、人々は飢うえに苦しむ。何な故ぜそんな現象が起こっていると思う？」

「一帯の土をイリューネが肥やし、支えているからです！　イリューネが弱っているから、大地が枯かれ果てる！　それを伐り倒すなんて正気ですか!?」

「正気かどうかと問われると、少なくともお前よりは正気であると断言できるな」

　取り乱すニキを両手で制しながら、アークは面めん倒どうくさそうに後頭部をバリボリと掻かき毟むしった。その覇は気きの感じられない一挙一動が、ニキの神経をさらに逆さか撫なでする。

「なんつーかよ。確かに霊樹は大地を支える大切な根幹だ。だが、アレが弱ってるってだけで、ここまで過度な衰退現象が起こると思うか？」

「それは……」

　あり得ない……とは断言できないが、考えにくいことではあった。

　霊樹は周囲の環かん境きようを調整し、大地を肥やす。それに間違いはない。しかし、霊樹がないからと言って、大地そのものが滅ほろびるわけではないのだ。近きん隣りんに霊樹がなく、その恩おん恵けいが充じゆう分ぶんに受けられない土地の人々も、問題なく生活は送れている。

　言ってしまえば、霊樹はあくまで『森を肥やす者』。

　霊樹が枯れ果てたからと言って、森自体が死滅するわけではない。

「何を以もつて、お前はイリューネを弱っていると判断した？　イリューネそのものに問題は見つかったのか？　慈悲深き女神の涙ミステイアの思想にどっぷり浸つかった素のお前にじゃなく、国家連合に仕える霊樹師としてのお前に訊きいているんだ。実際はどうなんだよ？」

　畳みかけられる質問に、ニキは堪たまらず口を噤つぐんだ。

　正当な反論をできるはずもない。彼女は初めからそう信じ込んで、予あらかじめ自分の中で決められていた答えを導き出しただけに過ぎないのだから。

　……イリューネが自分の森を殺すはずはない、と。

「いくら探しても、イリューネ自身に欠けつ陥かんは見当たらなかったはずだ。弱っているのは他の木々や植物だけ。お前は、大地が異常な衰退を辿たどったから、その土ど壌じようを支える霊樹に問題があるのではないかと判断した。そうだろ？　だが、実際はその逆だよ。大地の枯渇の元凶はイリューネそのものにある」

　認めたくはない。でも、霊樹師として国家連合から派は遣けんされた立場上、本来ならそのような可能性も考こう慮りよしなければならなかった。

「なら……！　あなたは大地を生かすためにイリューネを殺すと言うのですか!?」

「必要とあらばやる。農夫を殺した植物といい、どうやらこの森では異常な事態が起こりつつあるようだからな。それに、国家連合が俺に依頼をよこしたってことは、お前の上司達も覚かく悟ごの上ってことだ。俺の判断で決行していいと許可も貰もらっている」

「そんな話、わたしは聞いていません！　事前に連れん絡らくも受けてないです！」

「それはそっちの不ふ手て際ぎわだろ。俺の関知するところじゃないね。……まあ、疑うのはお前の勝手だが。いちいち取り合ってやれるほど、俺は暇ひまでもないぜ？」

　ニキは体の震ふるえを止めるのに必死だった。恐こわかった。森を守ること、霊樹を守ること。それは自分にとっての全てであり、そうしたいがために、必死に勉強して国家霊樹師の資格を得たのに。自分が信じたものが───国家連合が、霊樹の抹まつ消しようを命ずるなんて。

　信じられない。だけど、彼がまったくの嘘うそをついているようにも思えない。事実、話の筋は通っているのだから。客観視すれば、支し離り滅めつ裂れつな我わが儘ままを言っているのは自分だ。

　泣きそうな顔をするニキを目まの当たりにしても、アークはあくまで平静を崩さない。

「さてと。……とりあえず今晩中にでも仕事に移らせてもらう。じゃあな、ニッキー。商売道具の件、ありがとよ」

「ま、待ってください！　まだ話は───」

　すかさず引き止めようとしたニキの手を、アークは掻かい潜くぐるようにして避よけた。

「縁えんがあったらまた会おうぜ」

　ひらひらと手を振ふった彼の背中は、雑ざつ踏とうの中へと消えてしまった。




　……霊樹が森の養分を吸い上げている元凶であるとするならば、すべての現象に説明がつく。処理してしまうのが最善の判断なのだろう。

　だが、そうだからと言って、おいそれと実行できるものでもない。今から国家連合に確かく認にんを取るにしても、返事がくるまでには時間がかかりすぎる。

　ニキは膝に顔半分を埋うめたまま、部屋の隅すみに置いてある机を見み据すえた。机上には旅の荷物と、小さな写真立てが一つ置いてある。

　写真には、美しい白銀の長ちよう髪はつを持った女性が写っていた。

　屈くつ託たくなく笑う彼女の隣となりに立っているのは、今よりも少し幼い顔つきの自分自身。

「先生……。わたしは国家霊樹師として、どうすればいいのでしょうか……？」

　問いかける。が、写真が答えてくれるはずもない。

　そのとき、不意に部屋の扉とびらが、外側からノックされる。

「───夜分遅おそくにすみません。国家霊樹師ニキ＝ミスクライラさまは、こちらにいらっしゃいますでしょうか？」

　どこかで聞き覚えのある女性の声が、廊ろう下か側から響ひびいた。

　虚きよを突つかれたニキは、思わずベッドの上で跳はね上がる。

「は、はい！　ちょ、ちょっと待ってくださいねっ」

　こんな時に……来客のようだ。

　気乗りはしなかったが、邪じや険けんに追おい払うわけにもいかず。ニキは急いでベッドから飛び降りると、取り付けられた留め金を外して扉を開け放った。

　すると、目の前には白はく髪はつの少女がたたずんでいた。……その顔を忘れるはずもない。霊樹の調査をしていた自分に親切な対応をしてくれた少女。そして、昼間の惨さん劇げきでたった一人の父親を失ってしまった少女だ。

「こんばんは、国家霊樹師さま。あたし、この村に住むシムと言う者です。お忙いそがしい中、申し訳ありません。少しよろしいでしょうか？」

　最初に顔を合わせた時と同様、彼女の笑え顔がおはとても温かかった。しかし、目元に泣き腫はらしたあとが残っているのも、ニキは見逃さなかった。

「……大だい丈じよう夫ぶですよ。どうぞ中にお入りください」

　招き入れるように道を開けてやると、シムと名乗った村娘むすめは丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして部屋の中へ踏ふみ込む。扉が閉められ、一時の静せい寂じやくが訪おとずれた。

　向かい合う形で椅い子すに座る彼女を見やりながら、ニキはどうしようもない悲しさと申し訳なさの気持ちで胸がいっぱいになった。

「シ、シムさん……？」

「はい。なんでしょうか」

「なんて言いますか……その……。お父様のこと、本当に申し訳ないと思っています」

　誠心誠意を込めてニキが頭を下げると、シムは意外そうに目を丸くする。

「どうしてあなたが謝るのですか？」

「わ、わたしは国家霊樹師です。自然や森の専門家。わたしが異変にもっと早く気付けていれば、あんなことにはならなかったかもしれないのに」

　下した唇くちびるを噛かみ締しめて頭を下げ続けるニキを見て、シムの瞳ひとみも僅わずかに潤うるみ始める。それでも彼女は袖そでで目元を拭ぬぐい、逆に慰なぐさめるように微笑ほほえんでみせた。

「顔を上げてください。あれは避けようのない事故でした。誰だれも悪くないし、誰を責めることもできません。この村を救おうとなさっている霊樹師さまに頭を下げさせるなんて、あたしが死んだ父に怒おこられてしまいますよ」

　その温かな笑顔と、優しい言葉に、どれほど心を癒いやされたことだろう。顔を上げたニキも目元を拭って、小さく頷うなずいた。

　場の空気がいくらか和なごやかになった。シムの笑顔に釣つられて、ニキも少し口元を緩ゆるめる。

「あたしに関する話はこのくらいにしておきましょう。今は父の死を悼いたむより先に、やらねばならないことが残っているのですから」

「？　それは……シムさんがわたしの所へ訪ねてきたことと何か関係が？」

「はい。少しお訊たずねしたいことがありまして。……あたし、聞いてしまったんです。あの赤い髪かみの男の人と、霊樹師さま───ニキさまが話していらした内容を」

　緊きん張ちようが解ほぐれかけていたニキは、再び身を固くした。

「あ、あのですね。あれは何と言うか……」

「隠さなくてもいいんです。村に起こった深刻な事態の中心に、きっとイリューネが関わっているんだって、あたしは薄うす々うす感付いていましたから。あっ、村の人達には他言していません。安心してください」

　そう言うシムは、困っているようではあったが、霊樹が元げん凶きようかもしれないという可能性に対して、特に不安を抱いだいている様子は微み塵じんも見受けられなかった。

　怪け訝げんに思ってニキが首を傾かしげていると、何気ない仕草で髪を掻かき上げた彼女の左手首に、銀製の十字クロスの飾かざりが付いたブレスレットが巻き付いているのを認めた。

「あ」と、反射的に短い声が漏もれた。シムは、ポカンと口を開け放つニキを不思議そうに見つめたあと、すぐに相手の視線がどこへ向いているのかに気が付いて。

「ああ、これですか。驚おどろきました？」

　ブレスレットが見えるよう左手首をかざした。

　穢けがれのない光こう沢たくを放つ銀色の十じゆう字じ架か。それを身に付けているということは、『教会』の教えを信しん仰こうしていることを意味する。

「可お笑かしいですよね。森の近隣で育った田舎者のあたしが教会の教えを信仰しているなんて。ただでさえ大陸全土を含ふくめても信仰者の割合は少ないのに」

「……何を信じるかは個人の自由ですよ。決しておかしなことではないと思います」

　首を振って肯こう定ていしてやると、シムは嬉うれしそうにはにかんだ。

「父の遺体も教会の決まりの下で埋まい葬そうしてもらえることになりました。あたしの父も熱心な教会の信しん奉ぽう者しやでしたから。これほど嬉しいことはないです」

　語りながら父の姿を思い出すように追つい憶おくに浸ひたっていたシムは、慌あわてたようにハッと息を呑のんで、ニキに向き直る。

「ごめんなさい。また話の主しゆ旨しがズレてしまいましたね。今はイリューネのことをどうにかしなくては。ニキさまはこれから、どうなさるおつもりでいらっしゃるのですか？」

「……わたしですか？」

「そうです。あたしは田舎いなか地方に住むただの村娘ですからあまり偉えらそうなことは言えないんですけど。イリューネ自体に不具合は見られなくても、他の木々や大地から生命力を吸い上げているという決定的な証しよう拠こもないと思うんです」
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　確かに、言われてみればその通りだ。

　ニキ自身、真実を確かめるのが恐くて、あまり深くは調べようとしていなかった。もしかしたら全部が杞き憂ゆうで、イリューネを疑う必要なんかないかもしれないのに。

「それにもし、イリューネが伐きられた後はどうなるんでしょう？　この土地は救われるんですか？　それとも大きな支えを失ってどの道衰すい退たいすることになるのでしょうか？」

　イリューネが伐られた後のこと。想像は出来なかったし、想像したくもなかった。この大地は何千年にも及およぶ時を、あの大樹を中心に循じゆん環かんを続けてきたのだ。中ちゆう核かくとも呼べるあの樹きを失った後、生態系のバランスがどうなるかなど、恐おそろしくて考えられない。

　不安は募つのるばかりだが、よいこともあった。

　ニキの中で、自分の考えや意思というものが正常に機能し始めたのだ。

「シムさん。わたし、やっぱりもっと詳くわしく調べてみようと思います。不確かな憶おく測そくだけでイリューネを元凶と判断するのは間ま違ちがってる」

「はいっ。もしかしたら別の要因が見つかるかもしれませんしね」

　シムは椅子から腰こしを上げつつ、力強く頷いた。ニキも大きく頷き返して、立ち上がった。

「行ってきます」

　告げて、ニキは部屋から飛び出した。

　……その先に、何が待ち構えているのかも知らずに。




　　　　７




　───霊れい樹じゆ《イリューネ》。

　元は何の変へん哲てつもないただの樹木と変わらなかったが、長い月日を経て、森の中心として機能し続けるうちに、いつしか神聖な存在である《神籬ヒモロギ》が宿った。

　つまり、イリューネは正しよう真しん正しよう銘めい、生きた意思を持つ霊樹となった。

　それが今からたった十年ほど前の話。国から霊樹として認にん定ていされたのも同時期だ。

　辺境の地でひっそりとたたずみ、静かに大地を支えていたその樹の名は、やがて大陸中に知しれ渡わたることとなった。そして、物もの見み遊ゆ山さんに訪おとずれる観光客や、調査のためにやってくる役人が足を運ぶようになる。

　カレもそのうちの一人だった。丸まる帽ぼう子しと銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねをかけた全身黒ずくめの司教は、十年前からこの霊樹に会うために足しげく通いつめていた。

「長かったね。何千年も生き続ける君には一いつ瞬しゆんの時でも、人間の僕には気が遠くなるほどの長い歳月だった。身持ちの固い君を口説くのは本当に骨が折れたさ。だが、その長年の苦労も報むくわれつつある。十年もの月日を経て、ようやく国家連合から霊樹師が送られてきたんだ」

　大きく隆りゆう起きした根の上に腰こし掛かけて《イリューネ》に語りかけるカレは、親が子を愛めでるような満たされた表情をしていた。

「此こ処この連中は土地が枯かれ始めたのを不ふ吉きつな予兆だと言う。でも、彼等は根本的に間違っているんだ。これは滅ほろびじゃなく、誕生だよ。君を中心としてこの地は死に、再び生まれ変わる。未いまだ嘗かつてない魅み惑わくの楽園へとね」

　司教は両手を広げ、高らかに哄こう笑しようした。

　狂きよう気きに満ちた嗤わらいが樹皮に跳はね返り、森全体へと木霊こだまする。

「準備は整った。唯ゆい一いつの危険因子、《バリアント》の介かい入にゆうに際しての対策も既すでに講じてある。後は、彼女が誘さそいだされてやってくるのを待つだけ。ただそれだけさ」

　そのとき、連なる樹木の合間を縫ぬうようにして、森の奥から何者かの気配が接近してくるのを感じた。司教は満足げな嘲ちよう笑しようを浮うかべて身を引く。カレの姿は辺り一帯に立ち込める夜よ闇やみに溶とけ込むようにして、スッと消えてなくなった。

　牙きばを隠かくした獣けものは闇に潜ひそみ、兎うさぎが罠わなに嵌はまるのをジッと待ち続ける……。
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「はぁ……はぁ……」

　木々の根が描えがく起き伏ふくで、平へい坦たんな場所がない道を、国家霊樹師ニキ＝ミスクライラは全速力で走り抜ぬけていた。

　根の上を器用に飛び移り、やっとの思いで霊樹《イリューネ》の前に降り立つ。

　たたずむ霊樹はそのあまりの巨きよ大だいさから上半分がよく見えず、薄うすい夜闇に覆おおわれていた。

「……待たせてゴメンね。わたしにあなたの声を聞かせて」

　太い根から突とつ起きした根こん瘤りゆうを蹴けって、出来るだけ樹皮に近付けるよう上った。ちょうど手ごろな距きよ離りまで本体に接近できる根を見つけ、そこで足を止める。ニキは、イリューネの堅かたい樹皮にそっと手を置くと、軽く目を瞑つぶった。

　……この方法は霊樹への負担も大きいので、出来ればあまり使いたくなかった。でも、今は状じよう況きようが状況だ。悠ゆう長ちようなことは言っていられない。

「我、汝を求めんシユラル・ラ・ミル・ロ・セ」

　唇くちびるを震ふるわせて自然彼女達の言語───森の言こと霊だまを紡つむぐ。

　これは数ある詠えい唱しようの中でも特に高度な技。霊樹に内包された神籬ヒモロギに語りかけ、彼女等の声を直じかに聞くことのできる《対話》と呼ばれる行こう為いだ。第一級霊樹師でさえ成功させることは難しく、神籬ヒモロギ側が心を開いてくれないと中々うまくいかない。なにより霊樹という肉体に収まった神籬ヒモロギを無理に引き抜く行為にも等しい。当然、大きなリスクが伴ともなう。

　ニキは出来るだけイリューネと精神を同調させ、彼女との協和を図はかった。

　幽かすかな……本当に幽かな声が鼓こ膜まくを震わせる。

『…………────メ────テ────………』

　なに？　なにを伝えようとしているの？

『………───ヤ───メ───テ───………』

　やめる？　何をやめてほしいの？

『………───オネガイ、ヤメテ！　イヤアアアアアアアアアアアアアアッ!!』

　直後、ニキの体は、目に見えない強大な力に弾はじきとばされた。

　成す術もなく十数メトロンもある根から真っ逆さまに墜つい落らく。横に突つき出た根に何度も体を殴おう打だし、鋭するどい痛みが全身を貫つらぬいた。

「っつぅ!!」

　硬かたい地面に叩たたきつけられ、悲痛な叫さけびが漏れた。

　苦痛に塗まみれて表情を歪ゆがめながらも、なんとか身を起こす。

　次の瞬しゆん間かん、俄にわかには信じ難がたい光景が目の前で展開されていた。

「なによこれ……!?」

　巨大なイリューネの幹にビッシリと張り付く黒い物体。目を凝こらして見るとそれは一つの塊かたまりではなく、小さな米こめ粒つぶのような物がひしめき合っているようだった。

「これは……虫？　無数の小さな虫がイリューネに張り付いているの!?」

「───その通り。品種名を《祁ぎ凱がい虫ちゆう》。最高に陰いん湿しつで愉ゆ快かいな奴やつらさ」

　頭上から、灰あ汁くのない、朗ほがらかな男の声がした。

　ニキは素早く声がした方へと視線を移す。

　隆起した根の一部に、見慣れぬ黒衣を纏まとった男が立っていた。胸には十字クロスの紋もん章しようの刺し繍しゆうが施ほどこしてあり、おそらく教会の司教が身に付けるものと思われた。

「こいつ等は非常に厄やつ介かいな生態の持ち主でね。他の生き物の体内に潜もぐり込み、細さい胞ぼうレベルに分化したのちに同調、その存在そのものを根本から乗っ取ってしまう。乗っ取られた生き物は全く別の品種に造り変えられ、異常な突とつ然ぜん変へん異いをきたす。前にも増して大きく、強きよう靭じんな体となってさ。故ゆえに、祁凱虫。単純で分かりやすい名だろう？」

「あなたは誰だれ……!?　イリューネに何をしたの!?」

「後者の質問に対しては今答えをあげたはずだよ。《イリューネ》は奴らに存在を乗っ取られ、生まれ変わるんだ。まあ普ふ通つうは一いつ匹ぴきでも充じゆう分ぶんな効果を発揮してくれるんだけど、なんたって今回の獲え物ものは大陸に七本しかない霊樹だからな。用心に越こしたことはない」

　イリューネを乗っ取る？　この男はなにを言っているのだろうか？

「れ、霊樹《イリューネ》が蟲むし如ごときに負けるはずないわ！」

「うん、僕もそう思う。だから十年の年月を使ってゆっくりジワジワと、徐じよ々じよに弱らせてやったんだ。あらゆる薬品やこの蟲共を利用してね。その甲か斐いあって、最近では守り育はぐくむべき土地から生命力を吸い上げて、己おのれの自衛行為に出始める始末さ。まあ、結局のところ霊樹も我が身が一番に可愛かわいいってことかな。生物なんだ、当然のことだよね」

　男は根から飛び降りて、ニキの目の前に降り立った。

「そんな……そんなの近きん隣りんを管理している役人が見み逃のがすわけ……」

「バカ言っちゃいけないよ。慈悲深き女神の涙ミステイアなんてくだらない思も想のに踊おどらされてる連中が、まさか霊樹を貶おとしめようとしている奴がいるなんて本気で信じると思うかい？　答えはノーだよ、国家霊樹師のお嬢じようさん。霊樹は何物にも代えがたい神聖な存在、それを揺ゆるがす人間などいるはずないと誰もが信じて疑わない。今だって驚おどろくほど警備が手て薄うすだろ？」

　ケタケタと乾かわいた笑い声を上げた司教は、イリューネを仰あおぎ見た。

　霊樹《イリューネ》の身体からだは、既に大半が群がる蟲によって埋うめ尽つくされている。

「やめてッ！　こんなことはもうやめてあげて！」

「おいおい。今いま更さらになって『やめて』はないだろう。確かに諸悪の根源はこの僕だが、トドメを刺さしたのは君みたいなもんなんだぜ？」

　ニキは思わず目を剥むいた。

「わたし……が……？」

「そうさ。十年越しで霊樹を弱らせたって言っても、最後の守りを攻せめ落とすことは中々に難しかったんだよ。そこで、第一級霊樹師である君の力を利用させてもらった」

「わ、わたしはあなたみたいな人のために力ちから添ぞえするようなことはしない！」

「意気込みは結構。でも大事なのは結果さ。苦労したんだぜ？　君みたいな有能な人材を国家連合に派は遣けんさせるまで、とことん霊樹を弱らせるのは。霊樹師の《対話》って、引きこもっている神籬ヒモロギをこちら側に引きずり出すようなものなんだろ？　僕が最後まで落とせずにいたのは生きた霊樹の魂たましい、すなわち神籬ヒモロギ。君の《対話》が彼女を堅けん牢ろうな鎧よろいから引き出してくれたおかげで、こうして呆あつ気けなく陥かん落らくさせることが出来たよ」

　胸を抉えぐるような残ざん虐ぎやくな視線が、ニキを深々と射抜いた。

「助けたい一心でやったつもりだったろ？　彼女の声を聞きたい、ただその一心で。だけど、最終的に彼女を殺したのは君だ」

　屈くつ託たくない彼の笑いを見ているだけで、激しい憎にくしみが湧わきあがった。こんなに激しい憎ぞう悪おを覚えたのは初めてだ。この男が何者であり、どんな理由でこんなことをするのか。どうでもいい。とにかく許せない。

「我等のヴオル・敵をラ・殲滅せよラヴアリア・レ・セル！」

　怒ど号ごうとも取れる激しい詠唱。ニキの呼びかけに応じて、周囲の木々が激しく震えた。地中から顔を出した根が狂くるったようにのた打つ。

「……へえ。それが霊樹師の扱あつかえる森の言霊ってやつか。言葉一つで大自然を味方につけるなんて、今の大陸文明においてはほぼ無敵に近い存在だろう。恐おそれ入いるね」

　感かん嘆たんの入り混じった声を上げる司教を他よ所そに、大樹の根は鋭く空を切って、イリューネの樹皮に張り付いている無数の蟲を払はらいのけた。しかし、何度払っても、蟲達は何ど処こからともなく湧いて出てきて、イリューネを蝕むしばみ続ける。

「……でも残念。祁凱虫はその気色悪い生態に加えて、異常な生命力と繁はん殖しよく力が売りなんだ。何匹殺したって無限に湧いて出てくるよ」

　鼓膜を震わせる嗜し虐ぎやく的な嘲笑。

　ニキはすぐさま振ふり返って、忌いむべき相手を睨にらみ付ける。

「我等のヴオル・敵をラ・殲滅せよラヴアリア・レ・セル!!」

　再び大樹の根がうねって、今度は司教の頭上へと勢いよく降り掛かかった。

　司教は特に慌あわてた様子もなく、帽ぼう子しのつばを掴つかんで顔面を覆い隠すように俯うつむく。口元には不気味な笑えみが踊っていた。
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「さあ、盛大なパーティーの始まりだ……♪」
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　……どこからか、幽かに生なま臭ぐさいニオイが漂ただよってくる。

　血のニオイだ。この森のどこかで、誰かの血が流れた。

　樹木の枝葉がざわめき、激しく震えている。まるで木々までもが動どう揺ようしているようだった。不ふ吉きつなことがこの森で起こっている。それは間ま違ちがいない。

　アークは、地表から盛り上がった根から根へ飛び移りながら、軽く舌打ちした。

「俺としたことが、少しのんびりしすぎたか」

　右手にあった大樹の枝に飛び移ったとき、不意に、木々のざわめきが治まっていることに気が付いた。……なんだ？　不自然なほどに静かすぎる。

　額から滲にじみ出た汗あせを拭ぬぐい、葉が茂しげった大樹の枝々を仰ぎ見ると。

　───ヒュッ。幽かな音と共に、眉み間けんを目め掛がけて鋭えい利りな兇きよう刃じんが襲おそいかかってきた。

　仰のけ反ぞるように背後に跳とんで、一直線に降下してきた刃は渡わたり三十センチほどのナイフをかわす。器用に身を捻ひねり、大樹の根元へと着地した。

　居る。樹木の枝葉に身を潜ひそめ、こちらを狙ねらっている者が。

「さっさと出てこいよ。カクレンボは好きじゃねえんだ」

　投げかけた言葉の代わりに返ってきたのは、何か堅い物が崩くずれるような無機質な音だった。目を凝らすと、大樹の枝の上に蠢うごめく影かげを認める。

　アークはピクリと眉まゆ根ねを引き締しめ、警けい戒かいの態勢に移った。

　枝葉の間から、緩かん慢まんな動きでズルズルと這はい出し、月明かりに照らし出されたモノ。

　一見、人のようにも見えた。事実、元は人間だったのだろう。だがその面おも影かげはほとんど残されていない。全身は黒ずんだ甲こう殻かくに覆われ、背肉からは長い四本の腕うでが生えている。それぞれの腕には、鋭い鉤かぎ爪づめが凶きよう悪あくな光を放っていた。

『ジュルルゥゥゥ……コロス……アカゲ……ゼッタイ……』

　人間らしい影を僅わずかに残した頭部は、生気の抜ぬけ落ちた目でこちらを見下ろしていた。ふいと、化物の耳元にキラリと光る金属物を認める。それはピアスだった。おそらく人間だった頃ころに身に付けていた装そう飾しよく品だろう。

　化物は枝から飛び降りると、空気を裂さくようなスピードで突とつ進しんを仕し掛かけてきた。アークは即そく座ざに外がい套とうの懐ふところに手を突っ込み、澄すんだ色の液体が半分くらい残った小こ瓶びんを取り出す。

「人間の相手は専門外なんだけどな。……《点火薬フアイヤ・ドロツプ》が足りるといいが」

　歯で噛かみ合わせて迅じん速そくに瓶びんの栓せんを抜きつつ、外套の裾すそを大きく翻ひるがえした。

　化物の鋭利な鉤爪が火花を散らしながら衣服の表面を滑すべる。

「よお、大将。水浴びはお好きかい？」

　うまく攻こう撃げきを受け流したアークは、小瓶の液体を一ひと滴しずく、化物に振りかけた。化物は激しく炎えん上じようし、奇き声せいを上げて地面に転がる。

　焼けて崩れ落ちた甲殻から、若い人間の男が零こぼれ落ちた。

　灰に塗まみれてはいるが、気を失っているだけのようだった。命に別状はない。

「おう、悪いな。水じゃなくて炎ほのおの間違いだったか」

　呑のん気きに言っている暇ひまもなかった。周囲の木こ陰かげがざわめき、次々と異い形ぎようの生き物が這い出してくる。視し認にんできるだけでざっと四、五体といったところか。

「ぬお……。俺ってば甲殻類にモッテモテ？」

　冗じよう談だん混じりに軽口を叩たたいた。その矢先。

　突とつ然ぜん、森の奥で鮮せん烈れつな紫むらさき色いろの光こう輝きが瞬またたいた。

　アークは目を見張る。……あの方角、霊樹《イリューネ》が根を下ろしている場所だ。そしてあの異様な色しき彩さいを孕はらんだ光。

　間違いない、この森を支える神籬ヒモロギの身に何かが起こった。

　同じく不気味な光に気を取られている化物達へ視線を戻もどす。気持ちを落ち着けるように一つだけ深呼吸をして、背に負っていた物体に手を掛けた。

「さて……ここからがバリアントの本業だ」

　薄うすら笑う彼の全身から身が凍こおるほどの激しい殺気が放たれる。

　化物達は本能的に危機を察知し、堪たまらずに竦すくみ上がった。

　地面を抉るように強く踏ふみ込んだアークは、彼等に向かって一直線に突とつ撃げきした。
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「ほら、見ろよ。彼女が生まれ変わる瞬間だ」

　抑よく揚ようなく告げた司教は、地面に倒たおれているニキの髪かみを鷲わし掴づかみにした。意識を失いかけていたニキは無理やり顔を持ち上げられ、目を覚ました。

　眼前には最も恐れていた光景が広がる。

　霊樹《イリューネ》の樹皮は薄うすい紫色に発光し、実体がない蜃しん気き楼ろうのようにユラユラと揺らいで見えた。おそらく、彼女が外界からの侵しん略りやくに屈くつした証あかしだろう。

　わたしは一体、どうしたのだろうか？　どうしてこんなことになってしまったの？　気を失いかける前のことを必死に思い起こしてみる。……そうだ。確か、この男を止めようと、無我夢中で襲い掛かったんだった。しかし力ちから及およばず、返り討うちにあった。何度吹ふき飛ばそうと、何度貫つらぬこうと、この男は立ち上がってくる。まるで痛みを感じないみたいに。

「あ……なたは……何……？」

「ほう？　誰、ではなく、何、ときたか。中々にいい勘かんをしているよ。僕はきっと、君が理解できる領域の範はん疇ちゆう外にいる存在だろうから」

　おどけた素そ振ぶりでお辞じ儀ぎをした彼は、愛想よくニコリと笑った。

「僕の名はアビ＝トランズフェスト。見ての通り、教会に所属する司教さ。森とか、樹きとか、自然とか。そういうものが大っっっっきらいな、ごくごく普通の神父さん」

　教会の司教。つまりは教会の教えを世に広めるため活動している人物達のことを指す。

　彼等は、現在大陸で主流となっている慈悲深き女神の涙ミステイアと対立しているきらいがあった。だが、これほど大おお掛がかりなことをしてまで霊れい樹じゆに手を出してくるなんて、普ふ通つうに考えてまずあり得ない。教会は国家連合と戦争でもするつもりなの？

「あなたの……目的は……？」

「さっきから言ってるだろ。僕の目的はイリューネを乗っ取ること」

「……何な故ぜ？」

「何故？　いい質問だ。だけどね、答える前にちょっと厄やつ介かいな来客があるみたいなんだ。まずはそちらを相手してあげないとね」

　彼の不可解な言葉を理解しあぐねていた直後。

　小さく空気を切る音がして、森の奥から黒い塊かたまりが飛んできた。

　司教は瞬く間にニキの髪から手を放し、背後へと跳ぶ。

　今まで司教がたたずんでいた位置、ニキのちょうど傍かたわらに、飛んできた塊がズサリと乾いた音を立てて突つき刺さった。

　それは───みすぼらしい布一枚に巻かれた、長大な金属片。

　背後にある樹木の枝に、人ひと影かげがストッと着地した。

　風に靡なびく、深しん紅くの衣。燃えるような赤の髪かみ、赤の瞳ひとみ。

　その場に現れたアーカイルド＝テンゼンは、相変わらずの覇は気きの感じられない面おも持もちで、周囲の様子をグルリと眺ながめ回した。

「よお、ニッキー。縁えん、あったようだな？」

「……アーク……さん？」

　軽い挨あい拶さつを交わしたアークの視線は、ニキと少し離はなれた場所にたたずんでいる司教へと移される。司教は柔やわらかに微笑ほほえむと、おどけた仕草で肩かたを竦めた。

「こんばんは、バリアント。出来れば君とは顔を合わせたくなかったんだけどな。残念だよ」

「残念なのは俺も同じさ、教会。冗じよう談だん抜ぬきで霊樹に手を出すとはな」

「そう睨むなよ、恐こわいな。……注意は払っていたつもりだったんだけど。僕が用意した障害を乗のり越こえてまでここに来たのも、一族の使命───ってやつなのかな？　大陸中の人間の恨うらみを買かってまで霊樹を伐きりにくるなんて、つくづく酔すい狂きような連中だね」

「人の仕事を増やしてくれた張本人に言われたかねえな」

「ははっ。僕達は何でもするさ。たとえそれが天に唾つばする行こう為いであったとしても、我等の神の再建のためならば」

　司教は大きく跳ちよう躍やくすると、薄うす紫むらさきの毒々しい光を放っているイリューネの根に着地した。顔面からは狂きよう気きの笑みが零れる。

「この地の神は死に絶えたッ！　人間は崇すう高こうな己おのれを忘ぼう却きやくし、自然に返ることでしか生きていくことができなくなった！　だが違ちがうだろッ？　僕等はもっと気高い存在のはずだろうッ!?　他の生命を圧あつ倒とうし、蹂じゆう躙りんし、喰くらい潰つぶす！　それが本来の人間の姿のはずだ！　ならば今こ宵よい、その記き憶おくを呼び覚まそう！」

　司教の哄こう笑しようが余よ韻いんを持って一帯に木霊こだまする。その狂気的な響ひびきに怯おびえるように、霊樹《イリューネ》の全身が大きく震ふるえた。大地の根幹を支える霊樹の怯えに応じて、一帯の地面までが大きく揺ゆらぎ始める。

「さあ、今こそ眠ねむり姫ひめの目覚めの時だ！　豊ほう饒じようの司つかさ、霊樹《イリューネ》よ！　その衝しよう動どうの赴おもむくまま、思う存分に狂くるい咲ざくがいい！」

　地に伏ふせっていたニキは、ただただ言葉を失うばかりだった。

　霊樹《イリューネ》の身体が、見るに堪たえない醜みにくい変態を遂とげていく……。




『───アァァアアァァァァァアアアァァァァァァァァアアアアァッッ───[image: ]』




　大気を劈つんざく彼女の慟どう哭こくに、ニキの身の毛はよだった。

　怒いかりに打ち震える激しい情動、それでいて哀あい切せつ籠こもった嘆なげきの感情さえも感じ取れる。

　イリューネは胸を占しめる悲しみに怒り、そして泣いていた。装そう甲こう板のようだった樹皮に大きな亀き裂れつが奔はしり、そこから人間ほどの大きさの何かがズルズルと姿を覗のぞかせる。

「イリューネ……！」

　ニキが呼びかけた先に〝彼女〟は居た。

　亀裂から徐おもむろに這い出してきた、裸はだかの子供の上半身。赤子のような姿だが、その頭部には不気味な目玉の装飾が施ほどこされた仮面を付けていて、ギョロギョロと忙せわしなく動き回る。

　……これが神籬ヒモロギ？　大地の根幹を支え続けた守護神の正体だというの？

　放心している間もなく、この事態を引き起こした元げん凶きようである司教が、他の大樹の枝に飛び移る。ニキはすぐに現実へと引き戻された。

「ま、待ちなさい！」

「僕はここらへんでお暇いとまさせてもらうよ。次の仕事が控ひかえている身でね」

「次の仕事……!?　あなたはまだ何かをしようとしているのッ？」

「君には関わりのない事だよ。でも、覚えておくといい。大たい望もうを掲かかげて動く者は、常にあらゆる可能性を考こう慮りよして二重にも三重にも手を打っておくものだ。蒔まいた種は一つじゃないってことさ」

　上方から悠ゆう々ゆうと見下ろす司教は、続いてアークに視線を移す。

「さようなら、バリアント。『断たつ』ことのみを使命と課された一族の末まつ裔えいよ。今回ばかりは、いくら君と言えども止めることはできない。なんせ相手は霊樹だからね」

「はッ。止めてやるさ。テメェら教会のくだらねえ計画なんざ」

「教会───か。まあ君の目にはそう映るかな。せいぜい頑がん張ばるといいよ」

　司教は柔らかく微笑むと、夜よ闇やみの奥へと姿を消してしまった。

　同時に、完全な変容を遂げたイリューネが禍まが々まがしい咆ほう哮こうを上げる。

　アークは枝の上から飛び降り、ニキが倒れている場所まで歩み寄った。地面に刺ささっていた商売道具を抜き取り、荒あれ狂うイリューネを静かに見み据すえる。

「ア、アークさん……イリューネが……」

「分かってる。アレはあいつの本来の姿じゃねえ。何かに寄生されて、異常を起こしてやがる。あのクソ神父もさっさと逃にげやがったし……俺達でどうにかするしかないな」

「どうにかするって───ダメッ！」

　思い出したように、ニキの瞳に恐きよう怖ふが宿った。

「イリューネを殺すなんてダメです！　そんなの、そんなことしたら！」

「言ったろ。アレはこの地を衰すい退たいさせる元凶。まだ目覚めたばかりで活動も鈍にぶいようだが、見てみろ。既すでに周囲の樹木が枯かれ始めている」

　アークの言葉通り、イリューネが暴走を始めたのを皮切りに、目につく限りの樹木達が水気を失い、枯こ渇かつし始めていた。樹木だけではない。地に咲く草花も、今立っている地面も。カラカラに枯れ、萎しおれ、生気を失っている。

「胸むな糞くそ悪わるい話だが、異変に気付くのが遅おそすぎたんだ。何年にもわたって身体からだを蝕むしばまれ続けたイリューネは完全に壊こわれた。今は生存本能の赴くまま、周囲から無限に養分を吸い上げるただの化物に成り下がっている」

「でも！　でもでもでも！」

　霊樹を守りたいという想いと、それ以上にこの大地を守らなければならないという想い。その狭はざ間まで揺れ動く情動。耐たえきれなくなって、ニキは両手に顔を埋うめた。

「わた……しは……やっぱり……できない……！　イリューネを殺すなんて！」

　上ずった涙なみだ声ごえで訴うつたえる───が。

　弱音を吐はくことさえ、今の逼ひつ迫ぱくした状じよう況きようは許してくれなかった。

　ドシャリと。水気を孕んだような生々しい何かが、乾かわいた地面へと落下する。

　思わず鼻を覆おおいたくなるような腐ふ臭しゆうが嗅きゆう覚かくを抉えぐった。仰あおぎ見ると、霊樹の幹の中心に奔った亀裂が、完全な空くう洞どうと化していた。ぽっかりと空いた黒い穴からはヒュウヒュウと風鳴りが聞こえ、まるで生き物の口であるかのように、一定間かん隔かくに湿しめった呼吸をしている。

　その真下。抜ぬけ殻がらとなった霊樹の根元に、蠢うごめく物体が一つ。

　ニキの腰こし元もとにさえ届くか届かないかくらいの低い身み丈たけ、目玉が埋め込まれた不気味な仮面を被かぶった生き物が、糸で吊つられるかのように上半身を擡もたげ、細い四し肢しをくねらせていた。

　肉付きの悪い十指がかすれた音を立てて土を引ひっ掻かく。ぬらりとした動きでこちらに這はい寄よってくるその様子は、人間と言うよりも大だい蛇じやのソレに近い。

　ニキは恐怖で脚あしが震えて立つことさえままならなかった。まるで視線が釘くぎで固定されてしまったかのように、その物体から目が離せない。

　外界へ這いずり出てきた神籬ヒモロギは、吐き気けを催もよおすような腐臭を撒き散ちらしながら、ニキの真正面へと辿たどり着いた。下半身は覚おぼ束つかず、上半身を仰のけ反ぞらせる形で、仮面の目玉が一いつ斉せいに見据えてくる。みちみちと首の肉を軋きしませ、真横に捻ひねってみせた。

『───コロスノ？』

　絶句。ニキの背筋に耐えがたい悪寒と戦せん慄りつが走り、皮ひ膚ふは粟あわ立だった。

　単なる恐怖とは違う。ただひたすらに───気持ちが悪い。擦こすっても擦っても、決して消せないような嫌けん悪お。見つめ合う瞳から、ニキの心の奥底へとズブズブしみ込んでくる。

「い、いや……！」

　咄とつ嗟さに飛び出る拒きよ絶ぜつの言葉。尻しりをずって後退するニキを、神籬ヒモロギは何の感かん慨がいも表さずに見つめ続けていた。何かが……何かが心なかに入って来る───！

　───コロスノ？

　……愛していたのに。

　───コロスノ？

　……ずっと愛していたのに。信じていたのに。

　───コロスノ？

　……どうして貴方あなた達は奪うばうのだろう。

　───コロスノ？

　それならば───わたしは───。

「いや……いやあああああああああああああああああああああああああ!!」




「───おい。いい加減に目を覚ませよ」




　耳に届く、男の静かな叱しつ咤た。

　次の瞬しゆん間かん、絶ぜつ叫きようしていたニキは、体が後ろに引かれるのを感じた。両りよう肩かたに温かな手が据すえられ、誰だれかが優やさしく抱だきとめてくれる。

「しっかりしろ、ニッキー」

「……ア、アーク……さん？」

　目め尻じりに涙なみだを滲にじませ、呼吸を荒あらくするニキ。

　それを見下ろすように、アークの紅あかにくすんだ赤せつ褐かつ色しよくの双そう眸ぼうが、煌こう々こうとほのめいていた。

「わたし……わたしは……」

「落ちつけ。まずは呼吸をしろ」

　言われるがままに、ニキは深呼吸をする。

　肺に新しん鮮せんな空気が取り込まれると、乱れていた心が少し鎮しずまった。

　改めて視線を上げると、地面に伏せるような体勢でこちらを向いている、異い形ぎようの者の姿を見る。ニキの心はまた不安定に揺れかけたが、首を振ふって、正気を保つよう努めた。

　───霊樹《イリューネ》の神籬ヒモロギ。

〝彼女〟は仮面に埋め込まれた瞳ひとみをギョロつかせ、今度はアークを食い入るように射抜いていた。しかし、彼は若じやつ干かん白けたような面持ちで肩を竦すくめるだけだ。

「無む駄だだ。お前じゃ俺の心には潜もぐり込めねえよ。元々、霊こ樹い師つみたいな鋭えい敏びんな感性も、誰かに同情してやれるような甘っちょろい精神も。持ち合わせてないからな」

　……心に潜り込む。

　アークのその一言を聞いて、ニキは自分が神籬ヒモロギと精神的に同調していたのだと気付かされた。《対話》に近い状態にあったと言った方が正しいかもしれない。どこまでが現実で、どこまでが〝彼女〟の魅みせた幻げん覚かくだったのか。それすらも判然としないけれど。

　ただ、ハッキリと垣かい間ま見てしまったことがある。

〝彼女〟の中に渦うず巻まく感情。恋れん慕ぼ、悲ひ愴そう、そして───憎ぞう悪お。

　ニキの心にまで浸しん透とうし、全すべてが理解できてしまった。〝彼女〟が完全に狂っていて、もう修復不可能なところまで歪ゆがんでしまっているという事実も。

「アークさん……。神籬ヒモロギが……イリューネが……泣いていました」

「……ああ」

「暗い場所で。たった独り。誰からも助けてもらえず、ずっとずっと苦しんで」

「……ああ」

　ニキが途と切ぎれ途切れにそう言うのに、アークは淡たん々たんと相あい槌づちを打った。

「……もう……助けてあげられないんですか？　〝彼女〟を殺すしか、本当に手段はないんでしょうか？　そんなの……そんなのって……」

「───殺さねえよ」

　ふいと、ニキの言葉を遮さえぎるように、アークが告げた。

　反射的に振り返ったニキを、驚おどろくほど真しん剣けんな彼の眼差しが迎むかえ入れる。

　危機的状況に瀕ひんしようとも、常に飄ひよう々ひようとした態度を崩くずさなかった彼が、初めて見せる真顔。その有う無むを言わせぬ気き迫はくに、ニキは目を丸くした。

「……そう。殺したりなんかしねえさ」

　独りごちて告げた刹せつ那な、アークは背に負われていた布の結び目を解き、錆さび付ついた長剣ブロードソードの刃やいばを露あらわにさせた。

　柄つかを握にぎり込み、鮮あざやかな手て捌さばきで振り回して、対たい峙じする神籬ヒモロギへと構える。

「だから迷うなよ、ニッキー。俺も、お前も。イリューネを救いたいがために。そのために、ここへ来たんだろ？」

『───アアアアア───アアアアアアアアッ!!』

　直後、怒ど声せいに似た、悲鳴。

〝彼女〟の背肉を破って、薄うす紫むらさきに仄ほのめく蟲むしの翅はねのような物が伸のびた。

　体液で湿った翅は、高速ではためいて水気を払はらう。そして上空へと飛び立った。

　ほぼ同時に、〝彼女〟の背面に据えられた霊樹からだが大きな軋みを上げる。

　樹皮に幾いく重えもの亀裂が走り、その隙すき間まから細かな物体が勢いよく這い出してきた。

　周囲の大樹の枝葉から差し込む月光を浴びて青白く煌きらめくソレは、ニキたちを見下ろす形で滞たい空くうする〝彼女〟を追うように、一斉に飛ひ翔しようする。

「む、蟲……!?」

　ニキの呻うめきに応じるように、数百にも及およぶ蟲の成虫が〝彼女〟の周りを飛び交う。その光景は思わず魅み入いられてしまうほど神秘的でもあり、身み震ぶるいするほど不気味でもあった。

　おそらくは、霊樹が孕はらんでいた無む尽じん蔵ぞうの養分を吸い上げて、育ったものだろう。

　一帯の大地を枯渇させてまで得た生命力───その塊かたまりとも言える化物が、ニキ達を目め掛がけて降り注ぐように襲おそいかかる。

　アークは即そく座ざにニキの体を抱かかえ上げた。驚いて目を丸くする彼女に構わず、そのまま後方へ跳とぶ。標的を失った蟲は地面へと直ちよく撃げきし、青い火花を散らして爆散した。

　地面へぶつかる前に方向転てん換かんした一団が、ニキを抱えるアークへ追いすがる。

「ブンブンと……やかましいハエ共だな」

　アークはニキを地面へ下ろすと、振り向きざまに得物を構えた。

　流れるように宙を走る剣けん閃せん。

　打ち払われ、炸さく裂れつした蟲の死し骸がいが火雨のように注ぐ。

　しかし如何いかんせん数が多い。さらに倍以上の数の虫が肉にく迫はくしてきた。

「ったく。次から次へと───」

「───っ!?　アークさん、後ろ！」

　ニキの警告が飛ぶや否いなや、背後に薄紫の光が伸びた。

『アアア───イアアアア───コロスノ、イヤアアアアアアアアア[image: ]』

　嘆なげくように叫さけんだ神籬ヒモロギが、突とつ如じよとして上空から襲いかかってくる。

「チッ……！」

　幼子の形をした〝彼女〟の両りよう腕うでが、愕がく然ぜんとしてへたり込んでいるニキへと振るわれる。

　素す早ばやく反応を示すアークは、剣の刀身をニキと神籬ヒモロギの間に割り込ませた。

　鋭するどい音がして、神籬ヒモロギからの一いち撃げきを剣が弾はじく。

　同時に、前方から迫せまる大量の蟲がアークの胴どう体たいを直撃した。纏まとっていた外がい套とうを易やす々やすと突つき抜け、肉を食い破る。アークの表情が僅わずかに歪んだ。

「ぐッ」

「ア、アークさんっ！」

　穿うがたれた傷口から血ち飛沫しぶきが飛んだ。

　それでもアークは怯ひるむ様子を見せず、赤褐色の双眸で神籬ヒモロギを睨にらみ据える。

「……そろそろオネンネの時間だよ。聞き分けのない子は叱しかられるぜ？」

『イヤァ……イヤアアアアアアッ!!』

　恐きよう怖ふに叫び、後退する神籬ヒモロギ。

〝彼女〟を護るように蟲がアークの行く手を阻はばむが、彼は鮮やかな剣けん捌さばきでそれらをいなし、肉迫する。

　……互たがいのどちらかが生き残るために、展開される壮そう絶ぜつな殺し合い。

　もう止めに入る余地なんてなかった。

　この大地を存続させるため。イリューネはここで殺さなければならない。そうでなければ、自分たちが〝彼女〟に殺されることになる。

　ニキはグッと歯を食いしばり、胸の前で拳こぶしを握りしめた。

　そんなの……はじめから分かっていたんだ。分かっていたけど、心が納なつ得とくできない。そんな現実を受け入れるしかできない自分の無力が許せない。

　だけど───。




『───殺さねえよ』




　彼が敢かん然ぜんと言ってのけたその一言。

　根こん拠きよはない。けど、そう言われた瞬間、俄にわかに安心できたような気がした。

　わたしは……今この状じよう況きようで、霊わ樹た師しが〝彼女〟にしてあげられることは、なんだろうか。〝彼女〟の心を垣間見たからこそ、やらねばならないことがあるはずだ。

　ニキはゆっくりと立ち上がる。

　心の中でいつまでもくぐもっていた迷いは晴れ、決意は固まった。

　今はただ、たった一つの〝彼女〟にしてあげられることを───！

「……さあお眠りなさいヤウ・カウマス」







　誰も私を見ちゃいないスキフ・ラ・マウ・ノウン

　寝つきのバツセル・悪い子豚はロ・ミルフエム・叩かれるレ・ロツテン

　さあお眠りなさいヤウ・カウマス

　陽が沈むワズイ・頃にはフアツセ・独りぼっちウルルム

　さあお眠りなさいヤウ・カウマス

　頭の悪い子鴉はケルヴ・ラ・キヤレル・巣を忘れたロ・ミルザヴイ・レ・ヘス




　独特の音調を持って、歌い上げる言こと霊だま。

　どこか間が抜ぬけていて、突とつ拍ぴよう子しもなく明るく、とても陽気な詩うただった。

　森が災害などに見み舞まわれた際に、犠ぎ牲せいとなった木々を悼いたむため、霊樹師達の間に伝わる追つい悼とうの詩である。別名、森の子こ守もり唄うたとも。

　実際にニキが歌ったのはこれが初めての経験だった。だが、なんだろう？　今まではずっと、これのどこが追悼の意を込めた詩なのだろうかと疑問に思っていた。

　───今は涙が止まらない。

　ニキ＝ミスクライラは、静かに涙を流しながら、ひたすらに歌い続けた。

　瞬間、神籬ヒモロギの動きがその場に縫ぬい付けられたみたいにして、固まる。

　先ほどまでの暴走が嘘うそのように戦せん闘とう態勢を解き、沈ちん黙もくした。

　まるで……子守唄に耳を傾かたむける赤子のように。

　神籬ヒモロギと同じようにニキの歌を耳にしていたアークが、不意に口元を綻ほころばせた。

「《断ち切る者バリアント》の血において誓ちかう───」

　彼の口から紡つむがれる不可思議な文言。

　錆び付いて黒ずんでいた長剣ブロードソードの刀身が、鮮せん烈れつな緋ひ色いろを帯び始めた。

「全ての生命に折り合いを───滅ほろびから新たなる誕生への循じゆん環かんを───！」

　詠えい唱しように合わせて、彼を中心に熱を帯びた風が吹ふき荒あれる。

　溢あふれる光は刀身に集まるように凝ぎよう固こし───大樹にも及ぶ長大な剣の様相を形作った。

「ニッキー！　伏ふせてろっ!!」

　アークの一いつ喝かつが、詩を紡ぐことに没ぼつ頭とうしていたニキを現実へと引き戻もどした。ニキは彼の警告に引かれるようにして、反射的に地面へと伏せる。

「───断つべき命の終わりフエリング!!」

　直後───振り抜かれた横一いつ閃せん。

　剣けん先さきから迸ほとばしった赤の衝しよう撃げきが拡散し、蹲うずくまるニキの頭上を通過する。

　眩まばゆい閃せん光こうが景色を埋うめ尽つくし……音が消えた。

　静せい寂じやく。

　森は冷たい静けさに包み込まれた。

『ア───ウ───』

　ふいに、宙に停てい滞たいしていた〝彼女〟が幽かすかな声を漏もらす。

　被かぶった仮面の目玉が、ゆっくりと下方へ向けられた。

　本来はそこにあるべきはずの身体からだが……真っ二つに裂さけている。

　周囲に飛び交っていた蟲は一いつ匹ぴき残らず破は砕さいされ、煙けむりを噴ふき上げながら塵ちりへと還かえっていた。

『ア───アア…………』

　風鳴りにも及ばない弱々しい断だん末まつ魔まが悲しげに響ひびく。

　途と端たん、両断された〝彼女〟の身体がバラバラと砕くだけた。それと連動するように、背後に据すえられた霊れい樹じゆの全身がゆっくりと横へ傾き始める。

　ドシン。大きな地じ響ひびきが大地を揺ゆさぶった。

〝彼女〟の身体は完全に空気中へと霧む散さんし、後に残ったのはただ黙だまって横たわる霊樹の残ざん骸がいのみ。

　大陸に七本しかないといわれる霊樹の一つ《イリューネ》は今───静かな眠りに就ついた。
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「おやすみ……イリューネ」

　ニキはゆっくりと身を起こしながら、伐きり倒たおされた霊樹に改めて別れを告げた。

　あれほど守りたいと願った〝彼女〟を、わたしは殺した。殺してしまった。いくら立派な大義名分を掲かかげようと、その事実に変わりはない。残ざん酷こくな現実を改めて実感して、また涙なみだが零こぼれ出そうになる。悲しみのあまり目を伏せた。

　……しかし。

　閉じられたニキの瞼まぶたに、ほんのりと映り込むものあった。

「───これは……光？」

　急いで目を開けると、一帯の大地を包み込むように、淡あわい黄緑色の光が溢れ返っていた。

　一いつ瞬しゆん、悲しみを忘れてしまいそうになるほどに、美しくて不思議な情景。

　光の発生源は……大地から切断され眠る、霊樹の残骸であった。

　霊樹の全身から放たれた黄緑色の光こう輝きは、上空で拡散するように弾はじけ、大地一帯に粉雪の如ごとくフワフワと降り注いでいる。光の雪が落ちた場所からは、瞬またたく間に新緑の芽が萌もえ出て、新たな生命として息い吹ぶく。

　一度は枯かれ果てたはずの大地が、みるみるうちに修復されていく。

「イリューネ……あなたなの？」

　問とい掛かけても、横たわる大樹は応こたえてはくれなかった。

　それでも、ニキは確信する。イリューネは死んだのではない。断たれた生命は新たなる誕生の礎いしずえ。イリューネの命はこの大地に還かん元げんされ、これからも生き続けていくんだ。

　そんな感かん慨がいに耽ふけっていると、イリューネの根元の方から、長剣ブロードソードを背に担かついだアークがゆっくりと近付いてきた。

　彼が持つ長剣ブロードソードの刀身は緋色。光の残ざん滓しを僅かに残し、思わず目を奪うばわれてしまうほどに美しい輝かがやきを放っている。最初に目にしたときの鈍なまくらとはまるで別物であった。

　ニキは素す早ばやく彼に視線を投げかける。

「アークさん。これは……あなたが？」

「さあな。俺はただ、自分の仕事をしただけだ」

　曖あい昧まいな返事しかしてくれなかったが、今のニキには充じゆう分ぶんだった。

　イリューネは死んでいない。その事実を知れただけで、心が救われた気がする。

　……と、そのとき。

　樹皮の割れ目から、ひときわ大きな黄緑色の光球が浮うきだした。

　他の光とは違ちがい、それは大地に根付くこともなく、フラフラと森の奥へ漂ただよっていってしまう。そしてニキの視界から消えた。

「あれは───？」

　ニキが目を細めて、推おし測はかるように凝ぎよう視ししていた矢先。

　突とつ然ぜん、隣となりに立っていたアークがパタリと倒れた。

「……アークさん？　ちょっとアークさん！」

　振ふり返ったニキは、すぐに事の重大性に気付かされる。

　アークは小さな子供みたいにその場で蹲って全身を震ふるわせていた。額には紫むらさきに淀よどんだ血管が浮かび上がり、呼吸が荒あらい。一目見ただけでも異常な状態にあると分かった。

「アークさんッ!!」

「───大だい丈じよう夫ぶ───だ。───ちょっと───悪い蟲に噛かまれた───だけ───大したことじゃ───ねえから───」

　血色の悪い顔をもたげ、彼はニンマリと引きつった笑えみを浮かべる。

「大したことじゃないって……嘘言わないで！」

　みるみるうちに皮ひ膚ふが毒々しい紫色に彩いろどられていく彼の様子に、ニキは驚おどろきを隠かくすことができなかった。

「これは……まさか……!?」

　急いで傷口を確認してみる。……やっぱりだ。自分を庇かばおうとする際に、向かってくる蟲むしから受けた傷。その表面は不気味に波打ち、異様な状態にあった。

　アークの表面上に現れた変化から推察するに、あの蟲が傷口から彼の肉体に潜もぐり込んでしまったのだろう。その常じよう軌きを逸いつした生命力に、戦せん慄りつさえ覚える。

「すぐに手当てを……ああ、でもどうすれば……」

　と、ニキは不意にあることを思い出した。

　今日の昼間の出来事だ。ちょっと前に起こったことなので記き憶おくに新しく、同時にとても衝撃的だったからよく覚えている。

「……寄生型の植物や虫を取り除く薬。そう《点火薬フアイヤ・ドロツプ》！」

　ニキはすぐさまアークの外がい套とうの懐ふところを漁あさった。かなり奥の方まで手を突つっ込こみ、ようやく透とう明めいの液体が入った小こ瓶びんを取り出すことに成功する。

「もう底の方に一、二滴てきしか残ってない……。すごく貴重なものらしいけど、勝手に使ってごめんなさい！」

　自分でもかなり無意味な謝罪だと分かっていたが、一応は謝っておく。

　瓶へい口こうを塞ふさぐ栓せんを抜き、アークの表皮に一ひと滴しずく、ポトリと垂らした。

　しかし、何も変わらない。

　未いまだに顔色は悪く、呼吸も非常に弱い。

「寄生した物が内部に留とどまった状態じゃダメだっていうのッ？　体内に直接取り入れなきゃいけないのかしら……」

　本来なら傷口に直接塗ぬり込むのがよいのだろう。だが、アークの傷口は既すでに硬こう化かしていた。傷口だけじゃない、体の筋肉や線維までもが石のように固まりつつある。これもあの得体の知れない蟲の影えい響きようだと言うのか。

　残された《点火薬フアイヤ・ドロツプ》は残り一滴だ。たった一滴を確実に、彼の体内に取り込ませなければならない。瞳ひとみから落とすのはダメだ。もう硬化しきっていて、開くことさえままならない。だとしたら口？　辛かろうじて開くことは出来るけど、喉のどの筋肉も弱っていて、確実に呑のみ込ませることは難しい。瓶ごと手を突っ込んで、喉の奥に落とすという手も考えられるが、そこまで大きく彼の口が開いてくれない。

　もう手て遅おくれなのだろうか……？

　絶望に打ちひしがれそうになったそのとき。ニキは、自分でも何な故ぜそんな恐おそろしいことを考え付いたのだろうと疑問に思ってしまうような、一つの案を閃ひらめいた。

　とても口に出しては言えないようなこと。

　深く考えただけでもわたしはきっと羞しゆう恥ちで死ねると思う。

「……何を悩なやんでいるの。今はそれしかないのよ。無心、無心になるの、わたし」

　全すべての雑念を振り払はらい、ニキは意を決した。

《点火薬フアイヤ・ドロツプ》の小瓶を、自分の口元へと傾ける。一滴の液体が垂れ、苦い味がした。飲み込んでしまわないよう細心の注意を払いながら、アークの口元へ顔を近付けて……。

　己おのれのうちで暴れ回る気き恥はずかしさと、彼を助けなければと焦あせる心。その二つの間で葛かつ藤とうしながら、ニキはアークと呼吸が交わるくらいまで顔を近付けた。

　わたしに足りないのはいつだって思い切りだ。誰だれかに背中を押してもらわないと動けない臆おく病びよう者もの。幼い頃ころからその悪い癖くせは変わらない。

　だから───ニキは決死の覚かく悟ごで目を瞑つぶり。

　……お互たがいの唇くちびるを強く重ねた。
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　石造りの建物の屋上から、一羽の鳩はとが勢いよく飛び立った。

　霊樹《イリューネ》に隣りん接せつしていた村の集落から、一里ほど離はなれた平原。

　そこにたたずむ古めかしい宿屋で、ニキ＝ミスクライラはたった今、物事の顛てん末まつを簡単に書き記した伝書を飛ばしたところであった。送り先は、自分が所属している機関、国家連合の本部。届くまでにはまだしばらく時間がかかることだろう。

　気前よく部屋を貸してくれた此こ処この宿主は、まだ昨晩の事件を耳にしていないようである。不幸中の幸いか。あまり喜べたことではないが。

　……あの後、霊樹が倒れた地響きで何事かと目を覚ました村人達が、総出でニキ達の元へ駆かけつけた。彼等の眼前に広がっていたのは、伐り倒された霊樹の光景。それだけを見て、彼等がどのような反応を示したのかは想像に難かたくないと思う。

　ニキは昨晩のうちに追い出される形で、村を離れざるを得なくなった。

　ああするしかなかったとは言え、霊樹を倒したのは事実。村人達が怒いかり狂くるう気持ちも分からなくはない。自分が逆の立場だったらやはりそうしていただろうから。

　お礼を言って宿屋を後にすると、建物に付属している廏うまやに停車させてある馬車の近くで、一人の青年を発見した。腕うでを組んで晴天を仰あおいでいた彼は、こちらの存在に気付いたらしく、片眉まゆを吊つり上げて反応を示す。

　ニキは赤面して彼から目を逸そらした。思い出したくない記憶があったのだ。

「よう。気分はどうだ？」








[image: ]








「お、おかげさまで。あなたは？」

「ん。おかげさまでな」

　変に意識して目すら合わせられないニキとは対照的に、アークの反応は淡たん白ぱくで素そっ気けないものだった。彼は倒たおれてからの昨晩の記憶をほとんど覚えていないらしい。体内の蟲を駆く除じよした後も、しばらくは気を失ったままだった。村を追い出されるとき、彼もついでに自分の馬車に乗せて連れてきたのである。目を覚ましたのもついさっきだ。

「それで。国家連合には知らせたのか？」

　話題を逸らしてくれたので、なんとかおかしな空気になることだけは避さけられた。

「は、はいっ。届くまでには少しかかると思いますが……一応」

　教会の司教が霊れい樹じゆに手を出した。たったそれだけの事実だが、貴重な霊樹の一本が大陸から失われてしまった。世界のバランスを揺ゆるがす大変な事態である。

　あくまでもあの司教、アビ＝トランズフェストと名乗った男の独断なのかもしれない。しかし、この事実が知れれば、教会と国家連合の対立は避けられないだろう。その判断は、ひとまず国家連合の上層部に委ゆだねられているが……。

　なんにせよ、霊樹師としてあの司教は追わなければなるまい。

「アークさんは、彼について何か知っていることはないのですか？」

「知っていたら、霊樹を蝕むしばむ前にとっくに止めてるよ。俺は単にお前と同じで、国家連合から依い頼らいを受けてあの村に赴おもむいただけだ。謎なぞの衰すい退たい現象を起こす霊樹の調査・処理を、霊樹師とは別の視点から独自に行ってくれってな」

「国家連合からですか？」

　ニキは首を捻ひねる。

　樹木を伐きり倒すのが仕事という《バリアント》。自分が所属する機関、国家連合は、彼の存在を秘ひ密みつ裏りながらに認めているという。

　一応、先ほどの伝書にはその旨むねを訊たずねるような質問を記しておいた。明確な返事が得られるかは分からないが、やはりこのまま有う耶や無む耶やにするわけにはいかないだろう。アークの行動の全てを、まだ完全に認められたわけではないのだから。

「ああ、それとな。イリューネのところへ向かうついでに、国家連合のお偉えらいさんの一人から頼たのまれたことがあったんだよ」

「……は？　頼まれたこと？」

「おうよ。『メルアリス＝フルブリース』。国家連合では、特級霊樹師マスターフルブリースとか呼ばれてたっけか？　お前もよく知ってるだろ？」

　さりげなく言われたその名を聞いて、ニキは体に緊きん張ちようが走るのが分かった。

　フルブリース。知らないわけがない。

　国家連合から最上級の能力を持つ人材と認められ、大陸にも片手で数えるほどしか存在しない特級霊樹師マスターの座に若くして就任した人物。

　それ以外にも、ニキには彼女に対して特別な思い入れがあった。




　───先生。




「マ……マスター・フルブリースがあなたにどんな頼み事を？」

「ん。それがさ。初めはイマイチ要領を得ない話だった。『あなたが赴いた地に滞たい在ざいする霊樹師の面めん倒どうを見てあげて』だと。国家から認められる霊樹師の面倒なんざ見る必要があるのかと思っていたが───」

　頬ほおを赤く染めるニキに視線を配りながら、アークは底意地の悪い笑いを浮うかべた。

「まあ。今はその謎が全部解けたわけだから、スッキリしたさ」

　黙だまりこんでしまったニキをヘラヘラと一いち瞥べつしたアークは、身を翻ひるがえして馬車の荷台に乗り込んだ。もちろん、ニキの馬車である。

「……って、ちょっと。なにどさくさに紛まぎれて人の馬車に乗り込んでるんですか」

　すかさず言げん及きゆうするニキに、彼は首を傾かしげて、さも不思議で堪たまらないという表情を作る。

「今回の依頼の報ほう酬しゆう。これから国家連合の本部にまで受け取りにいかなきゃならんからな。お前、これから本部に戻もどるんだろ？　そのついでに乗せて行ってくれよ」

「はぁッ？　イ、イヤですよ！　足がないなら歩いてください！」

「つれないこと言うなよ。旅は道連れ、世は情け。俺とお前の仲だろニッキー？」

　こちらの意見に耳も貸さず荷台へ腰こし掛かけたアークは、懐から空になった小瓶を取り出し、ニキに見えるよう軽く口づけてみせた。ニキの表情は凍こおりつく。

「あ、あああああの夜のことは……おおおお覚えていないって……」

「はて。全く覚えてねーな。誰かさんが人の貴重な薬を、とんでもない使い方しやがったことなんて。霊樹師って奴やつ等らは意外と大だい胆たんなんだな～」

　ニキの顔色は一気に蒼そう白はくになった。

「だ、騙だましたなぁ!?」




　───とある村に隣接する森の中に。

　嘗かつては《イリューネ》と呼こ称しようされた大樹の残ざん骸がいがある。

　芸術とも言える綺き麗れいな切り口をした巨きよ大だいな切り株の中心からは今。

　淡あわく優しい木こ漏もれ日びを受け、生き生きと輝かがやく小さな小さな芽が一つ。

　どこか嬉うれしそうに萌もえ出ていた。

〝彼女〟は今も、森と共に生きている。












　第二章　悲ひ愴そうの花は狂い咲ざいて
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　緑あふれる丘きゆう陵りよう地ちを一台の馬車が行く。

　石いし畳だたみさえ敷しかれていない剥むき出しの悪路を車輪が踏ふむ度たびに、馬車の車体は不安定に揺れた。揺れの衝しよう撃げきに耐たえきれなくなったのか、荷台に積んであった荷物がグラリと傾かたむく。

　その下で仰あお向むけに昼ひる寝ねをしていた青年の顔面に、勢いよくなだれ込んだ。

「ふごおおおっ！」

　意識を半分まどろませていたアーカイルド＝テンゼンは、踏み潰つぶされたヒキガエルのような呻うめきを上げる。彼の悲鳴を耳にするのはこれで何度目になるだろうか。御ぎよ者しや台だいで手た綱づなを握にぎっていたニキは、思わず深い溜ため息いきを漏もらした。

「生きてますか、アークさん？」

　こちらが訊ねるまでもなく、アークは荷物の山からズボッと顔を突つき出した。

「あ、あぶねぇ……。もう少しで天に召めされるところだったぜ。せっかく、ニッキーが巨きよ乳にゆうになった淫いん夢むを見ていた最中だったのに……」

「そのまま天に召されてしまえばよかったのにっ！」

　怒いかり余って手綱を強く振ふるい過ぎたため、馬車を引く二頭の馬が「ふひひん」と情けない声を上げた。ニキはハッと我に返って彼等に謝る。馬はチラリと振り返って「頼みますぜ？」みたいな顔をした。あくまでそう感じただけだけど。

　草原には柔やわらかな春風が吹ふき抜ぬけ、所々で顔を出しているスズネソウがリンリンと澄すんだ音色を奏かなでていた。霊樹《イリューネ》が根を張っていた土地に比べると、森林や山がさほど見られなくなり、草原や丘おかなどが多くなっている。

「……それにしてもひでえ悪路だな。馬車道のくせにロクに舗ほ装そうもされてないのかよ？」

「ここら近辺の交通路は利用者も少ないですからね。無む暗やみな草木の伐ばつ採さいは大陸法で禁じられています。加えて、《慈悲深き女神の涙ミステイア》の信しん仰こうも色いろ濃こいですし。平地になっているだけマシと思ってください」

「いやいや。平地じゃない馬車道なんてあり得ねえから。そりゃあ無意味に自然を伐採する必要はないだろうが、最低限の石畳くらいは敷いてもバチは当たらんと思うよ？　そんなんだから、いつまで経たっても田舎いなかは田舎。貧びん乏ぼう臭くさくて栄えねえんだよ」

　アークの言及に、前を向いたままのニキは密ひそかに渋しぶい顔をした。

　各国の首脳が同意の上で───すなわち国家連合の総意で、定めた今の大陸法。

　大自然を守るため、国々が協力して資源消費を規制することは、ニキも素す晴ばらしい考えだとは思っている。しかしその実、規制の大部分を負わされているのは、大陸末まつ端たんに住まう地方の人々なのだ。都市の人口密度、大陸を支える主要な役割としては、ある程度の格差も仕方がないことなのかもしれない。だが、大陸法を取り決めたのは国家であり、それに同意を示したのは栄えた都市部に住まう人々である。地方の村々は勝手に決められた法によって縛しばられ、質素な暮らしを強要されている形にあった。

　今でこそ《慈悲深き女神の涙ミステイア》の信仰が大陸中に浸しん透とうし、誰だれもが自然の恩おん恵けいに感謝することに何の疑問も持たないから良いものの……《教会》などを筆頭に、その不満は徐じよ々じよに膨ふくれ上がりつつあるのが現状だ。

　結局、人は多くの資源を食いつぶし、何かを犠ぎ牲せいにしなければ、満足のいく営みを形成できないのか。そう思うと、なんだかやるせない気持ちになってくる。

「……我が慢まんしてください。そろそろ霊樹《イリューネ》が根を下ろしていた国『ルディオ』を抜け、隣りん国ごくの『デディウン』に到とう達たつします。そうすればこの悪路も少しは改善されますから。それにあと半日も馬を走らせれば、デディウンの最さい南なん端たんに位置する貿易都市《レインガーデン》にも着くでしょうし」

　気休めに告げると、荷台のアークが身を乗り出してきた。

「おい、ちょっと待て。これから国家連合の本部に行くんじゃなかったのか？　レインガーデンって何ど処こだよ」

「ですから、デディウンの貿易都市の一つです。あの街には霊樹の一つ、《シュレイド》が根を下ろしているんですよ」

「いやそんなことを聞きたいんじゃなくてだな。国家連合の本部！　俺の報酬はッ？」

「本部に戻るついでに、近きん隣りんにある霊樹の様子も見ておきたいんです。ですから、一度レインガーデンに立ち寄ります。イヤなら今すぐにこの馬車を降りてください」

　強い口調で言ってやると、アークは全身から脱だつ力りよくするようにフニャリとうなだれた。どうやら彼は報酬のことしか頭になかったらしい。

「あーあー……。せっかく仕事を完かん遂すいさせたのに、しばらくはその見返りもお預けってか。ニッキーの鬼き畜ちくぅ」

「き、鬼畜とは何ですか！　仕方がないでしょ、あの司教───アビ＝トランズフェストの言ってたことがどうしても気になるんですから！」

　蒔まいた種は一つではない。イリューネを蝕んだ元げん凶きようである男はそう断言してみせた。もしまだ何かあるのだとすれば……絶対に止めなければならない。

　ニキの切せつ迫ぱくした心情もどこ吹く風か。アークはだらしなく寝ねっ転ころがり「ふーん」と心ここに非あらずな返事をしてみせた。

　……分からない人だ、とニキはつくづく思う。

　先日に起こった霊樹《イリューネ》の一件。あの時の功労者は間ま違ちがいなく彼、アーカイルド＝テンゼンであると断言できた。彼が暴走したイリューネを伐きり倒たおさなければ、あの大地一帯は今いま頃ごろカラカラに枯かれ果て、滅ほろびの道を辿たどっていたことだろう。

　しかし、普ふ段だんの彼はその勇姿など微み塵じんも感じさせなかった。常に金欠に喘あえいでいて、生活態度もだらしなく、セクハラ発言も日常茶さ飯はん事じだし。……本当にあの時の彼と同一人物なのかと疑ってしまう。

「ところでよ。ここら辺って草原とか丘ばっかりじゃん？　本当に霊樹なんて生えてんのか？」

　アークの質問に、ニキはピクリと反応を示して思考の世界から戻ってくる。

　彼を振り返ると、肯こう定ていの意を込めてコックリと頷うなずき。

「は、はい。霊樹《シュレイド》は丘陵地に出来た湖の中心に浮かぶ、特とく殊しゆな生態を持った水すい漂ひよう木ぼくですから」
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　なだらかなすり鉢ばち状に中央が陥かん没ぼつした丘きゆう陵りよう。

　その中心に霊れい樹じゆ《シュレイド》が根を下ろす街、レインガーデンがある。

　元は、丘陵の底に雨水が溜たまり、大きな湖が形成されただけの場所であった。そこへ風で飛ばされてきた植物の種が落ち、いつしか独自の進化を遂とげて大樹へと育った。それが水漂木、霊樹《シュレイド》。

　霊樹が腰こしを据すえるようになってから、その恵めぐみを授さずかろうと周囲に人々が居住するようになったのが、この街の始まりである。今では国内で一、二を争う巨大貿易都市にまで発展し、人口総数は三十万にも上ると言われている。中央の湖に座す巨大な大樹を、円を描えがくように取り囲んだ市街地。さらにその周囲には商業街が存在し、朝から晩まで大変な賑にぎわいを見せていた。

　今、丘陵の上にたたずんで街と大樹を一望する司教が一人。

「───次の標的はアレかい？」

　水上に浮かぶ大樹は圧あつ倒とう的てきな体たい躯くと、それに見合うだけの存在感を有している。霊樹《イリューネ》を一回りも二回りも凌しのぐ巨大さである。

「いやぁ、凄すごい迫はく力りよくだ。まあ、霊樹《イリューネ》は最近霊樹に認にん定ていされたばかりの、謂いわば赤あかん坊ぼうのようなものだったからね。それだけに狙ねらいやすいと思ったんだけど……やっぱり最初からこちらを狙っておいた方が良かったかな？」

　風に飛ばされないよう丸まる帽ぼう子しを押さえながら、カレは自分の腰辺りを目視した。

「君もそう思わないかい？」

　語りかけた先。そこには、年ねん齢れい十歳ほどの幼い少女がいた。鮮あざやかな深緑色の髪かみに、袖そでのないゆったりとした白のワンピースのみを着用している。同じく深い緑を湛たたえた双そう眸ぼうは常に眠ねむたげに半開きで、どこか感情の起き伏ふくに乏とぼしい。

　……さらに彼女の耳元からは、小さな植物の葉のようなものがちょこんと覗のぞいていた。

　彼女は司教の法衣の裾すそを軽く握るだけで、黙もく然ぜんと口を噤つぐんだままだ。

「やれやれ。まだ言葉を発することもままならないかい。生まれてからそれほどの時間も経過していないから、仕方ないことではあるけどね」

　腰を屈かがめ、彼女の頭を優しく撫なでつける。

「安心しなさい。デディウンには僕等の仲間も多い。様々な思想を持った人種が集まる、開かれた土地だからね。それは霊樹が根を下ろす街でも例外じゃない」

　カレは腰を上げて、彼女の手を引いた。

　彼女に抵てい抗こうする素そ振ぶりは一いつ切さいない。

　この子は無む垢くなお人形だ。一つの感情さえ描かれていない、白紙状態の人間。

　だからこそ、いくらでも塗ぬりつぶしようがある。

「レインガーデンにある教会の施し設せつに行けば、君の自我を芽生えさせる方法なんていくらでもあるだろうさ。……だから行こう、イリューネ」

　不気味な響ひびきを持って告げられる男の声。

　吹き抜けた不ふ穏おんな風が、丘陵に咲く草花をザワザワと揺ゆらめかせた。




　　　　３




　ニキは規則正しい手た綱づな捌さばきで馬をさらに半日ほど走らせた。

　目的地であるレインガーデンが見えてきたのは、すっかり日も暮れ、夜よ闇やみが辺り一帯に立ち込め始めた頃ころ。

　もう陽ひが落ちたというのに、街明かりが星のように瞬またたいていて、逆に眩まぶしいくらいに輝かがやいていた。煌こう々こうと灯ともる街灯に、巨きよ大だいな霊樹《シュレイド》の全体像が闇の中にぽっかりと照らし出されており、とても幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　後ろの荷台からひょっこりと顔を覗かせたアークが、大おお袈げ裟さに口笛を吹き鳴ならして感かん嘆たんの声を上げた。
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「まるで夢みたいな光景だな。こんな場所が大陸に存在するなんて思いもしなかったぜ」

　スピードを出しすぎないよう馬の歩調を制していたニキは、子供みたいに興奮する彼を冷めた目つきで一いち瞥べつした。

「むしろ、大陸全土の比率で言えば野山ばかりの所の方が少ないですよ。デディウンは面積だけで言うと大陸最大を誇ほこりますし」

「うっせ。どうせ俺は田舎もんだよ」

「いじけないでくださいよ……。そもそも、あなたは今まで何処で暮らしていたんです？」

「ふふん。俺は流離さすらい人びとだ。一所に留とどまるような野や暮ぼな真ま似ねはしねえ」

「……つまり浮ふ浪ろう者しやだったんですね」

「おいコラ。浮浪者とは失礼なたとえだな。いや、住む家はなかったけれど」

　それを浮浪者と言うのではないだろうか。分からない、この人は本当に。

「……アークさん。あなたはどうして───樹きを伐る仕事なんかを。そんなことを生なり業わいとしているのですか？」

　他意はない。ただ純じゆん粋すいに疑問に思って、質問が口を突ついて出た。

　……樹を伐ることが仕事という《バリアント》。

　一応、木製の建造物や家財道具を作る際に、材料となる木材を調達するための仕事というのものがあるにはある。しかし、それらは通常、罪を犯おかした罪人などが科される労ろう役えきだ。《バリアント》とは、それらとはまた別物のようであった。

　彼の場合は、誰かからの依い頼らいを受け、その指令に準じて動いているみたいに思える。先日はその依頼者が国家連合だと言っていたが───疑問は深まるばかりである。

　いい加減にハッキリさせておきたかった。彼の正体、《バリアント》なるものが如い何かなる意義を持っているのかを。

「───あー……。そうさなぁ」

　数秒の間を置いた後、アークが腑ふ抜ぬけた声を上げる。

「誰もやりたがらないだろ？　樹を伐る仕事なんて」

　ニキは頷いた。当たり前だ。だからこそ、材料調達の役割は罪人の労役に当てられる。大陸が霊樹を中ちゆう枢すうとして機能し、自然保護が謳うたわれる今のご時世で、自ら進んで樹を伐りたいと言う者がいるはずもない。

　アークは手を鳴らして「それだ」と相あい槌づちを打った。

「仕事の依頼が入ること自体少ないが、その分、依頼が入った時にはガッポリとせしめられるわけだ。なんせ、誰もやりたがらないことだからな。まさに一いつ攫かく千せん金きん───」

　アークが言い切る前に。

　御ぎよ者しや台だいから振ふり返ったニキが、彼の胸むな倉ぐらを掴つかみ取った。

　自制心が利きかずに、突とつ発ぱつ的に手が出ていた。アークの紅あかの瞳ひとみをジッと睨にらみつける。

「ふざけないで……ッ！」

　アークは驚おどろくでも怯おびえるでもなく、冷めた視線でニキを見返している。

　ボリボリと頭を掻かいた彼は、徐おもむろに右手を上げると───。

「手た綱づな」

「……へ？」

「馬の手綱。しっかり握にぎってろよ。このまま馬が方向性を見失って、あえなく馬車が横転……なんて事態は避さけたいだろ？　俺もお前も」

「は……ふわあっ!?」

　慌あわてて前に向き直ったニキは、足元に置かれた手綱に飛び付いて握り直した。

「は、早く言ってくださいよっ！」

「おいおい。自分から目を放しておいてよく言うぜ」

　ゴロンと寝っ転がった彼は、そのまま瞼まぶたを伏ふせて眠るように黙だまり込んでしまった。

　ニキは話を戻もどすタイミングを完全に失った。まあその頃には熱した頭も段々と冷えてきて、怒ど声せいを上げる気にもなれなかったけれど。

　都市を取り囲む城じよう壁へきが近くに見えてきたのを確認しながら、浅い溜ため息いきを吐つく。

　……彼、アーカイルド＝テンゼンは霊樹《イリューネ》の暴走を止めた、謂わば自分の恩人である。彼の行動原理に共感できなくとも、否定する権利は自分にないはずだ。身勝手な怒いかりを露あらわにしてしまったと、少し反省する。

　でも、妙みようにギクシャクとしてしまった空気は今いま更さら修復もできず。

　苦い思いを引きずりながら、二人が乗った馬車はデディウンの貿易都市、《レインガーデン》の入口へと辿り着ついた。
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　城門はこの時間帯でも開け放たれていて、出入りする馬車や人も見受けられた。

　ニキは手綱を操って、人々の流れへと混ざった。

　城門付近にはやけに愛想のよい衛兵が身元確認を行っていた。御者台のニキが無言で馬車を移動させると、彼は目を丸くして感嘆の喘ぎを上げた。

「これはこれは。国家連合の霊樹師さま。ようこそ、レインガーデンへ。しばらくお待ちください。只ただ今いま、迎むかえの者を呼んで参ります」

　ニキの首から下がった装身具。国家連合の紋もん章しようを模かたどるそれは、身につけているだけで人々の畏い敬けいの念を喚かん起きさせた。

「いいえ。ご厚こう意いは嬉うれしいのですが、そちらに余計なお手を煩わずらわせるわけにはまいりません。どうかお気になさらず」

「では、せめて宿の手配だけでも。街の中央にある霊れい樹じゆ《シュレイド》とセイム湖を一望できる、うってつけの部屋がございます」

「はぁ……。分かりました。そのくらいならば、お言葉に甘えさせてもらって」

「かしこまりました」

　衛兵は門の奥へと引っ込むと、なにやら他の者に言い付けてから、こちらへ戻ってくる。

「宿は街の中央付近にございます。名はセブレム。この街で最も大きな宿屋ですから、すぐにお分かりになると思いますよ。既すでに話は回してありますので、そのまま真まっ直すぐに大通りをお進みくださいませ」

「ありがとうございます。お仕事、頑がん張ばってくださいね」

「勿もつ体たいないお言葉です。……そうそう。既に御ご存ぞん知じかもしれませんが。同じ宿屋にもうお一人、別の霊樹師さまがお泊とまりになられていますよ」

「もう一人？　霊樹師が？　……そうですか。わざわざどうも」

「いえいえ。何かお困りのことがありましたら、いつでも街の役人にお申しつけください。出来る限りの力ちから添ぞえはさせていただきます」

　衛兵は最後にもう一度、石いし畳だたみに頭をぶつけそうなほどに深々とお辞じ儀ぎをした。

　ニキは手綱を振って、城門の奥へと馬車を進ませる。馬車は城門を潜くぐり抜ぬけ、人で溢あふれ返っている大通りを進んだ。

　荷台から向けられるアークの胡う散さん臭くさそうな視線が、地味に気になる……。

「な、なんですか？」

「……お前って意外に強したたかなんだな。ちゃっかり宿まで確保してるし」

　強か？　そこまでだろうか？

「別にそれほどでもないと思いますけど」

　首を傾かしげて返事をすると、アークは呆あきれ顔がおでやれやれと息を吐く。

「ニッキー。お前、立派な国家霊樹師だよ。神経が麻ま痺ひしてるって意味では」

　皮肉っぽい物言いに、ニキはむっと顔をしかめた。

　国家霊樹師は人々に畏敬の念を寄せられることが多い。霊樹が根付き、そのおかげで栄えている街ならば尚なお更さらだろう。彼の言う通り、自分の神経が多少麻痺してしまっている部分もあるのかもしれない。

　でも……彼に言われるのだけは、なんだか癪しやくだった。

「……それよりも、アークさん。あなたは泊まる場所をもう決めてあるんですか？」

「あ───ああンッ？　なんだその質問はッ？　一いつ緒しよに泊めてくれるんじゃないのか？」

　驚きよう愕がくの面おも持もちで身を乗り出すアークに、ニキはふんと鼻を鳴らしてみせる。ちょっとだけいい気味だと思った。

「寝ね言ごとは寝ている時に言ってください。冗じよう談だんじゃないです。なんでわたしがそこまで面めん倒どうを見てあげなきゃいけないんですか」

「お前がここまで俺を連れて来たんだろうが。本当は国家連合の本部に行きたかったのに」

「あなたが勝手に馬車に乗り込んだんでしょ。自じ業ごう自じ得とくです」

「俺とお前の仲じゃ───」

「それ以上言ったら絶対殴なぐりますから！」

　ニキは顔に熱を上らせて拳こぶしを固めた。いつかの恥はずかしい記き憶おくを思い出しそうになる。ケラケラとからかうように笑うアークを見て、また一本取られてしまったと落ち込んだ。

「やっぱ面おも白しろいよ、お前は」

「……嫌いや味みにしか聞こえないですよ」

　アークは「そうか？」と素すっ頓とん狂きような声を上げて肩かたを竦すくめた。本当に悪意のなさそうなその表情が、またなんとも憎にくたらしくて……。

　そんなこんなをしているうちに、街の中央に位置するセイム湖とやらが見えてきた。湖の周囲には民家が密集し、商店が立ち並ぶ外周の街並みとは正反対の静けさを見せていた。

　湖の水面には、火の燈ともった蝋ろう燭そくが立てられた浮うき草くさが無数に漂ただよっており、水面下に沈しずんだ霊樹《シュレイド》の根をほんのりと映し出していた。

「……なんだあの異常な数の蝋燭？　誰だれが立てたんだ？」

「この街に住む慈悲深き女神の涙ミステイアの信しん仰こう者しや達が、毎日夜になると浮き草に乗せて流すらしいですよ。なんでも、ああすることによって神籬ヒモロギが表に姿を見せてくれると信じられているとか何とか」

「うへぇ。何かしらの思想に浸つかった奴やつの頭の中ってのは、どうも俺には理解できないね」

　石畳で舗ほ装そうされた湖の縁ふちを回っていると、右手に大きな建物が見えてきた。木き彫ぼりの看板には、城門の衛兵が教えてくれた宿屋の名がハッキリと刻まれていた。あそこで間ま違ちがいはないだろう。

　宿の脇わきに馬車をつけたニキは、荷台に積まれた自分の荷物を担かついで宿屋の入口へと向かった。アークもひょこひょことした足取りで彼女の後を追う。

「こんなに大きな樹木を看板に使用してる。それどころか建物全体が木造だわ。いくら大陸法の許容範はん囲い内だからって、どれだけの樹々を犠ぎ牲せいにしてるのかしら。信じられない」

「お前はどんだけ樹木ラヴだよ。商売が盛んな街ならこのくらいフツーだろ」

「……なんでついてくるんですか」

「いや。なんとなく」

　扉とびらを押し開けると、取り付けられた呼よび鈴りんがカランコロンと音を立てた。

　カウンターの奥から丸々と太った恰かつ幅ぷくのいい男がすぐさま現れる。どうやら彼がこの宿屋の店主らしい。

「国家連合の霊樹師さまでいらっしゃいますね？　連れん絡らくは受けております」

「はい。お世話になります」

　頭を下げるニキを笑え顔がおで迎むかえ入れた店主は、続いて隣となりで棒立ちしているアークを見た。

　彼が奇き抜ばつな出いで立ちをしていたからなのか、店主の表情が少しだけ険しくなる。

「えーと。そちらのお連れさまは？」

「恋こい人びとだ。相部屋で頼たのむ。ベッドはできるだけ頑がん丈じようなやつな───ぐはっ!?」

　親指を立てていい顔をするアークの腹に、ニキはすかさず肘ひじ鉄てつを叩たたきこんだ。アークは床ゆかに崩くずれ落ちて身み悶もだえる。

「全くの無関係です。無視してください」

「て、てめ……。いくらなんでも暴力はないんじゃないの？」

　ふん、と鼻を鳴らしたニキはそっぽを向いた。

　一緒に泊めてあげるだけの金銭的余よ裕ゆうはある。だけど、先日のキスの件もあってか、どうも素す直なおに厚意をかけてあげる気にはなれなかった。

　……違ちがう。きっとそうじゃない。

　彼に対して抱いだくこの気持ち。確かに色々とどうしようもない人だけど、彼はわたしの恩人で、決心のできないわたしの代わりに大地を守ってくれた人物のはずだ。

　そのはずなのに……わたしは……。

　床からのっそりと身を起こしたアークは、意い気き消しよう沈ちんして黙り込んでしまったニキを赤の瞳で見み据すえていた。

「ニッキー。お前さ───」

　アークが何かを言いかけたそのとき。

「───あーはっはぁ！　ようやく来ましたわね、ニキ＝ミスクライラ！　随ずい分ぶんとノロマな到とう着ちやくじゃありませんことッ？」

　品性の欠片かけらもない高笑いが、宿屋の二階にあるロフトから轟とどろいた。

　店主を含ふくめた三人は、一いつ斉せいに視線を声がした方向へと向ける。

　すると、ロフトの縁で腕うでを組み、仁に王おう立だちしている少女の姿を発見した。

　年ねん齢れいはニキより上で、アークよりは少し幼いかと思われる。水色の巻き毛と、少しキツめの容姿。白のブラウスと、短めのプリーツスカートといった出で立ちで、高飛車なお嬢じようさまのような雰ふん囲い気きを漂わせていた。首筋には、ニキが下げているものと同様の国家連合の紋章が模られた装身具がかけられている。

　少女の姿を見た瞬しゆん間かん、ニキは胡う散さん臭くさそうに目を半開きにした。

「ティディ……。他に泊まっている霊樹師ってあなたのことだったの」

　白けた返答に、巻き毛の少女───ティディは、生意気そうな笑えみを湛たたえる。

「驚おどろいたかしら？　驚きましたわよね？　ってか、驚きなさい。このわたくしが、アンタのためにわざわざこんな場所まで足を運んでやったんですから」

「とにかく降りてきなよ。そんな所に立ってると危ないよ。二つの意味で」

「二つの意味？」

　訝いぶかる彼女に、ニキは人差し指で何かを示してみせた。

　それは、カウンターに身を乗り出し、ティディのスカート下を覗のぞき見ようとしているアークだった。行動のいちいちがどうしようもなさすぎて、ニキは怒おこる気にもなれない。
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　ティディはすぐに赤面して、スカートの裾すそを押さえた。

「な、な、何ですのアンタは!?」

「え？　俺はこいつの恋人───」

「だからヘンな誤解を招くような説明はやめてくださいッ！」

　再度、強きよう烈れつな肘鉄を打ち込む。アークは身を乗り出していたカウンターから転げ落ち、宿屋の店主の足元にドテーンと転がった。店主は「あわわ」とか言って困っている。

　ニキは鼻から短く嘆たん息そくすると、ロフトの上のティディに向き直った。

「そんなことより、ティディ。どうしてあなたまでこんな所に居るの？」

「あらら、気になります？　気になりますわよね？　ってか、気になるって言いなさい」

「はい、気になります。どうぞ教えてください」

「ふふん。よろしい」

　ティディは満足そうに満面の笑みを浮かべると、「とうっ」とロフトから飛び降りてカウンターの上に着地した。その拍ひよう子しに彼女のスカートがフワリとめくれ上がる。

　───淡あわいピンク。

　地面に伏ふせた状態のアークが不敵にほくそ笑んだのが、ニキにもなんとなく分かった。また殴ってやろうかと思ったが、宿屋の店主も同じような表情をしていることに気付く。

　彼等はお互たがいに顔を見合わせ、しばらく見つめ合った。そして、無言の握あく手しゆが交わされる。今ここに、新たな友情が芽生えた。……男って最低な生き物だと、ニキがはじめて実感した瞬間だった。

　そんな裏のドラマなど知る由よしもなく、ティディは続いてカウンターからも飛び降りて、ニキと相対した。彼女の方が年齢は上だが、並んでみると身長は少し低い。

「教えてあげますわ、ニキ＝ミスクライラ。わたくしはねぇ、特級霊樹師マスターフルブリースの命めいを受け、アンタを手伝いに来ましたの」

「マスター……フルブリースの？」

　またもや飛び出したその名前に、ニキは目を丸くする。

「マスターがあなたをレインガーデンに送ったの？　どうして？」

「細かい事情なんてわたくしが知るはずないでしょ。マスターも、ドンくさいアンタ一人だと心配になったんじゃなくて？　それで、優ゆう秀しゆうな人材であるわたくしが派は遣けんされた」

　ティディは悪戯いたずらっぽく笑って。

「アンタ、ルディオではとんだ大失態をやらかしたそうじゃない。国家連合は今、各地から殺さつ到とうする苦情の対応でてんてこ舞まいですわよ？　なにせ、大陸に七本しかない霊れい樹じゆの一本がなくなってしまったのだから。まあ、でも安心なさいな。このわたくしが居る限り、二度とそんな困った事態には陥おちいらせませんわっ」

　胸を叩いて宣言するティディの顔は自信に満ち溢れていた。

　その傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度とは対照的に、ニキの表情は暗い。急に目を伏せて「うん……」と曖あい昧まいな返事をする。そのしおらしい様子に、ティディは首を捻ひねった。

「ちょっと。どうしましたの？　随分と元気がないじゃない」

「……長旅で疲つかれちゃって。ゴメン、もう休ませてもらうね」

「あ、待ちなさい！」

　彼女の呼び止めもまともに耳に入ってこず、ニキはフラフラと二階へ続く階段を上がった。宿屋の店主は「まだお部屋の鍵かぎを渡わたしていませんよ！」と叫さけんで、慌あわてて後を追う。

　結局、顔見知りでもなんでもない二人が、その場に残される形となった。
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「あの子……なにかありましたの？」

　少女の言葉を受け、隣のアークは肩を竦めてみせた。

「さあな。それより、お前は何者だ？」

　少女は片方の眉まゆを吊つり上げ、怪け訝げんそうに腕を組む。結構な美少女だが、仕草の一つ一つに可愛かわいげが微み塵じんも感じられない。

「人にものを訊たずねる時はまず自分から名乗るのが礼れい儀ぎじゃなくて？　アンタは何者？　どうしてあの子と一いつ緒しよに居たのかしら？」

「言い方がいちいち鼻につく女だな。分かったよ、名乗ればいいんだろ。俺はアーカイルド＝テンゼン。バリアントだ」

「ハリーアント？　なんですのそれ。あの子の補ほ佐さ役かなにか？」

「違う。ハリーアントじゃなくてバリアント。……ん？　前にもこんなやり取りなかったか？　まあいいや。とにかく、お分かりですか？」

「ダメですわね。そんなもの全くこれっぽっちも耳にしたことはありませんわ。ど庶民の細かい身分なんて教育されていませんし、どーでもいいことですしね。どうせ、あの子に金で雇やとわれでもしたんでしょ。卑いやしい顔つきしてますものね」

「大きなお世話だ。ほれ、次はお前が名乗る番だぞ」

「わたくし？　わたくしはティディ＝アグカルト。国家連合に所属する第二級霊樹師ですわ」

　第二級霊樹師。第一級に次ぐ、位の高い霊樹師のことだ。

　第一級霊樹師ほどの能力はないにしろ、人々から重宝されている存在と聞く。アークにとっては、霊樹師の階級などさほど興味のない話であったが。

「つまり、あいつの───ニキの部下みたいなものか？」

「ふざけたこと言ってるとブン殴なぐりますわよ、このど庶民。確かに今は二級ですけど、すぐに一級に上がってみせますわ。と言うか、もう上がったようなもの。ただ認にん定ていが下りていないだけで。このわたくしがニキ＝ミスクライラ如ごときに後おくれを取るわけありませんわ～」

　いや、既すでに後れを取ってるから二級なんじゃないのか？

　内心では言げん及きゆうしてやりたかったが、どうせ面めん倒どうくさいことにしかならなさそうなので、アークはグッと堪こらえておいた。

「わたくしの家はデディウンの創始者である者の血を受け継ついでいますのよ。ど庶民とは比べものにならないくらい由ゆい緒しよある血統なのですわ。わたくしの名前だって、お父さまがデディウンに因ちなんでつけてくれましたの。つまり───」

「ああ、もういい。お前のことはよーく分かった」

　放っておけば延々と喋しやべり続けそうなティディの話を、アークは無理に遮さえぎってやめさせた。

「そう。わたくしがどれほど高貴な人間か分かったのならそれでいいですわ。ところでど庶民。アンタ、ニキ＝ミスクライラとどういう関係でして？」

「さっき自分で『金で雇われた云うん々ぬん』と言って勝手に納なつ得とくしてたじゃねえか」

「そういうことを訊きいてるんじゃありませんわよ。一緒に居たってことは、それなりの事情があるのでしょ？　なんと言うか……その……」

　ティディは急に怖おじ気けづいたみたいに言い淀よどむ。

　彼女が何を言いたいのか全く見当もつかず、アークは首を傾かしげた。

「ああもう！　鈍にぶい奴やつですわね！」

　顔を真っ赤にしたティディは、アークの胸むな倉ぐらを掴つかんで自分の方へと引き寄せた。

「あの子が男と一緒にいるなんて、そりゃあもう天地がひっくり返るほどにあり得ないことですのよ!?　学院じゃどんなに男に言い寄られたって完全にスルーの、超ちようニブチンで有名だったんですから！　アンタはどんな手を使ってあの子に取り入ったんですのッ？」

「は？　別にどんな手も使ってねえよ。今だって薄はく情じようにも裏切られたし」

「……裏切られた？　どうして？」

「見れば分かるだろ。ここまで一緒に行動を共にしてきた仲だってのに、街に着いた瞬間、知らん顔でポイッだ。そういうわけで、もういいか？」

　アークは襟えり元もとを掴んでいる彼女の手を外しながら溜ため息いきを吐ついた。

「なに？　まさか、捨てられましたの？」

「ほっとけ。俺は今から寝ね床どこを探しに行く」

　ティディは腕を組み、なにやら考え込んでいるようだった。そのうち何かを閃ひらめいたみたいにパンッと柏かしわ手でを打つと、宿屋を去ろうとしていたアークの首根っこを掴む。

「ぐえ。なにしやがんだ」

「お待ちなさいな。わたくし、ちょーっといいこと考え付いちゃいましたわ♪」

　弾はずむような語ご尾びに、不ふ吉きつな予兆を覚えた。アークは固い動きで振ふり返る。

　するとそこには、如い何かにも高飛車な彼女らしい、意地の悪い笑みが待ちうけていた。

「ねえ。今度はわたくしに雇われてみませんこと？」
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　倒たおれ込むようにして、ニキは部屋のベッドに正面から寝ね転ころんだ。

　自分以外には誰だれもいない部屋は静せい寂じやくに包まれている。側面に取り付けられている大きな窓からは、霊樹《シュレイド》の様子がよく見えた。湖の水面に浮うかべられた無数の蝋ろう燭そくの灯ひを見ていると、なんだかとても虚むなしい気持ちになってくる。

　あの蝋燭は、この街で霊樹を崇あがめている人々の数をそのまま表していた。

　それと同じだけの価値ある命を。霊樹《イリューネ》を……わたしは見殺しにしてしまった。

　分かっている。イリューネの命は決して潰ついえたわけではない。大地に還かん元げんされ、新たな誕生と共に芽め吹ぶいたのを、この目で確かめたのだから。

　……それでも。

　あの時の〝彼女〟の慟どう哭こくが、垣かい間ま見みてしまった嘆なげきが。どうしても頭から離はなれてくれない。瞳ひとみを閉じれば、何い時つだって悪夢のように再生される。

　ニキはむくりと身を起こし、ベッドの脇わきに無造作に置いてある自分の手荷物を漁あさった。その中から、一つの写真立てを取り出す。

　写真に映っている白銀の髪かみ色の女性をジッと見つめた。

「先生……。わたしは本当にこのまま霊樹師を続けることが赦ゆるされるのでしょうか……？」

　今度、失敗したらどうしよう？　もしまた霊樹が狙ねらわれたとして、救えなかった時はどうなるんだろう？　あの蝋燭の灯が、わたしを責め立てるのだろうか……。

　メソメソと考えても立ち直れるわけじゃないのは分かっている。彼にだって迷めい惑わくをかけてしまった。一人でいじけて、悩なやんで、拗すねて。辛つらく当たってしまった。

「アークさんだって……本当は辛かったはずだよね？　それをわたしは……」

　彼の相変わらずの軽い態度、飄ひよう々ひようとした物言いに、つい苛いら立だちを覚えて。

　謝らなきゃいけない。そう思った。彼が居なければ、きっと自分は霊樹《イリューネ》を止めることもできず、彼女を散々に苦しめた挙句に、大地丸々一つを滅ほろぼしていたと思うから。あの司教の思おも惑わく通りに。

　ニキはプルプルと首を振って涙なみだを払はらうと、写真立てを荷物の中に戻もどした。

　おそらく、まだ下の階でどこに泊とまろうかと悩んでいるであろう彼を、迎むかえに行こうと決意する。ついでにお礼を言おう。あの時、言いそびれてしまったお礼を。

　腰こしを上げた。すぐに扉とびらの方へ向かおうとしたのだが……その前に。

『あぁ、そこぉ。そこをもっと強くぅ。そう、イイ……凄すごくイイ……』

　壁かべ一枚を隔へだてて、女の甘い声が隣となりの部屋から響ひびいてきた。

　ニキは思わず前のめりにずっこけそうになる。

『あん……いやん、そこはダメぇ……く、くすぐったいですわよぉ……』

　この声は、学友のティディ＝アグカルトのものだ。間ま違ちがいない。

　他人の事に首を突っ込む気は全くなかったが、途と切ぎれなく聞こえてくる彼女の喘あえぎ声がどうも無視しにくかった。ニキはそろそろと壁に耳をつける。別に悪いことをしているわけじゃないのに、胸の中で罪悪感がひしめくのは何な故ぜだろう……。

『んっ。はっ……はっ……。イっ、イイですわぁ……見かけによらず、中々使えますわね。アンタ、アーカイルドとかおっしゃいましたっけ？』

　その瞬しゆん間かん、ニキの顔から沸ふつ騰とうしたヤカンのように白い湯気が噴ふき出た。

　心当たりのある名を、頭の中で反はん芻すうさせる。隣の部屋でティディと何か不健全な行こう為いを働いているのは、そのあーかいるどさん。

　つまり……アーカイルド＝テンゼン。
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「なにやってんですかあッ!!」

　気付いた時には、既に隣の部屋の扉を勢いよく蹴け破やぶっていた。

　隣の部屋の造りは、自分が借りた部屋とほぼ同じだった。南側壁面の霊れい樹じゆ《シュレイド》が見み渡わたせる大窓、衣装棚だなに化け粧しよう台、そして左中央にあるベッド。

　思った通り、彼等はそこに居た。繰くり広げられる光景は、予想とちょっと違ちがったけど。

「な、なにやってんですか？」

　今度は落ちついた口ぶりで訊いてみる。

　ベッドの上には上じよう半はん身しん裸はだかのティディがうつ伏ぶせて寝転んでいた。そしてその脇に赤髪の男、アーカイルド＝テンゼンの姿が。彼は親指を突き立ててティディの剥むき出しになった背中をグイグイと押していた。

「おお、ニッキー。何か用か？」

「何か用か？　じゃないです！　こんな所で何をしているのかと訊いているんですよ！」

「何って。指圧マッサージをさせられてマス」

　ニキの目は点になった。思考がうまく働かない。何なに故ゆえに、どうして。アークがティディの部屋で、彼女にマッサージをしなければならないのか。

　そのとき、うつ伏せていたティディがベッドから身を起こした。予あらかじめ脇に用意してあったタオルでニキよりも断然に豊かな胸元を隠かくし、艶つやっぽい笑えみを浮かべる。

「あら、ニキ＝ミスクライラ。そんなに慌あわててどうなさったのか・し・ら？」

「ど、どうもこうもないよ！　なんであなたがこの人にマッサージなんてしてもらっているのッ？」

「え、なに。もしかして羨うらやましいんですの？　なら、アンタも頼たのめばいいじゃな～い。金さえ払えばこの男、なんでもしてくれますわよ～」

　ニキは目にも止まらぬ速さで、グリンとアークに首を向けた。

　その気き迫はくにアークは思わず身を竦すくませ、首をブルブルと横に振る。

「いやいやッ。別になんでもやるわけじゃあないぞ？　ただこの女が、マッサージさえすれば同じ部屋に泊めてくれるって言ったからであってな」

「……それで。言われるがままにホイホイと従ったと？」

「生きるためには手段を選ばない。コレ貧びん乏ぼう人にんの極ごく意いな」

「結局なんでもやるんじゃないですか！」

　ニキは腹の底で煮にえ滾たぎる怒いかりに肩かたを震ふるわせた。せっかく悪いと思っていたところなのに。謝ろうと思っていたところなのに。

「ハリーアントって便利ですのね～。こんな便利な召めし使つかいを捨てちゃうなんて勿もつ体たいないですわ～。ってなわけで、アンタのお下がりはわたくしが買い取りましたわ」

　ティディはアークの頭を掴むと、タオル一枚の自分の胸に押し付けた。アークは今にも昇しよう天てんしてしまいそうな穏おだやかな表情になる。そのだらしない彼の反応が、ニキの怒りにさらなる拍はく車しやをかけた。

「そ、その人は召使いなんかじゃないの！　それにハリーアントでもない！　バリアントよ！　いや、わたしも一度は間違えたけど……。アークさんもなに言われるがままにマッサージなんてしてデレデレしてんですかッ！」

　ニキはアークの右みぎ脚あしを掴んで力ちから一いつ杯ぱいに引っ張った。

「だからそのバリアントってのが召使いみたいなもんなんでしょッ？　ちょっと、引っ張らないでいただけますッ？　こいつはわたくしが買ったんですから」

　ティディも負けじと引っ張り返す。

　両側から強い力で伸のばされるアークは堪たまらずに悲鳴を上げた。

「いでッ、いででででででででで！　ちょ、ちょっと待て、お前等ぁ!!」

　二人の少女の手を振りほどき、逃にげるようにして離れた。

「ったく……霊樹師ってのはどいつもこいつもこんなに攻こう撃げき的なのか？」

　獣けものみたいに唸うなりながら睨にらみ合う少女達を、アークは恐きよう怖ふを通り越こして感心した面おも持もちで眺ながめていた。もっとも、ニキの怒りはアーク自身にも向いているものであったが。

「この際、寝ねることができるなら冷たい地べたでもなんでもよくなってきたぞ……。なんだか知らんが、お前等の争いに巻き込まれるよりはマシだしな」

「ア、アークさん!?　ま、待ってください！」

「じゃあな」

　アークはニキの話に聞く耳持たず、軽く手を振って部屋から出て行った。

　騒さわがしかった部屋が一気に静かになった。ティディは苛いら々いらと舌打ちしながら、衣装棚のハンガーにかけてあった上着を纏まとう。

「あーあー。せっかく便利な玩具おもちやを手に入れたと思いましたのに」

　嫌いや味みなセリフに腹が立って、ニキは彼女を睨みつけた。

「……なんですの？　何か言いたいことでもありまして？」

　ニキは黙だまり込む。言い返せない。ティディの言うとおりだ。冷たく当たって、勝手に投げ出しておいた挙句、彼が誰かの世話になることさえ許してあげられないなんて。自分で言うのもなんだが、何様なんだろう？

　自分自身がイヤになった。誰かを、何かを、一いつ生しよう懸けん命めいに救いたくて。霊樹師になったはずなのに。わたしは自分の我わが儘ままで周囲を傷付けてばかりだ。

「なによ、ニキ＝ミスクライラッ！　なんだか知らないけど馬ば鹿かみたいに落ち込んじゃって！　悔くやしかったら何か言い返してみなさい！　このわたくしより優ゆう秀しゆうなくせに！　それでも第一級霊樹師ですの!?」

　ティディの挑ちよう発はつも、まともに耳に入ってこなかった。

　踵きびすを返したニキは、泣きそうな顔をしているのを誰にも覚さとらせまいと、俯うつむき加減にティディの部屋を後にした。
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　───翌日の早朝。

　アーカイルド＝テンゼンが目覚めたのは、陽ひも当たらない冷たい路地裏のゴミ捨て場であった。

　臭においさえ我が慢まんすれば街中で野宿を行うのにこれほど適した場所はない。役人に見付かって、追い出される心配がないからだ。

　アークはゴミの山から這はい出して大きく伸びをした。服についた臭いを嗅かぎつつ、表通りへと出る。

　陽はまだ低く、空気も冷たい。

　……ふと、昨日の彼女のことを思い出した。

　流石さすがに精神の限界と言ったところだろうか？　無理もない。国家連合に所属する霊樹師で、自然や木々を愛して已やまない少女が、霊樹の伐きり倒たおされる場面を目もく撃げきしてしまったのだ。相当にくるものがあるだろう。

「……それがフツーの反応だよ、ニッキー。それでいいんだ」

　と、独り感傷に浸ひたっていたアークは、気を取り直すように首の骨をコキコキと鳴らす。

「まっ、俺が考えるだけ余計なお世話か」

　言いながら、通りを黙もく々もくと進んだ。

　大通りに出ると、左手の遥はるか向こうに霊樹《シュレイド》を見ることが出来た。口元に手を当て、その場で立ち止まって考える。

　今でこそこの街は平和な営みを見せているが、ニキの言うように、いつあの司教の魔まの手が及およんでも不思議じゃない状じよう況きようだ。イリューネの件があった後なので、霊樹師達が警護や調査のために現地へ赴おもむくのは分かっている。

「ったく……。誰だれから依い頼らいされたわけでもなし、本当は考える義理も、働く義務も、ないはずなんだけどな。これも職業病の一種ってやつかね」

　まあ、せっかく立ち寄ったのだ。特にすることもないので、調べてみるのも一興だろう。

　アークは今一度、遠方に見える霊樹《シュレイド》を正面から仰あおいだ。霊樹のことは霊樹師に任せればいい。なら俺がするべきことは……。

「敵情視察でもしておきますか。ここには教会の施し設せつもあったしな」

　ひとまずレインガーデンにある教会の聖堂に赴いてみることにした。あの司教、アビ＝トランズフェストのことも色々と聞けるかもしれない。

　通りかかった通行人に道を聞いてみると───その商人らしき恰かつ好こうをした男は、こちらが発する臭いで非常にイヤそうな顔をしていたが───聖堂はこの大通りから西に進んだ場所、市街地の一角に建てられていると分かった。

　商人風の男に礼を述べ、アークは緩ゆるい歩調で街の西側へと足を運んだ。
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「───いつまでも拗すねてんじゃありませんわ。さっさと出てきなさいな」

　陽もすっかり高くなり、街の大通りが人々でにぎわい始めた頃ころ。

　ついに痺しびれを切らしたティディが、部屋の扉とびらを外側からノックしてきた。彼女なりに昨晩のことを反省しているのか、いつもより口調に棘とげがなかった。

　ベッドの上で蹲うずくまっていたニキは、被かぶった毛布からのそのそと顔を覗のぞかせる。とっくに目は覚めていたのだが、中々ベッドから起き上がる決心がつかなかった。

　尚なおもノックの音が続いたので、仕方なく身を起こし、錠じよう前まえを上げる。

「……おはよう」

　顔を見合わせるなり、気まずい沈ちん黙もくが流れた。

　今日のティディは、霊れい樹じゆ師しの証あかしである国家連合の紋もん章しようが模かたどられた装身具を外し、若い女の子が好んで着ているような、流は行やりものの服を着ていた。彼女の豊かな胸元をさらに強調する薄うす地じのシャツとショートパンツ、革のブーツを履はいている。

　昼間の街で調査活動などを行う霊樹師が、身動きを取りやすくするために一いつ般ぱん人じんに成りすますのは基本だ。だが、彼女の場合は取り合わせが少々過激すぎるのではないかと毎回のことながら思う。

「アンタは精神的に参ってるのでしょうけど。公務にまで支障をきたされちゃ、同どう僚りようのわたくしとしても堪たまったものじゃないわけですのよ。それは分かりますわよね？」

　腫はれたニキの両目を呆あきれたように見やりながら、ティディは腕うでを組んでそう言った。

　ニキは無言で頷うなずき返す。

「なら、さっさと着き替がえなさい。霊樹の基本的な状態検査はわたくしが事前にやっておきましたから。今日、アンタにはシュレイドと《対話》してもらいますわ。悔しいけど、わたくしにはまだそこまで出来ませんの」

　てきぱきと指示を下すティディと、黙って頷き続けるニキ。傍はたから見ればまるで姉妹のような関係性であった。

　ティディは育ちがいい故ゆえに普ふ段だんは態度が偉えらそうで、他の者を見下すような口を利きく癖くせがあるが、いざという時にはその態度相応に面めん倒どう見みのよい一面もあった。

「ほら、早く着替えちゃいなさい。いつまでわたくしを待たせるつもりですの？」

「……ない」

「は？」

「服、ない」

　ニキは瞳ひとみに涙なみだを滲にじませ、堪らずうつむいた。

　少し前のことが思い起こされる。イリューネを伐り倒したことで早々に村人から宿を追われたため、最低限の持ち物しか持ってこれなかったのだ。今ある服と言えば、この学院の制服くらいなものである。

　すんすんと啜すすり泣くニキを見て、ティディは目を白黒させた。

「服がないくらいでメソメソするんじゃありませんわよ、みっともない。わたくしの物を貸してあげますから、こっちの部屋に来なさいな」

「……でも……ひっく……ティディの服……派手だし……」

「派手だからなんですの!?　派手じゃ着れないとでも!?　ガキじゃないんだから、我儘言うんじゃありませんわ！」

　ティディはついに痺れを切らしたらしい。激げつ昂こうされて、ニキはビクッと飛び上がった。言い返す暇ひまも与あたえてもらえず、手首を掴つかまれ、隣となりの部屋まで引きずられていく。

「ダ、ダメだよ……こ、こんな短いの、はけないよぉ……」

「うるさい！　文句言うんじゃありませんわ！」

「ひぃっ……」




　それから半刻ほどが経過して。

　身ぐるみを剥はがれ、すっかり違ちがう服へと取とり換かえられてしまったニキは、着替える前とは別人と呼べる状態で、街の通りをしずしずと歩いていた。

　ティディの独断で取り決められた服は、やはりニキには派手すぎると思えた。何よりもスカートが薄うすく短い。しかも、元々自分より背の低いティディの物だったため、さらに短く感じる。少しでも動けば下にはいたショーツが見えてしまいそうだった。

　道行く男性達の視線が痛い……。勘かん弁べんしてほしいことに、彼等はニキが通りかかると、例外なく熱に浮かされたようにポーッとしてこちらを凝ぎよう視ししてくるのだ。

「チャッチャと歩く。そんな歩調じゃ霊樹の元に辿たどり着く頃には陽が暮れますわよ？」

「そ、そんなこと……言われましても……」

「なっさけない。下着くらい見せつけてやればいいのですわ」

「よ、良くないよ！　自分だって昨日は恥はずかしがってたくせに！」

　ティディは、ニキの訴うつたえもどこ吹ふく風で、さっさと湖の畔ほとりへと歩いて行ってしまった。

　やがて辿り着いた湖の畔には、幾いくつかのボートが止めてあり、そこで一人の役人が大おお欠伸あくびをしていた。彼は近付いてくるティディを確認するなり、急に表情を引き締しめて、ボートを出す準備を始める。どうやらティディが霊樹師であると知っているらしい。

「アグカルトさまぁ！　いつでも準備は万ばん端たんであります！」

「ご苦労、オドガー。今回はもう一人乗せてもらいますわよ」

「はぁ。そちらの方は？」

　オドガーという名らしい役人は、ティディの後からそろそろと歩いてくるニキを一いち瞥べつした。彼の視線はまずニキの清せい楚そな顔立ちに、それから短いスカートから伸のびる真っ白な脚あしのラインへと落とされた。

「……この子を視し姦かんするのは勝手ですけどね、オドガー？　アンタの首のためにも一応教えておいてあげますわ。この子の名はニキ＝ミスクライラ。わたくしの同僚ですの」

　わざとよく聞こえるように大きな声で告げたティディの言葉に、オドガーの顔は窒ちつ息そくしてしまうんじゃないかと思えるくらい青ざめた。

「し、しつれいしましたあああ!!」

　大おお袈げ裟さに敬礼をして、ボートへ向かう。

　ティディはニキに小さく耳打ちした。

「彼はオドガー＝パウキス。元は農村出の下したっ端ぱ役人ですわ。挙動不ふ審しんでちょっと頼たよりないけれど。命令したことなら何でも快く聞き入れるから、好きに使っちゃいなさいな」

「何でもって……。ティディは何をやらせたの？」

「さあ。マッサージとか？」

　ニキは目を剥むいてティディを見た。彼女は悪戯いたずらっぽく口元を緩ませる。

「アンタがあの男にどんな意地を張ってるのかなんて知りたくもないですけれどね。仲直りするなら早くしてほしいですわ。アンタに浮うき足あし立だたれてちゃ、一いつ緒しよに仕事するこっちもやりづらいんですから」

　そう言うなり、脚でお尻しりを軽く蹴けってくる。ニキは複雑な想いで眉まゆを寄せた。ティディが思っているのとはちょっと違う。彼とはそういう関係じゃなくて、もっと別の───。

「オーケーです！　どうぞお乗りください！」

　水面に浮ういたボートの上でオールを両手に構えたオドガーが、素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　考え込んでいたニキは現実に引き戻もどされる。

「さあ、ぼさっとしてんじゃありませんわよ。行きましょう」

「う、うん……」

　ボートに乗り込みながら、ティディはニキを振ふり返った。

「まあ、気晴らしと言ってはなんだけど。今から面おも白しろいものを見せてあげますわ。この街がレインガーデンと呼ばれている意味を教えてさしあげます」
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　レインガーデンの聖堂では、今まさに午前の礼拝が執とり行われている最中だった。

　奥に広い長方形の造りをした聖堂には、平日にもかかわらず多くの人々が礼拝に訪れていた。中央前方に設置してある祭さい壇だんの上では、司教らしき白い袈け裟さを纏まとった老人が、祈き祷とう書を読み上げている。

　アークは天てん井じようのステンドグラスから差し込む朝あさ陽ひに目を細めながら、布に巻かれた商売道具を壁かべに立て掛かけ、最後列の長なが椅い子すに腰こしを下ろした。教会の教えを信しん仰こうしているわけではないので祈いのりを捧ささげる気はない。礼拝の時間が終わるのを静かに待ち続けた。

　司教は祈祷書を読み終えると、今度は徐おもむろに説法を説いた。その話はアークにとって欠伸が出るような退たい屈くつな内容で、霊樹《イリューネ》に関することだった。最初は、先日の霊樹の死はまことに残念だったと悼いたみの言葉から始まり、我々は全すべての生物を愛し慈いつくしまなければならぬ、そのためにはまず己おのれの神を愛し愛されることが必要だ、常に祈りを捧げなさい、さすれば必ずや救いの手が差し伸べられるだろう……と締めに繋つながる。

　延々と続く年寄りの説法がようやく終わったかと思うと、次は向かって左側に置いてあるパイプオルガンが鳴り響ひびき、信しん奉ぽう者しや達が一いつ斉せいに起立をして讃さん美び歌かを歌い始めた。

　歌が終わり、最後に黙もく祷とう。そして午前の礼拝は終わりを告げた。

　集まった信奉者達が足並みを揃そろえて聖堂の出口へと向かう中、アークはある程度の人が出て行くまで長椅子に座ったまま待っていた。幸い、司教はまだ祭壇で祈祷書の片付けなどをしている。彼から話を訊きき出すのに、焦あせる必要はないだろう。

　そのとき、最前列の椅子から立ち上がってこちらへ歩いてきた若い娘むすめが、アークの座っている椅子の前でぴたりと足を止めた。

　長い白はく髪はつを腰辺りで束ねた、質素な出いで立ちの娘だった。彼女はしばらくアークを眺ながめていたが、そのうち決意を固めたように距きよ離りを詰つめてきた。

「あのぅ。あなたは確か村で会った───」

　アークは顔を上げて、訝いぶかしげにその娘を見た。

「誰だれだ、あんた？」

「あ、あたし、ルディオの北東にある村に住んでいるシムという者です。霊樹《イリューネ》が根を下ろしていたあの村の……」

　娘の言葉を聞き、ようやく思い出した。何を隠かくそう、父の亡なき骸がらを彼女へ届けたのは、アーク自身なのだ。

「ああ、あんたか。元気そうでなによりだ。俺の顔なんてよく覚えてたな」

「と、とんでもありませんっ。あなたとニキさまにはとてもお世話になりましたから」

　アークと向かい合うシムは曇くもった顔つきをしていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　気分が悪いなら座れよ」

「だ、大丈夫です。ただ……なんと言うか……」

「なんと言うか？」

「あたし達のこと。怒おこっていないんですか？」

　アークは彼女の意外な言葉に驚おどろいて、目を見開いた。てっきり父親のことで意い気き消しよう沈ちんしているのかと思いきや、そうではなかったらしい。

「怒る？　俺が？」

「あなたやニキさまが悪意を持ってイリューネを伐きり倒たおしたのでないことは、村の皆みんなも理解してます。悪気はなかったんです。霊樹を大切に思ってたから……怒いかりの矛ほこ先さきをどこに向けたらいいのか分からなくなって……それでつい……」

　アークは彼女が何を言いたいのか悟さとる。この娘は村の者を代表して謝りたいんだ。つい感情的になって、追い出してしまったことを。

「俺は気にしてねえよ。その言葉、ニキに言ってやれ。あいつもこの街に来てるから」

「ニキさまも？　こちらにいらしているのですか？」

「ああ。今は、湖の周囲に建ってるデカい宿屋に身を置いてるぜ。後で訪ねてみな。あいつもきっと喜ぶ」

「あ……。そ、そうしてみますっ」

　会話を交かわしている間に、聖堂からは二人と老いた司教を除いて誰もいなくなっていた。

　機を見計らい、アークは長椅子から腰を上げた。

「話は変わるけど。あんたも教会の信者だったんだな」

「はい。この聖堂には半年に一度くらいの頻ひん度どでお祈りにきています。今日は父の葬そう儀ぎの件で訪ねたんですけどね。教会の施し設せつが一番近くにあるのは、ここレインガーデンですから。ここの司教さまには前々からお世話になっていますし」

「大変だろ。一番近いって言っても、あの村から距離もかなりあるぜ？」

「いえいえ。御ぎよ者しや屋の馬車を乗り継つげば、半月もかからずに着く程度の距離ですから」

　そこまでして教会へ足を運ぶとは、随ずい分ぶんと熱心な信奉者だと思った。

　田舎いなか生まれの者が教会に葬儀を頼たのむのは実に稀まれな事だ。信者の割合がそもそも少ないというのもあるが、大体はこの娘のように近所に教会の施設がなく、泣く泣く村のしきたりに則のつとることが多いと聞く。

「あなたは今日、ここへ何をしに？」

「ん……まあなんだ。少し司教に訊きたいことがあってな」

「トランズフェスト司教さまにですか？　だとしたら早めに済ませた方がいいと思いますよ。あの方、もうかなりのお歳で。朝と晩にある二度の礼拝の時間以外は聖堂の奥にある自室で眠ねむってしまわれますから。……どうしました？」

　表情を固めているアークを見て、シムは心配そうな顔をした。アークの頭の中では高速で思考が回転する。たった今、この娘が口にした名前が耳から離はなれない。

　トランズフェスト司教、と。

「なあ、お嬢じようさん。あのジイさんに息子むすことかはいるか？　同じく司教をやってるとか、そんなことはないか？」

　早口にまくしたてると、シムは少し驚いた顔をする。

「どうしてそのことを？　確かにトランズフェスト司教さまには、彼と同じように司教を務めていらした息子さんがいらっしゃいました。もう十年も前のお話ですけど」

「は？　ちょっと待て。それはどういうことだ？」

「亡なくなったんです、十年前に。息子さんが勤めていた教会の施設が大火事に見み舞まわれまして。それ以来、すっかり傷心なされた司教さまは、今ではあのように……」

　シムは、祭壇の上で未いまだにノロノロと片付けをしている老いた司教を横目で見た。

　今の彼はまるで決められた礼拝プログラムだけをこなす人形のようだった。

「その大火事で死んだ司教。息子の名前って分かるか？」

「息子さんの名前ですか？　……すみません。あたしもまだ幼かった頃ころの事故でしたから、名前までは」

　アークは考え込んだ。十年前の大火事で死んだ？　あの司教が？

　単なる同どう姓せいの可能性もある。しかし、探さぐりを入れる価値はありそうだと思った。的外れだったとしても、教会の動向を探る意味も含ふくめて。

「そうか。ありがとよ」

　短く礼を言い、アークは祭壇の上にいる司教の元へと歩み寄って行った。

　シムは何か思うことがあったのか、その場を立ち去ろうとはせず、不安げな表情でアークの背中を見つめていた。

「司教。トランズフェスト司教。で、いいのかな？　そう、そこのあんただ」

　アークが祭壇の下から呼びかけると、トランズフェスト司教は緩かん慢まんな動きで骨と皮だけの首を向けた。

「司教。あんたに訊きたいことがある。今から十年前、とある教会の施設で一人の司教が焼死したという話を聞いた。その事件について、何か知っていることはないか？」

「…………………………」

　無言。だらしなく垂れた瞼まぶたの奥で、しょぼくれた双そう眸ぼうがこちらを見つめてくる。その瞳ひとみに生きた光はなかった。まるで今から処分される病気持ちの野の良ら犬いぬのように。

「その死んだ司教、あんたの息子なんだろ？」

「…………………………」

「名前はアビ＝トランズフェスト。違ちがうか？　つい先日、俺はその男に会った。あんたの息子は本当に十年前に死んだのか？　答えてくれ、司教」

「───もうやめてください！」

　アークの尋じん問もんを見かねたシムが、叫さけびを上げて割り込んできた。

「あなたは何を言っているんですか！　司教さまの息子さんは確かにお亡くなりになられました！　でなければ、こんなに衰すい弱じやくなされるはずがありません！　それを先日見かけただなんて……冗じよう談だんにしても酷ひどすぎます！」

　聖堂のホールにシムの金切り声が響き渡わたった。

　アークは口を噤つぐむ。今の弱った司教に対しては不ふ謹きん慎しんな話題なのかもしれない。だがもし、無関係ではないとしたら？　ここで見み逃のがすわけにはいかなかった。

「どいてくれ。あんたには分からないだろうが、これは大事な話なんだ」

「人の心を傷付けてまでする価値のある事なんてあるんですかッ？　そんなの我等の神がお赦ゆるしになるはずがありません！」

　村の霊れい樹じゆを伐り倒した相手に出会おうと、常に穏おん健けんな態度を貫つらぬき通していた彼女が、今は妙みように取り乱していた。自分の父の死と重ね合わせてしまったのか。はたまた『人間』をなによりも重んじる教会の信奉者であるからなのか。

　っと、そのときだ。

　今まで沈ちん黙もくを貫き通していた年老いた司教が、徐に口を開いた。

「……………アビ……………アビ＝トランズフェスト……………」

　風に揺ゆられた木の葉のような、儚はかなげで幽かすかな囁ささやき。

　トランズフェスト司教は纏った袈裟を翻ひるがえし、祭壇のさらにその奥へと進んだ。

　そこには大人一人がギリギリ通り抜ぬけられるくらいの小さな扉とびらが取り付けてあった。彼は袈裟の裾すそから鍵かぎの束が付いた丸い金属の輪を取り出すと、鍵の一つを選びとった。ノブに空いた鍵かぎ穴あなに差し込み、回転させる。

　ガチャリと冷たい音がした。

「……………神は……………あの子を殺した……………既すでに教こ会こに神はいない……………何ど処こにもいない……………私の信じる神は……………あの子と共に息絶えた……………」

　それだけ言うと、扉のノブを引く。彼は一度だけアークに目配せをした。まるで「知りたいならついてこい」とでも言うように。

　司教は扉の向こうへと姿を消した。

　アークはシムと顔を見合わせる。

「あんたに何を言われようが、俺はあの男を追うぞ？」

「……きっと神しん罰ばつが下りますよ」

　アークは駆かけ足で聖堂の奥へと消えたトランズフェスト司教の後を追った。

　背中にはいつまでも少女の寂さびしげな視線が感じられた。
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　小さな扉を潜くぐると、明かり一つない薄うす暗ぐらい通路に出た。道みち幅はばは狭せまいのに天てん井じようは視し認にんできないほど高い。漂ただよう薄うす闇やみで先の見えない奥行きは、果てしなく続いていた。

　手探り足探りの状態で慎しん重ちように進んで行くと、通路は途と中ちゆうから急な下り坂になった。それでも尚なお一直線に、奥へ奥へと続いている。

　そのうち、袋ふくろ小こう路じのような所に行き当たった。この通路はどうやらここで終わっているらしい。前方の壁かべを手でまさぐってみると、ドアノブのような取っ手が指先に触ふれた。

「……さて。地じ獄ごくへの門じゃないことを、神さまにでも祈いのろうか」

　思い切りを付けて、ノブを回し、扉を引いた。

　扉に鍵はかかっておらず、意気込んだ割にはすんなりと開いた。

　その瞬しゆん間かん、開け放った扉から淡あわい青色の光が差し込む。さほど強い光ではなかったが、暗くら闇やみに慣れていたため、僅わずかな光こう輝きでも眼球に痛かった。

　扉を潜った先には、地上にある聖堂よりも少し面積の広い、ドーム状の空間が広がっていた。円を描えがく部屋の空間に合わせるようにして、緩ゆるやかな曲線を描く薬くす棚りだなが壁に所ところ狭せましと並んでいる。棚たなの中には大量の小こ瓶びんが収められていて、内部で極小の虫ケラと思おぼしき黒点が忙せわしなく蠢うごめきまわっていた。

　天井の中央からは巨きよ大だいな植物の根のような物が突つきでている。それが青白く発光することで、部屋の中の唯ゆい一いつの光源となっていた。異常な光景だ。明らかに普ふ通つうじゃない。

　だが、何よりも目を奪うばわれてしまったのは───。

「……ッ！」

　天井から突き出ている巨大な根の周囲に置かれた、四つのフラスコ。透すき通ったガラスの中には緑色の液体が満たされていて、中に何かがプカプカと浮うき沈しずみしている。

　───幼い子供だった。

　四つのフラスコのそれぞれに、全く同じ体格、全く同じ顔をした裸はだかの少女が収められていた。彼女達は眠っているような穏おだやかな表情で微び動どうだにしない。

「人間……？　いや、そうじゃねえな。これは───」

「霊樹の子等だよ」

　左手からしわがれた声がして、アークはすかさず身を引いた。

「……あんた」

　アークが立っていた部屋の入口のすぐ隣となりで、白い袈け裟さを纏まとった老いた司教が壁に寄り掛かかるようにしてたたずんでいた。

「霊樹の子……？　どういうことだ？」

「近付いてよく見てみなさい。あの子達の痛々しい姿を」

　老いた司教は促うながすように、覚おぼ束つかない手でフラスコの少女達を指さした。

　アークは訝いぶかる。この男に背を向けるのは憚はばかられた。

「そう警けい戒かいしなくとも、背後から襲おそい掛かったりはしないよ。……私はもう疲つかれた。全すべて終わりにしたい」

　こちらの心を読み取るように、司教は言葉を継つぐ。今の彼の瞳には、生きた光が宿っていた。本当に微び弱じやくだが、聖堂で見かけた彼よりはずっと人間味がある。
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　信じたわけではない。だが、敵意は感じない。

　アークは嘆たん息そくすると、部屋の奥へと進み出した。

　フラスコの前で足を止め、中に浮いている裸ら体たいの少女達に目を凝こらす。

「……洒落しやれになってないぜ、こりゃ」

　よく見てみないと分からないことだったが───少女達の真っ白な肌はだには、うっすらと木目のような模様が浮き出ていた。

　加えて腰こしまで伸のびる髪かみは、植物の根のように先せん端たんが尖とがっており、髪かみ質しつも不自然なほど艶つややかだ。まるで常緑樹の葉の表面みたいに。

　アークは振ふり返り、鋭するどい目つきで司教を睨にらみつけた。

「これを……あんたが作ったのか？　何のために？　どうやって？　教会の命令でやったのか？　コレは一体なんなんだ？」

「落ちつきなさい。この子達を生成したのは私ではない」

　珍めずらしく狼ろう狽ばいするアークを見つめる司教の双眸は、疲れと、悲しみと、そして激しい怒いかりを孕はらんでいた。

　誰だれも触れることの敵かなわないような、鮮せん烈れつな怒りを。

「……私は。十年ほど前からここでこの子達の管理を任されている。教会側の命令でね」

「教会？　やっぱ教会が関かん与よしているのか？」

「関わっているのかどうかと問われれば、教会はこの子達の出生と管理に大きく関わっている。だが、それは十年前からの話だ。それ以前の彼等の研究は、そこら一面で蠢いている忌いま々いましい虫ケラのみに注がれていたのだよ」

　司教は遠い目をした。まるで過ぎ去った己おのれの過去を、その老いた目で目視しようと努めているように。

「はじまりはいつだったか分からない。きっと私が生まれる以前からはじまっていたのだろう。教会は自分達の思想が民衆から離はなれ、権力が衰すい退たいしていくのを常つね日ひ頃ごろから懸け念ねんしていた。人々の信しん仰こうは形のない、自然というものに傾かたむいていたからね。人は地上の資源をすべて食くい潰つぶし、危機に陥おちいったところで、ようやく気付いたんだ。人は自然によって生かされているのだと。そこから悔くい改あらためるようになり、大陸全土に慈悲深き女神の涙ミステイアの思想が広まるようになったと言われている」

「……以前の文明の話か？　その話なら親父おやじから聞かされたから知ってるが……この得体の知れない物と何の関係があるってんだ？　俺が訊きいてるのは、そんな大昔の話じゃない」

「大いに関係ありだ。古い文明が滅ほろびたことにより、人間を中心とした思想───教会の思想が衰退をはじめた。人こそが神の最高の被ひ造ぞう物ぶつであるという考えがね。このような事態が起きなければ、教会はこんな虫ケラの研究などに手は出さなかっただろう」

　司教の瞳が、薬棚に収められている小さな黒点をグルリと一周して睨む。

「この蟲むしの品種名は祁ぎ凱がい虫ちゆう。我々教会が品種改良を積み重ねて生み出した兵器だ。我々はコレを繁はん殖しよくさせ、森に散布することによって、慈悲深き女神の涙ミステイアの衰退を目もく論ろんだ。祁凱虫は寄生した生物の細さい胞ぼうを作り変え、暴走させる生態を有しているからね」

「慈悲深き女神の涙ミステイアの衰退が目的だと……？　バカ言うな。森を攻こう撃げきすることがどうして信仰の衰退に繋つながる？　ただ単に森を弱らせるだけだろうが」

「そう、冷静に考えれば分かることだ。しかし、追いつめられていた我々の矛ほこ先さきは、いつしか自然そのものへと向いてしまっていたのだよ」

　アークは棚の小瓶に入った蟲を凝ぎよう視しした。

　祁凱虫。記き憶おくが正しければ、霊樹を襲った司教もこの蟲を使用していた。

「我々は何千年にもわたり、この祁凱虫を散布し続けた。森と祁凱虫の争いが世界の裏で続けられていたある時のことだ。……森に遊びに出で掛かけた一人の少女が、不幸にもその争いに巻き込まれる事件が起こった」

　司教の一言で、場の空気に戦せん慄りつが走った。

「巻き込まれた？　人間の子供が？」

「教会は祁凱虫を散布する地域を、人の寄りつかない場所と決めていたのだがね。その日は不幸にも、馬車で旅の途中だった一家がたまたま、森の近くを通りかかった」

　司教の表情は険しくなってくる。

「休きゆう憩けいがてらの探検のつもりだったのだろう。両親から離れ、少女は独り、森の中へと足を踏ふみ入れた。その時、祁凱虫は当初の生態よりも遥はるかに強く、遥かに厄やつ介かいな物へと進化していてね。植物だけでなく、動物、人間にも容易に寄生し、乗っ取ることが可能だった。

　餌え食じきとなった少女は教会の信しん奉ぽう者しやだったよ。どうやら家族で近くの街にある聖堂へと礼拝に行く道中だったらしい。その事実を聞き付けた一人の若い司教が、怒りと憤いきどおりを抑えきれず、上層部へと訴うつたえを申し出た。こんなくだらない研究は今すぐやめるべきだ、でなければ我々が続けてきたことを世界に暴ばく露ろする……と。それが今からたった十年前の話」

　アークは司教を見た。

　司教もアークを見た。

「その若い司教の名は───アビ＝トランズフェスト。私の息子むすこだ」

　アークは小さく、しかし充じゆう分ぶんな怒りを孕んだ舌打ちをした。

「なら、十年前の大火事って話はなんだ？　あんたの息子は───」

「殺されたよ、教会側の口くち封ふうじのために。皮肉にも、教会は息子の殺害方法を、息子が最も嫌きらった祁凱虫を使う形で決定した。死体の痕こん跡せきを残さないのに、あれほど都合のいいものはない。寄生された生物は細胞レベルで変態を遂とげ、その生命力が尽つきるまで暴走を続けた後、土くれのように硬こう化かして粉々に分解されるんだ」

　アークは自分の体内に、あの蟲が潜り込んだ時のことを思い出した。ニキが機転を利きかせなければ、今いま頃ごろは俺も土に還かえっていたというわけか。

「祁凱虫に寄生され、その影えい響きようで狂くるった息子は、自らが管理する聖堂に火を放った。上の連中からすれば全ては思おも惑わく通りだっただろう。……ただ一つ、息子が何事もなく生せい還かんしたことを除いては」

「ッ？」

　不意の一言に、アークは固かた唾ずを呑のんだ。

「どういうことだジイさん？　アンタの息子の身に何があった？」

「……アレは……息子などではない……。息子の皮を被かぶった別の何かだ……。ヤツこそが教会を唆そそのかし……霊れい樹じゆを我がものにしようと目論む諸悪……。私は息子を奪った教会を…………息子をあんな化物に仕立て上げた神を怨うらむ………既すでに此こ処こには神などいない………ッ」

　突とつ然ぜん、司教が苦しそうに呻うめき始めた。骨が浮き出た細い腕うでで胸むな元もとを掴つかみ、膝ひざを折る。

「ジイさん！」

　アークは、蹲うずくまって苦しみ悶もだえるトランズフェスト司祭の元へと駆かけ出す。

　だが、アークが彼の元に辿たどり着くことはなかった。

　部屋の入口の向こう側から、金属がこすれ合うような、涼すずしく、鋭えい利りな音がする。

　明りの燈ともっていない暗い通路の奥から、先端に鎌かまのような刃やいばが取り付けられた長い鎖くさりが、アークの体目め掛がけて一直線に飛んできた。

「ちッ!?」

　アークは僅かに上体を仰のけ反ぞらせて刃をかわす。

　刃は目標を失い、破片を撒まき散ちらしながら天てん井じようへ突き刺ささった。




「───あー。外れちゃった。せっかく厄介なバリアントの首を刎はねる千せん載ざい一いち遇ぐうの大チャンスだったのにー」




　鎖が伸びている通路の闇やみから、カツカツと乾かわいた足音が接近してきた。

　床ゆかを打つ回数が多い。どうやら、相手は一人じゃないようだった。

「でもー。此処でこいつを始末すれば、神父さま、あたしのことを褒ほめてくれるかなー？」

　気だるそうな若い女の声が響ひびく。

　闇の中から覗のぞいたのは───白色の毛もう髪はつ。

　全身に大量の鎖を巻き付けた、洒しや脱だつとした身み形なりの娘むすめ。

　……部屋に入って来たのは、ルディオにいた村娘、シムであった。
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「おいおい……。なにがどうなってんだよ」

　無機質な目でこちらを見つめるのは、先ほど聖堂で会話を交かわした少女。

　記憶の中にあった優やさしげな様子とは一変して、今は背筋すら凍こおるうすら笑いが、その愛らしい顔面いっぱいに躍おどっている。

「どういうことか説明してほしいな。お前は何者なんだ？」

「神の使いです。忠告してあげたじゃないですか。きっと神しん罰ばつが下るって。あたしの言うことを聞かないあなたが悪いんですよー」

　シムは手元の鎖を引き、その先せん端たんに付いた刃を天井から引き抜ぬく。自分の体に引き寄せ、剥むき出しになった刀身を素す手でで掴んだ。刃に裂さかれた手の平からハタハタと紅あかい雫しずくが零こぼれ、床を湿しめらせる。

「真ま面じ目めに答えろ。父親が死んだ時にお前が流した涙……あれも嘘うそか？」

「父親？　ああ、あのくだらない男ですか。小心で、排はい他た的で、自己愛に塗まみれている。あんなのはあたしのお父さんじゃない。死んでくれてむしろ清々しました。それもこれも、神父さまのおかげですね」

「……テメェ」

「でも本当に大変だったんですよー？　霊樹師に近付いて、彼女を神父さまの計画通りに誘ゆう導どうするのは。彼女、霊樹師のくせに《対話》に踏みきれないほどの臆おく病びよう者ものなんですもの」

　シムは体に巻き付いた鎖を引きずって、地面に伏ふせているトランズフェスト司教に近付いていった。

「それにしても。いけませんよ、司教？　自分の子供を裏切るなんて、親として失格じゃあないですか。おかげでこちらの計画が彼に筒つつ抜ぬけですよー、もうっ」

　シムは頬ほおを膨ふくらませ、老いた司教を一いち瞥べつした。トランズフェスト司教は眼球が飛び出てしまいそうなほど目を見開き、わなわなと震ふるえている。

「あなたがやらなければいけないこと。ちゃんと息子さんに教わったでしょう？　忘れてしまったのなら、あたしが思い出させてあげますよ」

　彼女は腰こしを屈かがめ、戦せん々せん恐きよう々きようとしている老人の耳元へと顔を近付ける。

「───お前の視界に映る一切は、お前の餌えさだ。喰くらえ、噛かみつけ、抉えぐれ、啜すすれ、食い殺せ。コロセコロセコロセコロセコロセ」

　呪じゆ詛そのように紡つむがれる不快な囁ささやきが、彼の鼓こ膜まくを震わせた。

　司教の体の震えが大きくなる。過呼吸になり、両眼には血管が浮うき出た。袈け裟さに覆おおわれた肌はだが不自然に粟あわ立だち、喉のどからは悲鳴ではなく骨が軋きしむような音が漏もれた。

「あ───ぁぁぁああああああアアアアアアァァアアァァァアアアッッ!!」

　見えない糸に上から吊つられるかのようにして、司教は大きく仰け反った。

　肌の角質が肉ごとバラバラと削そがれていく。剥はがれ落ちた皮ひ膚ふの下から、漆しつ黒こくの甲こう殻かくが覗いた。眼球は血ち色いろに染まり、骨と皮だけだった肉体は風船のように膨ぼう張ちようする。最後に、顎あごから昆こん虫ちゆうの牙きばのような物が生え、変態は終わりを告げた。

　元の何倍もの巨きよ躯くとなり果てた彼は、顎の牙をガチャガチャと打ち鳴らして、剥き出しになった赤眼でアークを見下ろした。

「そうですよ、司教。あなたはあの時から神父さまの玩具おもちや。玩具は忠実に、主人の敵かたきを討うたなければ」

　シムが口元だけを綻ほころばせ、無感情に微笑ほほえむ。

　腕と脚あしの筋肉がしなり、甲殻で覆われた巨きよ体たいが肉にく迫はくしてきた。

　アークは背中の布を解き、刀身が緋ひ色いろに彩いろどられた長剣ブロードソードの柄つかを握にぎり込む。頭は自分でも恐こわいほどに冷え切っていた。

　向かってくる巨体を軽い身のこなしで跳とび越こえる。滞たい空くうするアークと、完全に化物と変わり果てたトランズフェスト司教の視線が、空中でぶつかり合った。

　血を零した色合いの双そう眸ぼうから読み取れるのは───虚きよ無む。

　深すぎる絶望が、彼の心を食い尽つくしていた。空っぽになった心へ人工的に模造された殺意を上うわ塗ぬりされ、今はただ、目の前の獲え物ものに噛みつくだけ。

　……救えない。彼はもう。『生きたい』という、生物として当たり前のたった一つの想いさえ、その仄ほの暗ぐらく沈しずんだ瞳ひとみからは感じられなくて。

　彼は既に生物とは呼べない状態にあった。

　生物でないもの───命ないものは、どうしたって救えない。

　アークは彼の醜しゆう悪あくな顔面に、一言。

「わりぃ───」

　投げかけた言葉、短い謝罪に、意味はない。

　形の悪い頭ず蓋がいに向かって、無心に刃は先さきを振ふり下ろす。

　ドスッと。紅あかの瞬またたきが閃ひらめき、黒い血潮が飛び散った。

　額から顎にかけて垂直に割れた化物の死し骸がいが地じ響ひびきを立てて床に転がる。化物の膨張していた肢し体たいは空気が抜けたように萎しおれ、残された骨と皮は柔やわらかくなって粉々に霧む散さんした。

「───うわあ、躊躇ためらいないですねー」

　近付いてくる足音が一つ、アークの耳を打つ。

　これ以上は思考することにも意味はなかった。少なくとも、今の状じよう況きよう下かでは。討つべき外敵がすぐそこにいて、殺やらねば、殺られる。動く理由はそれだけで充分だ。

　大きく息を吸うと、長剣ブロードソードの切っ先を歩み寄ってくる敵に向けた。

　……はずだったのだが。

　構えた刃の先にいたのは、敵であるはずのシムではなかった。

　目の前には、袖そでのないワンピースを着た幼い少女がたたずんでいる。

　見覚えのない少女。此処で初めて合う少女。……本当に？

「お前は……？」

　凶きよう器きを向けられているのにもかかわらず、彼女は全く動じることもなくアークを見つめていた。彼女の深緑の双眸に心まで見み透すかされてしまいそうだ。

　背後で待機していたシムが、嗜し虐ぎやく的な笑えみを零こぼした。

「その子を伐きらないんですか？　おかしいですね。一度は無情にも伐り倒たおしたのに」

「伐り倒した？」

　頭の中で素早く組み上がる最悪の事実。

　まさか……？

「───イリューネ？」

　半信半疑に、その名を呼ぶ。

「はい。紛まぎれもなく彼女ですよー？　正確に言えば『あなたが救いきれなかった方の彼女』。樹体から切きり離はなされた霊樹の魂たましい───神籬ヒモロギです」

　シムが冷たく告げた。

「バリアント。あなたが救ったと思い込んでいるのは、樹木としての霊樹です。確かに、イリューネの樹体からだを蝕むしばんでいた蟲むしはあなたの手によって消しよう滅めつし、同時にこの子も解放されました。……でも、帰るべき体は既に失われてしまっていた。行き場をなくし、森の中を彷徨さまよっていたこの子を、神父さまが拾ったんです」

　アークは幼い少女を───霊樹《イリューネ》の神籬ヒモロギだという少女を、ただ見つめることしかできなかった。

　あのとき、この手で伐った存在。恐きよう怖ふに泣き叫さけんでいた醜悪な塊かたまり。

　それが……彼女だと言うのか？

「神籬ヒモロギにもあるんですよ。おぼろげながらに己おのれの肉体って奴やつが。だから、神父さまは彼女らに肉体を与あたえようとなさったんです。祁凱虫の細さい胞ぼうレベルでの爆ばく発はつ的てきな強化を利用し、脆ぜい弱じやくな神籬ヒモロギの肉体を確かなものにしようとね」

　シムはアークの肩かた越ごしに、床から伸のびている四つのフラスコを指さした。全く同じ顔と体型をした裸はだかの少女達が収められた、不気味なガラス筒つつである。

「そこのフラスコに入ってるのはその試作品です。湖の上から伸びてきている霊れい樹じゆ《シュレイド》の根に付着した、神籬ヒモロギの欠片かけらで生成した分身体ですよ。教会の一部の者達は『霊樹の子』とか呼んでるらしいですけど。でも、とんだ失敗作でした。感情もなければ、動かず、喋しやべらず。人間の形をした、ただの植物。

　かと言って無理に神籬ヒモロギそのものを狙ねらえば、前回のように激しい抵てい抗こうにあって、その姿は化物のように醜みにくく変容してしまう。……全すべてはあなたのおかげなんですよ、バリアント。あなたがこの子を霊樹から解放し、丸まる裸はだかにしてくれたおかげで、神父さまは今度こそ完かん璧ぺきな神籬ヒモロギの化け身しんを作ることに成功した」

「……なにが成功だ。黙だまって聞いてれば、好き放題にぬかしやがって」

「もしかして怒おこってます？　でも、あなたにその権利はないでしょう？　大地を守るために、一切の迷いもなくこの子を殺そうとしたあなたに。ね、イリューネ？」

　シムは朗ほがらかに告げて、少女の肩かたに後ろから手を置いた。トランズフェスト司教にやってみせたの同じように、膝ひざを折り、耳元で囁く。

「───思い出して。あなたを傷付けたのは誰だれ？　苦しむあなたに刃やいばを打ち付けて、苛いじめたのは誰だった？　一いつ生しよう懸けん命めいに思い出して───思い出すの───」

　少女の瞳が、次し第だいに不安定に揺ゆれ始めた。

「い…………や…………」

「痛かったでしょう？　辛つらかったでしょう？　苦しかったでしょう？」

「いや…………いやいや…………！」

「ちゃんと思い出すのよ。じゃないと、やりたいことがいつまでも分からないまま。さあ、思い出した？　あなたがやりたいことはなに？」

　アークは剣けんを掲かかげ、少女に囁き続けるシム目め掛がけて斬きり掛かかっていく。

　同時に、刃を振りかざす彼の姿が、涙なみだに濡ぬれた少女の瞳に映し出された。

「あぁッ……あああ……いやああああああッ!!」

　瞬しゆん間かん、頭を抱かかえてしゃがみ込んだ彼女の背肉から、野太い樹きの根が食い破るようにして顕けん現げんした。

　大きくうねり、渦うず巻まき、地を這はう根は、部屋の中にある物を片かたっ端ぱしから破は壊かいし、急速な成長を遂とげる。

　棚たなに収められていた蟲を小こ瓶びんごと押おし潰つぶし、動かない人形の少女達が浮かんでいるフラスコを粉々に割って……そして、その場に居た二人の男女にも襲おそい掛かる。

　アークは即そく座ざに真横に跳び、鋭するどい根の先せん端たんをかわした。

　しかし、攻こう撃げきの手はそれだけに留とどまらない。

　幼い少女の背から伸びる根は、尚なおも成長・膨張を続け、このままでは部屋そのものの崩ほう落らくも考えられた。

　アークの冷めた頭が、瞬しゆん時じに次の行動を導き出す。

　……伐るしかない。

　今一度、〝彼女〟を。

　胴どう体たいを狙った太い根の一いち撃げきを、剣で薙ないで受け流しながら、アークは部屋の中心へと踏ふみ込む。無む駄だのない動きで得物を振りかぶり、無心に対象のみを見み据すえて───。

「───あああああああああっ!!」

　……迂う闊かつだった。

　涙を流す幼顔を直視した瞬間、僅わずかに躊躇ためらう。

　今の〝彼女〟の嘆なげき、過去の〝彼女〟の嘆き。そして───あいつの嘆き。

　全ての映像ビジヨンが重なって見えて、アークの判断・動きをほんの少しだけ鈍にぶらせる。

　その一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんが命取りだった。死角から迫せまってきた鋭えい利りな根の先端に、脇わき腹ばら、右みぎ肩かた、左足太ももを次々に串くし刺ざしにされる。壁かべに磔はりつけにされるみたいに体ごと持ち上げられた。

　手の平から取り落とした剣が、涼すずしい音を立てて床ゆかに落ちる。

　体に巻き付けた鎖くさりごとイリューネの根に全身を刺さされ、壁に叩たたきつけられたシムは、大口を開け放って狂くるったように哄こう笑しようしていた。

「やった！　やったよ、神父さまぁ！　あたし、言われた通りにちゃんと出来た！　褒ほめてくれるよねッ？　きっと褒めてくれるよねぇ？」

　笑いながら後頭部を壁に強打し、彼女は気を失った。

　成長を止めない樹の根は、部屋全体を覆い尽つくし、四方を囲む土ど壁へきに亀き裂れつを走らせる。

　部屋が瓦が解かいする音を耳にしながら───アークは自じ嘲ちよう気味にほくそ笑んだ。




　───俺も……大たい概がいに甘いな。












　第三章　あなたのために贈おくる詩うた
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　むかしむかし。ある町に、父親おもいの心やさしい神父が住んでおりました。

　彼は誰に対しても親切で、町の人たちからとても慕したわれていました。

　彼はいつも町の人たちに言います。

「ぼくたちの神さまは、いつでもみんなのことを考えています。だから、あなたたちもみんなのことを考えてください。木や花や草や、動物や鳥や虫や、すべての自然を愛してあげてください」

　町の人たちは彼のコトバに熱心に耳を傾かたむけ、みんなのことを考えるようにしました。自然を愛するようにもなりました。

　そんなある日、一人の小さな女の子が彼のところへ運ばれてきました。女の子は重い病気をわずらっていました。女の子をつれてきた両親は言います。

「おねがいです、神父さま。この子をたすけてあげてください」

　彼は毎日、寝ねることもしないで女の子の看病をしました。

　女の子のお腹なかがすけば、ごはんを食べさせてあげました。女の子がこわくて泣いてしまう夜には、ベッドの傍そばでずっと手を握にぎってあげました。女の子がさみしいときは、愉ゆ快かいな歌を歌ってあげました。

　女の子は重い病気で苦しむ夜があると、いつも彼にこう訊たずねます。

「いたいのをがまんするから。神父さまは、あたしをほめてくれる？」

　彼は頷うなずきました。そして、女の子をいっぱい褒めてあげました。

　女の子の看病をつづけて、ちょうど七回お日様が昇ったころ。

　隣となりの町に住んでいる男の人が、彼に話したいことがあると訪ねてきました。彼は快くその男の人を招きいれました。男の人は言います。

「じつは、わたしはあの女の子のおもいびょうきをなおすほうほうを知っているのです。となりの町の神父さまが、くすりをもっているらしいのです」

　彼は男の人に、そのことを教えてくれたお礼を言いました。

　つぎの日、彼はさっそく隣の町の神父の家を訪ねます。

　隣の町の神父は、彼を自分の家に招きいれて言いました。

「いま、あまいオカシをもってくるからまっていてくれ。女の子のおもいびょうきをなおすくすりは、そのあとにあげよう」

　彼は素す直なおにお礼を言って、隣の町の神父からあまいオカシをもらいました。

　しかし、実は隣の町の神父は悪い人だったのです。女の子に重い病気をかけたのも、隣の町の神父でした。

　騙だまされてしまった彼は、毒の入ったオカシを食べてしまいます。そして、自分も女の子と同じ病気にかかってしまいました。

　病気にかかってしまった彼は、そのせいで今まで持っていた優やさしい心をなくしてしまいました。乱暴になり、女の子にも冷たくするようになりました。

　それでも女の子は信じます。いつか、優しい彼が戻もどってくることを。

　ある夜、彼は心がイライラするあまり、自分の家に火を放ってしまいます。そこには女の子も、女の子の両親も一いつ緒しよに住んでいました。火はすぐに大きくなり、彼も、女の子も、女の子の両親も、全員が助かりませんでした。

　町の人は悲しみました。彼の父親もとても悲しんで、彼のためにこの町で自分が神父になることを決めました。

　しかし彼と女の子は、大ケガを負ったものの、町の人たちが知らないところで、奇き跡せき的に生きていたのです。それでも彼は優しい心をうしなったままでした。彼は女の子をつれて、隣の町の神父の家を訪ねました。

　隣の町の神父は、彼を見て驚おどろきます。死んだと聞いていたからです。そして、仕返しをされるのじゃないかと、とても恐こわがりました。

　ですが、彼は怒ってはいませんでした。仕返しもしませんでした。代わりにニッコリと笑ってこう言いました。

「あなたがくれたあまいオカシより、もっとあまいオカシをつくりました。神さまはいつでもみんなのことを考えています。だから、ぼくもみんなのことを考えます。木や花や草や、動物や鳥や虫や、すべての自然をあいします。だから、このあまいオカシを、みんなにわけてあげましょう」

　となりの町の神父は、彼の言うことに従いました。女の子も彼を手伝おうと思いました。

　町に戻った彼は、女の子に言います。

「ぼくはみんなにしんだとおもわれている。だから、きみがみんなにこのあまいオカシをわけてあげなさい。木や花や草や、動物や鳥や虫や、すべての自然にわけてあげなさい」

　女の子は頷きました。そして言いました。

「ちゃんとできたら。神父さまは、あたしをほめてくれる？」

　彼はニコニコ笑って頷きました。昔と同じ、優しい彼の笑え顔がおでした。

　女の子は嬉うれしくなって、町に向かって走りだしました。

　めでたし、めでたし。
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　オールの腹が水面を打つたび、パシャッと音を立てて水草が撥はね上がった。

　遠方から眺ながめるだけでは分かりにくいが、このレインガーデンの中央に位置するセイム湖には、数多くの品種の水草や水中花が生息している。ボートの上から目視できるだけでも、数十品種は確かく認にんできた。それらを払はらい退けて進まなければならないため、ボートの速度は意外と遅おそい。漕こぎ手も大変そうであった。

「こーら。あーんま身を乗り出してっと、危ないですわよ。二つの意味で」

　お尻しりを突つき出してボートの真下にある水中花を観察していたニキに、ティディが抑よく揚ようなく言った。ニキは瞬間的に顔を真っ赤にしてお尻を押さえる。

「ティディ！」

「昨日のお返しですわ。まったく、アンタって子は。意い気き消しよう沈ちんしてるかと思ったら、植物見ただけですぐに元気になっちゃって。心配して損しましたわ」

　ティディは苛いら々いらと舌打ちして、ボートの縁ふちに頬ほお杖づえをついた。

「アンタは昔から変わらない。頭が固くって、頑がん固こで、そのくせ超ちようが千個つくほど打たれ弱い。一度の失敗くらいでメソメソするんじゃありませんわよ」

　ニキは黙だまってボートの船底を見つめていた。

　ボートが霊れい樹じゆ《シュレイド》に辿たどり着くまで、まだ半分くらいの距きよ離りがある。

　オドガーも体力の限界で休きゆう憩けい中だ。どうせあの状態じゃしばらくは進みそうにもないだろうし……ティディは仕方なく、ある話を切り出すことにした。

「ニキ＝ミスクライラ。マスター・フルブリースが───先生が、わたくしをアンタの補ほ佐さ役としてここに送り込んだ本当の理由、分かりまして？」

　俯うつむいていたニキの顔が即座に上がった。

「本当の理由？　役立たずなわたしの補佐以外に、何かあったの？」

「恐おそろしいほどの自己卑ひ下げっぷりですわねアンタ。そんなに怯おびえた顔しなくても、大したことじゃありませんわよ」

　ティディはコホンと咳せき払ばらいした。ここまで話を引っ張っておいてなんだが、改めてこんなことを自分の口から言うのは憚はばかられる。

「その……なんといいますか。学院で、わたくしはよくアンタと張り合っているでしょう？　お互たがいをライバル視して」

「え？　そうだっけ？　別にそんなことはなかったよ」

　無自覚にそう言い放つ彼女の顔面を、ティディは冗じよう談だん抜ぬきに殴なぐりたくなった。……この天然女、いつか絶対に見返してやりますわ。

「アンタがどう思ってんのかなんて関係ありませんわ！　とにかく、周囲の奴やつ等らの目にはそう映っていますのよ！　分かりなさいな、このボケ！」

「ひぃ！　ど、どうして怒おこるの？」

「自分の小さい胸に訊きいてみなさいなっ！」

「ちょッ……小さいのは関係なくないッ？」

　胸むな元もとを押さえて涙なみだ目めになるニキを睨にらみながら、ティディは苛々と歯は噛がみする。なんだか自分だけ必死になっているのが途と轍てつもなく虚むなしいことのように思えてきた。深呼吸して気持ちを落ち着かせる。

「兎とにも角にも。先生の目にもそう映っていたんですの」

「そ、それと今回のことと何の関係があるの？」

「ああもうッ。いい加減に察しの悪い奴やつですわね！　先生の目には、わたくしとアンタが仲良しこよしの親友に見えているんですのよ！　分かるかしら、分かりますわよね、ってか分かりなさい！」

　思い切って言い放つ。親友、なんて言葉、口にするだけで鳥とり肌はだが立った。

　ニキは呆ぼけたように口を開けていた。

「……うん？　わたし達は親友だけど。それが？」

　ティディは苛々のあまり頭を掻かき毟むしった。

「ちくしょう！　親友ですわね、そう親友ですわ！　先生はわたくしに、おそらく馬ば鹿かみたいに落ち込んでいるであろうアンタを元気づけてあげるよう頼たのんだのですわ！　親友であるわたくしにね！　アンタからの伝書を受け取ってからすぐにですわよ!?」

　言ってしまった。本当は口止めされていたのに。

　ニキは放心状態に陥おちいった。焦しよう点てんの合わない目で、こちらを呆ぼう然ぜんと見つめる。

「先生が……？　わたしを元気づけるために……？」

「そうですわ。建前上は上司でもあるから甘いことは言えないけれど、先生はずっとアンタを心配して、気にかけてますの。アンタのために色々と手を尽つくしてくれて……。それなのに、アンタは一回失敗したからって気弱になっちゃって。先生に失礼だと思わなくて？」

　鈍にぶいニキでも、ここまで言えば理解できたようだった。

　顔に映っていた暗い翳かげが消え、瞳ひとみの奥に僅わずかな光が宿る。

「……うん。ごめん」

「はン。謝る暇ひまがあるなら、仕事に集中なさい」

　ティディは不ふ機き嫌げんに前へと向き直った。

　漕ぎ手のオドガーは己おのれの公務をすっぽかして、物知り顔でうんうんと頷いている。生意気にもこちらの話を盗ぬすみ聞いていたみたいだ。色々と腹が立ったので、渾こん身しんの力を込めて脛すねを蹴けり飛ばしてやった。

「ぎゃう！」

「さっさと漕ぎなさい、この役立たず。今ここで水面下に廃はい棄き処分してやってもいいですのよ？」

「ティ、ティディ。苛いじめちゃ可か哀わい想そうだよ」

「アンタは黙ってなさい！」

　ティディは腕うでを組んで拗すねたようにそっぽを向く。

　なんとか普ふ段だん通りに戻ったのは良かったけれど、やっぱりこの女は腹立たしいと思った。
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　それから一刻ほどを要して、ニキ達は霊樹《シュレイド》の水面から頭を出した根にボートをつけるに至った。シュレイドの根は横よこに広く根を伸のばして、巨きよ体たいのバランスをうまく保った状態で湖に浮ふ遊ゆうしている。

「足元に気をつけなさい。滑すべりますわよ」

　先に降り立ったティディが注意を促うながす。彼女は履はいていた自前のブーツを脱ぬぎ、靴くつ裏に滑り止めの付いた防水仕様の長なが靴ぐつを履いていた。元々、ボートの上に乗せてあったものだ。

　ニキもブーツから長靴に履き替えながら、目前に見える霊樹《シュレイド》を仰あおぐ。

「やっぱり大きい……。こんな近くで見たのは初めてだよ」

「アンタ、学院の実地研修で遠巻きに見ただけでしたっけ？　なら尚なお更さら、足元に気をつけなさい。はじめて来た人間は絶対に滑るんですから。特にアンタ、マヌケですし」

「あはは。いくらわたしでもそこまで言われれば───ふあッ！」

　ボートの縁を跨またいで根に足をつけた瞬しゆん間かん、ニキは足を滑らせて尻もちをついた。

「……やると思いましたわ」

　根の表面には分厚い苔こけの層が付着していた。踏ふむだけでそこに足あし跡あとがつくくらい厚い。まるで降り積もった雪のようだ。滅めつ多たに人が寄りつかない───というか、寄りつかないよう厳重に監かん視しされている証あかしだった。霊樹《シュレイド》は、霊樹《イリューネ》とは違ちがい、古くからの霊樹認にん定てい樹木なので、街の人々の管理や扱あつかいもしっかりしていた。

「うぅ……濡ぬれちゃった……。下着まで沁しみ込んできてるし」

「取り替かえてる場所も時間もないから文句を言わない。まっ、災難だったと思って諦あきらめることですわね───オドガーッ！」

　ティディが唐とう突とつに激げつ昂こうしたので、ニキは飛び退いて驚いた。

　彼女の細い脚あしがボートの上から首を伸ばしていた若い役人の顔面を蹴り飛ばす。彼は鼻の下をだらしなく伸ばして、ニキの水に濡れて透すけたお尻を凝ぎよう視ししている最中だった。

「も、申し訳ありません、アグカルトさま！」

「本当に申し訳がないと思うなら、さっさと荷物を持って降りてきなさい！　あと、今後一切、この子の後ろに立つことを禁止しますわ！」

　怒ど鳴なられるオドガーは、子供みたいにヒンヒンと泣きながらボートの隅すみに置いてあった大きめのリュックサックを背負った。

「ねえ。あの大きな荷物はなに？」

　ニキは疑問に思ってティディに訊たずねる。

　ティディは仏ぶつ頂ちよう面づらの濃のう度どを三割増しにさせた。

「調査のために必要な器具に決まってるでしょう。長靴もあの荷物も、いちいち宿まで持って帰るのが面めん倒どうだからオドガーに管理させてますのよ」

「調査のために必要な器具？　って何？」

「けっ、つくづく無意識に嫌いや味みな女ですわね。霊樹師の全員が全員、アンタみたいに身一つで霊樹の状態が確認できるわけじゃないんですのよ」

　ティディはオドガーのお尻を「早く行け」と足あし蹴げにしながら、霊樹の根元まで歩いて行ってしまった。ニキも後を追おうとしたが、苔の所せ為いで足場が安定しない。

「ま、待ってよ」

「頑がん張ばりなさいな、ニキ＝ミスクライラ。アンタの大好きな植物さまはすぐ目の前ですわよ。思う存分に観察するといいですわ」

「そのことだけど。確か、湖の畔ほとりで『面おも白しろいものを見せてあげる』とか言ってなかったっけ？」

　わたわたと両手でバランスを取りながら、ニキは綱つな渡わたりをしているみたいに少しずつ前に進んで行く。ティディは肩かたを竦すくめ、前方にいるオドガーに視線を送った。

「そうでしたわね。オドガー？　アレが始まるのはいつ頃ごろだったかしら？」

　オドガーは仰ぎよう々ぎようしく敬礼して。

「はっ。私の感覚からすると、おそらくもう始まると思われますッ」

「あっそう。……ニキ＝ミスクライラ！　霊樹を見てみなさい」

　ニキは言われるがままに顔を上げて霊樹《シュレイド》を仰ぎ見た。

　不思議な現象だった。霊樹を覆おおう分厚い樹皮が、軋きしみを上げて生物であるかのように伸しん縮しゆくを繰くり返している。僅かではあるが、確実に動いていた。

「え……ええッ!?」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。あれはシュレイドの特異な生態行動の一つ。別に異常でもなんでもない」

　そのとき、霊樹の根元の方から樹皮が大きく波立って、全体のうねりが上へと移動を始めた。樹木の枝々の先せん端たんまで分ぶん岐きし、広がった波は紋もんは、そこで大きな高音を奏かなでて弾はじける。

　霊樹《シュレイド》の一つ一つ枝先のから、雨あま粒つぶのような水すい滴てきが舞まいあがった。日光を浴びて七色に瞬またたく水滴は、弧こを描えがくように宙を舞い、レインガーデンの街全体に降り注ぐ。その様子はまさに、この街だけに雨が降っているようだった。

　ニキは頭からその雨だれを引ひっ被かぶってしまう。

「うへえ……。なにこれぇ……」

「霊樹の時雨しぐれ。……とか、この街の連中は呼んでますわ。慈じ愛あいの司つかさ、霊樹《シュレイド》。彼女は、根や葉や樹皮や、あらゆる場所からこの地に漂ただよう不純物を吸い上げ、樹脈の中で浄じよう化かし、週に一度、こうして地上に還かん元げんしますの。この雨は大地を肥やし、水を澄すませ、生物から疫えき病びようを拭ぬぐい去ると言われてますわ」

　そう言うティディは、ちゃっかり雨あま傘がさを差して水滴を避さけていた。オドガーに持ってこさせた荷物の中に常備してあったらしい。

　ニキは自分の濡れた姿を見て、顔から上気した。シャツまでが透けて下着が丸見えだったからだ。急いで両手で胸元を隠かくす。

「ティ、ティディ！　そういうことは早く言ってよ！」

「習うより慣れろは先生の教えでしょ。わたくしだって最初は酷ひどい目に遭あったんだから───オドガー！」

　叫さけんだティディの回し蹴りが、熱を上げてニキを眺ながめていたオドガーの首筋を蹴り飛ばした。彼は横向きに吹ふっ飛んで、湖の中へと逆さまに着水する。

「今後一切！　あの子を直視することを禁止しますわ！」
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　服が透けない程度まで乾かわくのを待ち、ようやく霊樹《シュレイド》の樹皮に触ふれられる距きよ離りまで辿たどり着く頃ころには、既すでに陽ひは高く昇のぼっていた。

　ティディはオドガーに命令を下しながら、霊れい樹じゆの定期的な健康チェックをする準備を進めていた。ニキは正面から霊樹《シュレイド》の巨体を仰ぎ、樹皮に軽く手を据すえる。

「ニキ＝ミスクライラ！　こっちはこっちで勝手に進めますわ！　アンタは霊樹との《対話》に入っちゃなさい！」

　ティディが準備の手を休めないまま早口に叫ぶ。

　だが、ニキは素す直なおに首を縦に振ふることが出来なかった。霊樹と《対話》することに抵てい抗こうを感じる。前回の失敗がまだ心の奥で尾おを引いていた。

　首を振って弱気な想いを追おい払はらう。皆みんなの信しん頼らいに応こたえるため自分の公務を果たさなければ。

「……おねがい、シュレイド。わたしにあなたの声を聞かせて」

　シュレイドの樹皮の感かん触しよくを手の平に感じながら、静かに目を瞑つぶった。

「我、汝を求めんシユラル・ラ・ミル・ロ・セ」

　森の言こと霊だまを唇くちびるから紡つむぎ出す。

　ニキの精神は重なるようにして触れている霊樹と同調していく。

　……そして。

　水気を孕はらんだ冷たく細い何かが、彼女の手首を掴つかんだ。




「───わっ」

　驚おどろきの声を上げた瞬間、前方へ力強く引っ張られた。前のめりにバランスを崩くずし、地面へ転ぶ。ニキは混乱した頭で目をぱちくりさせた。彼女がへたり込んでいるのは、霊樹の根の上ではなかった。周囲の景色も一変している。

　大きな湖。澄んだ色の水が果てしなく張り巡めぐらされている場所だった。所々から、遺い跡せきの残ざん骸がいのような白い石せき碑ひが水上に顔を覗のぞかせている。空は地面に張った水をそのまま鏡に映し出したみたいに透とう明めいで、地平線の先では天と地が完全に混ざり合っていた。そして、空には太陽もないのにとても明るかった。

　今、ニキは水面の上に座り込んでいる。沈しずんでしまうかと思って慌あわてたが、自分が触れた場所に小さな波紋が立つだけで、体が水底に沈むことはなかった。

「───あ、ちょいちょい。あんま動かんといてくれる？」

　不意に、上の方から声がした。ニキはギクリとして声がした方へ顔を向ける。

　水面から浮うかび上がった石碑に腰こし掛かけるようにして、カノジョは居た。

　足元にまで届く蒼あおい髪かみ、淡あわい水色の双そう眸ぼう、細いシルエット。顔つきは非常に幼かった。カノジョは石碑の上で腰を下ろしながら、スケッチブック片手にニキを見下ろしている。

「も、もしかして。霊樹《シュレイド》？」

「だめだめ、動いちゃあかん。ちょいジッとしといてえな」

　独特のアクセントが利きいた喋しやべり方で、カノジョは左手に持った色いろ鉛えん筆ぴつをニキに向けた。片目を瞑つぶり、寸法を測っているようだ。

「動かれると、全体のバランスがよう分からんようになるんよ。悪いけど、ウチが描かき終わるまで大人しゅうしといてや」

「か、描き終わるまで？　わたしを描いているんですか？」

「他にスケッチ対象になるようなもんが此こ処こにある？　おっ、後はこの線を付け加えて───うしっ、出来た。我ながらよう描けとるな。キミも見てみい」

　カノジョはスケッチブックの一枚目を本体から剥はがすと、手早く紙飛行機を折ってニキの方へと飛ばした。

　両手でキャッチしたニキは紙飛行機を分解して、内側に描いてある絵を眺めてみる。

　紙に描いてあったのは、確かに自分であるようだった。しかし、かなり簡略化されていて、お世辞にもそっくりとは言えない。まるでメルヘンチックな絵本に出てくるキャラクターのようだった。

「……これ。本当にわたしですか？」
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「なんね、その冷めた態度は？　失礼なやっちゃな。可愛かわいい顔がさらに可愛いなったやろ？」

　カノジョはスケッチブックを脇わきに抱かかえて、石碑の上から飛び降りた。落下速度は不思議と緩ゆるやかで、軽い木の葉がフワリと落ちるみたいに着水する。

「キミとは初めましてやね。ウチは霊樹《シュレイド》に宿る神籬ヒモロギ。まっ、ややこしいからシュレイドって呼んでくれてかまへんよ。ホンマは『シュウちゃん』とか呼んでほしいねんけど、霊樹師ちゅう輩やからはみんな頭が固くてな。誰だれもそう呼んでくれへん。キミはどう？」

　ニキは、カノジョの突とつ拍ぴよう子しもない明るさに面めん食くらった。イメージと全然違う。

「す、すみません。わたしも前者の方で呼ばせてもらいます」

「なんね、つまらん。可愛い顔しとるくせに」

　シュレイドは拗すねたみたいに頬ほおを膨ふくらませた。生きてきた年月だけで言えばもう云うん千ぜん歳さいだろうに、神籬ヒモロギというのはみんなこんな感じに幼いものなのだろうか？

「んま、こんな若くて可愛らしい娘むすめさんが《対話》を図はかってきたのは初めての経験やし。ウチもこう見えてテンション上がっとるのよ。多少の無礼は許しといたるわ」

「は、はい……。ありがとうございます……」

　どうしてお礼を言わなきゃいけないのか不明だったが、ここは流れを読んで頭を下げておいた。神籬ヒモロギの気分を少しでも害せば、《対話》が成り立たない可能性もある。

「そ、それで、シュレイドさん。ここは何ど処こなんですか？」

「何処て。ウチら神籬ヒモロギと、霊樹師の『謁えつ見けんの間』や。地上と霊樹の狭はざ間まに存在する空間って言えば分かりやすい？　神籬ヒモロギはみんな、各々に固有の『謁見の間』を持っとる。……キミ、もしかして実際に《対話》するのこれが初めて？」

「い、いえ。霊樹《イリューネ》と一度だけ。……失敗してしまったようなものですけど」

「ああ、イっちゃんか。あの子はウチらん中でも特別新顔やからね。まだ神籬ヒモロギとしての機能が整ってなかったんやろ。成長するのを楽しみにしとったんやけどな」

　カノジョの言葉に翳かげりが差す。ニキは申し訳なさのあまり、目を合わせることさえできなくなった。人間だけじゃない、神籬ヒモロギもイリューネが消えてしまったことを悲しんでいる。

「すみま……せん……」

「ん？　どうしてキミが謝るの？」

　呆ぼけた顔をするシュレイドは、誰がイリューネを伐きり倒たおしたのかを知らないようだった。

　正直に言わなければならない。たとえ、どんな反応を返されたとしても。

　神籬ヒモロギを騙だますなんてこと、絶対にしたくないから。

「イ……イリューネを殺したのは───わたしです。彼女はとても弱っていて……すごく苦しそうに見えて。そうするのが一番だと思って。言い訳にしかなりませんけど……」

　責められるのが恐こわかった。人間だけでなく、霊樹や森、自然そのものから責められるのが。だけど、嘘うそをついたって事実は変わらない。事実をひた隠かくしたまま、この先、霊樹と関わっていくなんてとても耐たえられない。

「……ごめんなさい」

　ニキは誠心誠意を込めて頭を下げる。この場から追い出されるのも覚かく悟ごの上だった。

　シュレイドは片眉まゆをつり上げて、頬をポリポリと掻かく。

「ん……そうか。ありがとう」

　ニキは驚いて顔を上げる。

「お、怒おこらないんですかッ？　わたしを責めないんですかッ!?　イリューネを、あなた達の仲間を殺したんですよ!?」

「んー。怒るもなにも、キミたちがあの子を倒したことくらい、フツーに知っとるし。なぜに今いま更さら、ウチがキミを怒らなあかんの」

「し、知ってたんですか……？」

「うん。この大陸で起こったことなら、大たい抵ていは風が運んで教えてくれる。ウチら神籬ヒモロギに、知らないことなんてほとんどあらへん」

　知っていた……。肩かたの力が一気に抜ぬけて、ニキは危うく尻しりもちをついてしまうところだった。なんとか力を入れ直して踏ふみとどまる。

「なら、どうして……？　どうして、わたしなんかと《対話》する気になったんですか？」

「『なんか』とは自分に対して失礼な表現やでキミ。キミを想ってくれる者達に対しても失礼や。そういう言い方しちゃあかん」

　シュレイドの言葉で、ティディの話を思い出した。もう暗く考えたり、弱音を吐はいたりするのをやめようと心に決めていたのに。

「言っとくけどな。キミが、イリューネを救えなかったことを不ふ甲が斐いないと感じるのはお門かど違ちがいやし、本気で救えると思ってたならとんだ高こう慢まんちきや。あれはどうにもならんことやった。あの男は、もう何千年も前からウチらとドンパチやらかしてる筋金入りの化物。たとえ高名な霊樹師でも、人間一人がどうにかできる相手やあらへん」

　シュレイドの口調の端はし々ばしに、苦々しさの感情が色づく。

　あの男。広義な意味を孕んでおきながら、ただ一点のみに絞しぼられるその対象。

　ニキの表情も険しくなった。

「あなたは、大陸のほとんどを知っていると言いました。なら、イリューネを苦しめた張本人、あのアビ＝トランズフェストという司教についても何かご存知なのですか？」

　ニキの問いかけに、シュレイドは渋しぶい顔をした。脇に抱えていたスケッチブックを持ち上げると、色鉛筆を持ってサラサラと何かを描えがき始める。一枚目が仕上がると、次に二枚目、三枚目と。尋じん常じようじゃないスピードでペン先を走らせた。

「……ホンマは。人間同士の争いに波風立てるようなことはしたくあらへん。ウチらは人間が好きや。そら酷ひどいこともぎょうさんしよるけど、それ以上に温かい心があるのを、ウチらは知っとる。せやから霊れい樹じゆ師しに如い何かなることを訊きかれようとずっと黙だまってきた。争うのは、ウチらだけでええと思った」

　カノジョは描き上がったスケッチブックをニキの方へと差し出す。

「せやけど。あの男は違ちがう。ウチらだけじゃ飽あき足らず、人間の皮を被かぶり、人間を巻きこんで。とんでもないことやらかそうと企たくらんどる。このままじゃあかん。人間はあの男に誑たぶらかされて、確実に破は滅めつの道を行く」

　描かれたスケッチブックの一枚目には、一人の神父と幼い女の子がニコニコと笑って手を繋つないでいる光景が描かれていた。

「ウチらは決めた。あの男を止めるため、最も信しん頼らいのおける人間にこの事実を話そうと。そして待っていた。キミが、ウチらの誰かを訪ねてくるんを」

　シュレイドの淡い水色の双眸の中で、鮮せん烈れつな火花が散るのが垣かい間ま見えた。

　カノジョはニキに語り始める。

　昔々に起こった、一人の神父のおとぎ話を。




　　　　４




　第二級霊樹師ティディ＝アグカルトが周囲の異変に感付いたのは、ニキ＝ミスクライラが霊樹との《対話》状態に入ってからほどなくしてのことであった。

　霊樹の健康チェックをある程度まで終えた彼女は、役人のオドガーに水すい筒とうのお茶を注がせつつ、短い休きゆう憩けいに入っていた。

　お茶に一口、口をつけたときのことだ。

　畔ほとりの方から、一隻せきのボートが湖の上を漂ただよって、こちらへ近付いてくるのが見えたのは。

「……なにかしら、あれ？　ちょっとオドガー！」

　乱暴に呼び付けると、彼はすぐさま隣となりにまで駆かけてきた。

「はい、なんでしょうかッ？」

「今日、わたくし達以外に、霊樹《シュレイド》に近付くことを市長に許可された人間っているかしら？」

「いえ、私の記き憶おくによると、おりませんッ」

「じゃあ、あれはなんですの？」

　彼女がついっと視線を向けた先には、一隻のボート。

　オドガーの顔色にサッと蒼あおみがかかった。

「そんな……他のボートはホルダーに取り付けて、鍵かぎを掛かけておいたはずなのに……。おーい、そこの人ぉ！　こっから先は部外者立ち入り禁止ッスよー！」

　オドガーはブンブンと腕うでを振ふりながら叫さけんだ。注意しただけで引き下がるような奴やつなら、初めから無断でボートに乗り込んだりしないだろうに。

　ティディは、霊樹に触ふれたまま直立不動の状態になっている同どう僚りようを振り返る。彼女の精神は今、神籬ヒモロギの元へと飛んでいるらしい。出来れば部外者に邪じや魔まはされたくなかった。

「まったく。どこのモノ好きかしらね」

　荷物が置いてある場所まで行き、そこから小型の双そう眼がん鏡きようを取り出す。レンズをボートに向けて覗のぞき込んでみた。

「あれは……教会の司教？」

　接近してくるボートの上に立っていたのは、十字クロスの紋もん章しようが胸に入れられた黒衣を纏まとった、若い男だった。霊樹とは全く関わりのない教会の司教が、こんな場所に何の用だろうか？

　不ふ吉きつな予感がする。口ではうまく説明できないが、あの若い司教からは生理的に受け付けない嫌けん悪お感かんのようなものを覚えた。

「すみません、アグカルトさま。今すぐに、追い払はらって来ますんでッ」

「あ、待ちなさい！　ちょっとオドガー！」

　根の上を走って行くオドガーを呼び止めようとした瞬しゆん間かん。

　双眼鏡から見えていた司教の姿がフッと消えた。

　ボートの船底に身を隠かくしたとか、湖に飛び込んだとか、そういうのじゃない。文字通り、風に吹ふかれた煙けむりの如ごとく、その場から完全に消失した。

「うそッ!?　どこに───!?」

　もう一度、双眼鏡を覗き込んで確かく認にんしようとした。

　……が、その前に。首筋にねっとりと纏わりつく、何者かの不快な視線を感じた。

　ティディが気配を察して振り返った時には、既すでにソレはそこに居た。腕を振りかざし、今まさに自分の体へ打ち下ろそうとしている体勢で。

「くッ!?」

　転がるように横に跳とんで、ティディは彼が繰くり出した一いち撃げきをかわした。

　標的を失った五指は空を薙なぎ、足場となっている霊樹の根に突つき刺ささる。

「アグカルトさまッ!?」

　不ふ審しんな物音を聞き付けたオドガーがすかさず振り返って奇き声せいを上げた。

「き、ききき貴様ッ。何者だ───」

「来るんじゃありませんわ、オドガー！」

　ティディのただならぬ咆ほう哮こうが、オドガーをその場で立ち止まらせた。

　目の前で笑え顔がおのまま地面から指を引き抜いている彼を見ているだけで分かる。こいつはヤバい。その危険を表現するのに自分の持ち合せる語ご彙いだけでは到とう底てい足りない。

「こんにちは、霊樹師のお嬢じようさん。ご機き嫌げんいかがかな？」

「はッ。殺す寸前だった相手にご機嫌を伺うかがうもんですの、教会の司教というのは？」

　ティディは額に冷ひや汗あせが流れるのを感じた。意図せずとも、足元が竦すくんでいる。

　まさか恐がっているというの？　このわたくしが一いつ匹ぴきのど庶民如ごときに？

　ふんッ、冗じよう談だんじゃありませんわ!!

　ティディは体の中に蔓延はびこる情けない感情を追い払った。震ふるえはピタリと止まる。

「……おや。瞳ひとみから怯おびえの色が消えたね。そうとも、僕は怯える必要があるような恐い人間なんかじゃない。市民のために存在する、善良な神父さ」

「善良が聞いて呆あきれますわね！　善良な人間は、女の子を引っ掻いたり、部外者立ち入り禁止の場所に踏み込んだりはしませんわ！」

「失敬だな。僕は部外者じゃないぞ。古い友人に会いに来たんだ。付き合いの長い、とても古い友人に。出来れば僕達の再会に水を差してもらいたくないんだけどな。じゃないと彼女に伝えられないじゃないか」

　司教の笑顔に明確な狂きよう気きが宿った。

「お別れの言葉が、ね」

　ティディの全身の毛が逆立つ。強きよう烈れつな悪お寒かんが脊せき髄ずいを走り抜け、脳に直ちよく撃げきし、絶対零れい度どの痺しびれが迸ほとばしった。防衛本能が体に臨戦態勢を取らせて、右みぎ腕うでは水面下の水草に向けられる。

「奴の死骸はチエツバツサ・ロ・穴だらけギロ・レ・ミザ！」

　言こと霊だまを喉のどの奥から張り上げた刹せつ那な。

　水中から大量の水草が浮うき上がり、絡からみ合うようにして集約していく。

　細身の円えん筒とう状に固まったそれは、長槍やりの形を成した。ティディは水草によって形作られた長槍を掴つかみ取り、頭上で大きく振り回してから鋭えい利りな先せん端たんを相対する司教へ向けた。

　司教は両手を上げて、おどけたように身を竦ませてみせる。

「随ずい分ぶんと汚きたない言葉だね。森の言霊でここまで下げ衆すな響ひびきを持ったものは初めて聞いたよ」

「わたくしはお利口な他の霊樹師とは違って、最高にエレガントな女ですのよ。敵を戮ころす言霊の扱あつかいなら、第一級霊樹師にだって劣おとりませんわ！」

　ティディの激しい一いつ喝かつ。槍の先端が空を裂さき、司教の胸を目め掛がけて穿うがとうとした。

　彼は回転を加えた動きでそれを受け流し、回りながら背面へと大きく跳ちよう躍やくする。

　ティディは左ひだり腕うでを槍の前方に添そえ、右腕は後ろに、玉たま突つきをするかのような構えで突とつ撃げきした。着地地点を狙ねらい、連続で突きを繰り出す。司教は左右に揺ゆれるようにステップを踏みながら、スルッスルッと切っ先の狙いから抜けていく。

「まだまだぁ！　わたくしの真骨頂はここからですわよ！　───その首、刎ね飛ばせジユラガツハ・ラ・ギヤツゾ!!」

　渾こん身しんの突きが右方向へと避さけられた瞬間、言霊を受けた長槍が、ハラハラと先端からほどける。先端は獲え物ものが逃にげた右へと大きく湾わん曲きよくし、大おお鎌がまの形状となって再構築された。

　巨きよ大だいな水草の刃やいばが包み込むようにして、敵の背中を捉とらえた。その時間、僅わずか一秒足らず。急速な形態変化に司教は反応しきれなかった。かろうじてしゃがみ込むことで振り抜ぬかれた大鎌の刃を潜くぐり抜けたが、遅おくれた左腕の肘ひじに刃は先さきが食い込み、無残にも飛んだ。

　司教は片かた腕うでを失った状態で、その場に跪ひざまずく。

　左腕の切り口からは大量の鮮せん血けつが流れ落ち、根の上を伝って湖を紅あかく染め上げた。

　しかし、まだ油断はできない。ティディは大鎌の刃を、彼の首の後ろにかけるようにして構えた。一ミリでも不審な動きをすれば首を刎ねる。その覚かく悟ごで。

「イタイな……。意識が飛びそうなほど痛い」

「その痛みは、愚おろかにもわたくしに牙きばを剥むいた報むくいですわ。さあ、答えなさい。アンタは何者で、どうしてわたくしを狙ったんですの？　洗いざらいに白状すれば、これ以上は痛めつけないでおいてあげますわ」

　鎌の刃を引き寄せ、薄うす皮かわ一枚裂く程度に押し付ける。

　司教は首の後ろにピッタリと張り付いた水草の刃を無感動な目で見やり、肩かたで息いきを切らせた。血液を失なくしている所せ為いか、顔色は真っ白だった。

「……君は。とても強いんだな」

「当たり前でしょう。わたくしはいつか特級霊樹師マスターにまで上のぼり詰つめる女ですわよ」

「違うよ。力量の話をしているんじゃない。心根の話さ。君は揺るぎない信念と、満ち溢あふれる自信で輝かがやいて見える。その中心にいるのはいつだって己おのれだ。……イイ、実にイイ。まるで人間の象しよう徴ちようじゃあないか」

　痛みで歪ゆがんでいた彼の表情に、薄うす気き味み悪わるい微笑ほほえみが戻もどってきた。

　ティディは思わず怯ひるんで、少し身を引く。

「よ、余計な口を叩たたくんじゃありませんわ！　わたくしの質問にだけ答えていれば───」

「穏おん便びんに済ませたかったけど、君の心を折るのは時間がかかりそうだ。計画を変へん更こうしよう」

　彼が遮さえぎるように告げた直後、ティディの手に握にぎられた水草の大鎌が急激に萎しおれ始めた。

　いや、萎れたというのは適切な表現ではない。

　大鎌は、彼の首に押し付けてある刃の部分から、彼の傷口に吸い込まれてしまった。どのような原理でそのような現象が起こったのか、ティディが知る由よしもない。

　とにかく、手持ちの武器を失った。形勢逆転だ。早く新しい得物を───。

「奴の死骸はチエツバツサ・ロ・ギ───!!」

「無む駄だだよ」

　彼は残った右腕を伸のばして、自分の足元にある水面下から上じよう昇しようしつつあった水草を掴つかんだ。水草は一いつ瞬しゆんで彼の手の平に吸収される。

「くそっ！　我等の敵をヴオル・ラ・ラヴア───あぐっ！」

　猛もうスピードで急接近してきた司教の右手が、ティディの首を鷲わし掴づかみにした。

　言霊は途と中ちゆうで破は棄きされ、そのままゆっくりと上へ持ち上げられる。尋じん常じようならざる力を有した指が、首筋の肉に食い込み、喉の骨が激しく軋きしむ。

「か……ぁ……ッ！」

「やめなよ、限りなく無意味だ。君達じゃ僕を殺すことは敵かなわない。全すべての生命は僕に服従するよう出来ているんだから。君達人間が僕をそう作ったのだから」

　ティディは自分の体を持ち上げている司教の体を滅め茶ちや苦く茶ちやに蹴けり飛ばした。

　だが、彼は痛みに表情を歪めるどころか微び動どうだにしない。

「しかし、よくも痛めつけてくれたね。人間に対しては割と友好的な僕も、これには流石さすがに腹が立ったよ。まあ───」

　彼は肘の下から切り落とされた左腕をかざした。

　濃こい緑色をした平たく細い無数の物体が、傷口から生き物のように這はい出てくる。それは水草だった。彼が右手や首の傷から『食った』大量の水草。

　意識が飛んで行く中、ティディは信じ難い光景を目にする。

　絡まり合った水草は、彼が失ったはずの左ひだり肘ひじから下の腕うでを再生させた。

　しかも、ただ形だけを真ま似ねただけではない。草の葉は徐じよ々じよに血の気を孕はらみ、生物味を増し、やがて彼の肉体と完全に馴な染じんだ。

「すぐに元に戻るけどね」

　屈くつ託たくなく笑う彼の零こぼれそうな微笑みが、悪あく魔まの嘲ちよう笑しように見えた。

　意識が飛び飛びになりながらも、ティディが辛かろうじて思ったことは一つ。

　───こいつ、人間じゃない……!?

「君は僕が何者かと訊きいたね。残念ながら、僕自身も自分の明確な正体が分かってないんだ。名はアビ＝トランズフェストであるが、それは僕の肉体の名であって、僕自身の本質を指してるわけじゃない。……ただ、一つだけハッキリしていることがある」

　司教は、既に半分気を失いかけているティディの体を引き寄せる。

「僕の役目は地上全ての生命を食くい潰つぶすこと。そういう風に生まれて、そういう風に育てられた。君達人間が、僕をそう作った。僕はより効率的に、より正確に、その遺伝子に組み込まれた行動を再現するだけ。それが僕という存在だ」

　眼光が貪どん欲よくな光をギラギラと映し出す。

　司教は……アビ＝トランズフェストは。

　己のうちから湧わき出る衝しよう動どうを抑えるのに苦労していた。この娘むすめ、食ってしまいたい。肉片さえ残さず、血液の一ひと滴しずくまで啜すすり尽つくして、骨まで丸ごと。

　───っと。

　突とつ然ぜん、背中に鋭するどい痛みを感じた。

　刃は物もので皮ひ膚ふを撫なでられた時と同じ感覚だ。痛い、痛い、痛い。

　アビがゆっくりと振ふり返ると……オドガーが震え慄おののきながら短たん剣けんを構えていた。

　その刃先には真っ赤な血がこびり付いている。

　オドガーは足元を頼たよりなく竦ませながらも、退こうとはしなかった。震える手と怯えきった目で、短剣の切っ先をアビへと向ける。

　アビは拍ひよう子し抜ぬけしたみたいに鼻から短い息を吐はいた。

「もしかして、この霊樹師を返してほしいのかい？　……いいよ、別に。ただ危険因子を排はい除じよしておきたかっただけで、彼女や君の生命に特別な興味はない」

　アビは、既すでに気を失っているティディを、オドガーの足元へ投げつけた。

　オドガーはすぐさま短剣を投げ捨て、ティディの体を抱かかえる。緊きん張ちようの糸が切れたらしく、半泣きで彼女の名を呼んでいた。

　アビは彼等に背を向けて、根の上を歩き始める。

　根元のあたりまでやってくると、霊樹に触ふれるようにして直立している少女を見つけた。纏まとっている衣服の雰ふん囲い気きはかなり違ちがうが、以前に出会ったあの霊樹師で間違いない。

　彼にとっては好都合にも、ニキ＝ミスクライラは《対話》の状態にあった。これなら霊樹《シュレイド》にこちらから会いに行ける。古くから付き合いのある、あの友人に。

「それじゃあ、行こうか。嘗かつての友人に最さい期ごの別れを告げに」

　アビは、動かないニキの背後にピッタリと身を寄せ、樹皮に触れている手と重ね合わせるよう、自分の手を置いた。目を瞑つぶり、神経を研とぎ澄すませる。

　彼の意識は神籬ヒモロギの元へと飛んだ。




　　　　５




「アビ＝トランズフェストは……既に死んでいる？」

　訊たずね返すニキに、シュレイドは深く頷うなずいた。

「正確に言えば、十年前に教会の策略によって命を落としとる。心優やさしく、律りち儀ぎな男やったからなぁ……。上の連中がやっとることがどうしても許せへんかったんやろ」

「待ってください！　わたしは確かに彼に会いました！　彼が蟲むしを使ってイリューネを苦しめている現場を目もく撃げきしました！　彼は生きていた！　生きて、霊れい樹じゆを傷付けた！」

　ニキは興奮していた。先日のことを思い出し、あの時の憎にくしみや悲しみや怒いかりが一度にぶり返してくる。

　息を荒あらくするニキを制しながら、シュレイドは肩を竦すくめた。

「ああそうや。でもキミが見たんは、アビ＝トランズフェストの肉体やろ？　挿さし絵えつけて話してあげたばっかやん。神父は毒を食わされて『やさしい心をうしなった』。つまり、その時に彼自身は死んだ。肉体のみを残して」

　ニキは、カノジョの難解な言葉遊びに息が詰まりそうになる。

「言っている意味が分かりません……。なら、あれは彼の肉体が勝手に動いてやったことで、彼自身の意思とは関係ないと？」

「んにゃ。正確にはそうやない。肉体にはちゃんと意思が宿っとった。それも、ものっそい性しよう悪わるで、食い意地が張ってて、とても手に負えない奴やつの意思が。それこそが『おもいびょうき』の正体。ウチらを何千年も蝕むしばみ続けた、化物そのものや」

　シュレイドは再びスケッチブックを開き、色いろ鉛えん筆ぴつを走らせた。

「よう考え直してみぃ、キミ。あの男の最大の武器はなんや？　どうやってあの男はイっちゃんを苦しめた？　あの男の拠より所どころはなんや？　集約点はなんや？」

　描えがき上げた絵を、カノジョはニキに見えるように胸の前で掲かかげる。紙に描かれた絵は実にシンプルで、何の絵であるかを理解するのに時間はかからなかった。しかしニキは事態をまだ呑のみこめずにいた。シュレイドの言う『集約点』を見み出いだせずにいた。

　スケッチブックに描かれていたもの。

　透とう明めいな小こ瓶びんの中に入った、小さな蟲。

「イリューネを蝕んだ……蟲？」

「そう。品種名は祁ぎ凱がい虫ちゆう。こいつを生み出した人間達がそう名付けた」

　ニキはスケッチブックに描かれた蟲を見つめる。

「これが……神父の意思に宿った『おもいびょうき』の正体だって言うんですか？」

「あたり。ここまで言えば、もう分かるやろ。アビ＝トランズフェストは、自分が反発した教会に『あまいオカシ』を食べさせられ、自分の聖堂に火を放った。本来ならそれで終わるはずやった。教会側もそう思っとった」

「でも、終わらなかった……。『おもいびょうき』にかかった彼は『やさしい心』をなくし、既に人間じゃなくなっていた……？」

　ニキは半信半疑に言葉を継つぐ。死んだアビ＝トランズフェストの肉体を突つき動かしていたものの正体が……本当にこの小さな蟲だったというの？

　シュレイドは頷き、話を続ける。

「そして奴は『となりの町の神父』───すなわち教会に、『もっとあまいオカシ』を作って、この大陸に振り撒まくことを提案した。同時期に教会は《祁凱虫》を使った新たな実験に手を出しとる」

「新たな実験……。一体それは───」




「おやおや。人の腹の中を根ね掘ほり葉は掘ほり探さぐろうなんて、君は意外と悪あく趣しゆ味みなんだな」




　神籬ヒモロギの『謁えつ見けんの間』の空間に、温おん厚こうな男の声が轟とどろいた。

　ニキとシュレイドは一いつ斉せいに息を呑む。

「ちッ。隙すき間まから潜もぐり込んできよったか」

　シュレイドが歯は噛がみすると同時に、二人の間の水面が山なりに盛り上がった。アメーバのように身み悶もだえるそれは人間の等身大まで膨ぼう張ちようし、華きや奢しやな男の体を再現する。

　表面に付いた水気が弾はじかれると、一人の若い司教がその下から姿を現した。

　ニキは二、三歩後退して姿勢を低く構える。

「アビ＝トランズフェスト……！　いえ、祁凱虫！」

「やあ、お嬢じようさん。まさか君からその呼び方をされる日がやってこようとは思いもしなかったよ。あの時に君の心は折ったつもりだったんだけどな。よくもまあ、以前の罪を忘れて、ぬけぬけと《対話》なんてする気になったもんだ。おかげで僕の本質が、国家連合の人間にバレちゃったじゃないか」

「黙だまりなさいッ！　何の罪もない女の子や……トランズフェスト司教や……森や霊樹を散々に傷付けておいて！　あなたはこれ以上、何をする気なの!?」

　はじめて会った時から、この男には得体の知れない嫌けん悪お感かんを抱いだいた。

　あの時とは、まるで別物に見えるけれど、その根本的な嫌悪は今も変わらない。

「随ずい分ぶんと酷ひどい言い様だな。傷付ける？　違うだろ。僕は君達にそうすることが存在意義だと定義付けられたんだ。……人は何な故ぜ、人を愛する？　愛に小難しい理由なんていらない。人は人を愛するために生を受けるんだ。それと同じさ。僕は『全てを食い潰す』ために生まれてきた」

「アンタの言葉は毒や。身も、心も、存在そのものが。全てを蝕む毒」

　シュレイドがニキに加勢するよう口を挟はさんだ。

「ウチらはずっとアンタと戦ってきた。滅ほろぼされては、再生し、再生しては、滅ぼされる。その繰くり返し。ウチらは今まで幾いく度どとなく、人間に助けを求めることが出来た。せやけど、それをしなかったんは何な故ぜだと思う？　人間を巻きこみたくなかったからや。大好きな人間を、くだらんいざこざに巻きこみたくなかった。それをアンタは……」

「語ご弊へいがあるな、シュレイド。君は昔からそうだね。人間が大好きで、その恵めぐみを惜おしみなく彼等に与あたえ、人間と共に生きようとする。たとえその人間に裏切られようと。……僕が悪の根源みたいな言い方するなよ。僕を生み出した根源は、君等を滅ぼそうとした真の根源は、紛まぎれもなく人間だろう？」

　彼の毒の言葉に、シュレイドは舌を巻いた。

　ニキもカノジョと同じように、何も口を挟めなくなる。

　その通り、元を辿たどれば人間が悪い。身勝手な理由で森を信しん仰こうし、逆さか恨うらみ、頼り、殺し。

　それでも霊樹達は人間を愛した。人間を巻きこまないようにと。人間の作った化物に蝕まれながらも、耐たえ、戦い、人間を愛し続けた。

　───ウチらは人間が好きや。そら酷いこともぎょうさんしよるけど、それ以上に温かい心があるのを、ウチらは知っとる。

　……人間の一人として不ふ甲が斐いない。申し訳が立たない、情けない。

　霊樹師でありながら、カノジョ達のことなんてなにも理解できていなかった。カノジョ達が求めていたのは、崇あがめられるでも、感謝されるでも、信仰されるでもない。

　ただ、人間と一いつ緒しよに居たかったんだ……。

「いい加減に目を覚ませシュレイド。祁凱虫ぼくを生み出したのは人間。僕は人間の望みそのものなんだよ。だから、僕は彼等が望む夢を叶かなえようと思った。人間が頂点に立ち、万物を服従させる世界を作り上げてみせようと。それが僕の生み出された意味だから」

　違う。違う違う！

「そうじゃない！　そんなんじゃないッ！」

　ニキは叫さけんでいた。

　アビは目を丸くしてニキを見返す。

「よく言うね。君だって森や木々を愛していると嘯うそぶきながら、イリューネを見殺しにしたじゃないか。今まで散々に利用しておいて、自分達に害をなすと分かった途と端たん、簡単に切り捨てる。彼女がどれほどの恐きよう怖ふと痛みを伴ともなったかも知らないくせに」

「違うわッ！　イリューネは……決して死んでなんかいない！　イリューネの生命は、今もあの森で生き続けている！　アークだって───《バリアント》のアーカイルド＝テンゼンだって『殺さない』と言ったもの！　そう言ってくれたもの！」

　……ようやく思い出せた。

　どうしてあのとき、自分がアークを信じる気になれたのかを。

　大地を存続させるために仕方なく？　ううん、そうじゃない。

　あのときの彼からは確かに強い意志を感じたんだ。イリューネを救いたい、絶対に助けるんだ……って。そんな彼を、わたしは信じたいと思えた。

　ニキの強い眼まな差ざしを受け、アビの表情に多少の怯ひるみと、困こん惑わくの色が浮うき出た。

　だが、それもすぐに引っ込み、大きな嘲ちよう笑しようへと変わる。

「くくっ……そうか。あの《バリアント》がそんなことをねぇ」

「何がおかしいの……!?」

「うん？　いやいや失敬。まさか霊樹師の君に、彼がそこまで頼たよりにされているとはね。……君は《バリアント》がどんな連中なのか、分かった上で言っているのかい？」

　ニキの瞳ひとみに不安の色が宿る。

　アビはそんなニキの動どう揺ようを愉たのしむみたいに微笑ほほえんだ。

「バリアント。森の言語を借りるならば、その意味は『断ち切る者』。彼等の一族は、森林が中ちゆう核かくを占しめるこの大陸で長きにわたり、木々を伐ばつ採さいすることを生なり業わいとしてきた。全すべては大地を存続させるため。誰だれもが厭いとい、忌いむべき行こう為いを、自ら率そつ先せんして」

　木を伐きり倒たおす。森を殺す。自然が生み出してしまった負の循じゆん環かんを断たち切る。

　アビの口が、そんな言葉を淡たん々たんと挙げ連ねる。

「自然も人間を殺す。それは霊樹《イリューネ》の一件で、君も充じゆう分ぶんに分かったはずだ。だからこそ、国家連合は必要としたのさ。人間に害を及およぼす可能性のある自然、それらが暴走の一いつ途とをたどった際に、自分達の代わりとなって止めてくれる誰かの存在を。そうだろう、シュレイド？」

　アビはニキの背中越ごしに、蒼そう髪はつの少女を見み据すえた。

　シュレイドは目を伏ふせて黙もくしている。ニキの疑問の視線にも、応こたえてはくれなかった。

「どういうことなの!?　分かるように説明してっ！」

「簡単さ、霊樹師のお嬢さん。君が身を置いている機関、国家連合も、結局は己おのれの保身に終始する薄うす汚ぎたない連中ってこと。彼等は霊樹や自然の重要性を鑑かんがみて、保護する方針を立てた。しかし、貴重な資源を目の前に、指をくわえて見ているだけってのも間ま抜ぬけだろう？　だから、自分達が自然の恩おん恵けいや資源を独ひとり占じめできる法を作った」

　それこそが、大陸法。

　アビの口がそう告げる。

「それは……自然を守っていくために仕方のないことであって……！」

「仕方がない？　笑わせるね。何なに故ゆえに国家連合の連中が《慈悲深き女神の涙ミステイア》なんて、人々にとって何の得にもならないような思想を流る布ふさせたと思っている？　霊れい樹じゆを信仰対象に据すえ、自然が大切だと人々の意識に刷すり込ませることによって、資源消費を削さく減げんすることに疑問を抱かせないようにするためだろう？」

　イヤだ、これ以上は聞きたくない。

　この男の言葉は毒だと……シュレイドの評した言葉が痛いほどに分かる。話を聞いているだけで、自分の信じているものが、揺ゆらぐ。何もかもが疑わしく思えてくる。

「だけど、それにも幾いくつかの弊へい害がいはあってね。自然を信仰する代だい償しように、樹きを伐ること、果ては資源として利用することを厭う傾けい向こうが生まれた。自然を殺すのは、罪の象しよう徴ちよう。必要な材木などを調達する責は、人権を剥はく奪だつされた罪人共に押し付けるとして───大規模な災害・自然の暴走をどうやって止めればいい？　国家連合は、自分達の代わりに泥どろを被かぶってくれる、その道の専門家を必要とした……」

　ニキは、自分の耳にも届くくらいの大きな音を立てて、唾つばをゴクリと呑みこむ。

「それが……バリアント……!?　アークさんだって言うの!?」

「思想を利用し、犠ぎ牲せいとなる者を利用し。国家連合も教会に負けず劣おとらず愉ゆ快かいな連中さ。……君だって人のことは言えないよ。彼を利用しているくせに、よくバリアントが云うん々ぬんと言えたものだね。そんな君に対して、彼はどんな気持ちを抱いて接していたのかな？　まあ今となっては、それも知る由よしのないことだろうけど───」

　アビはそこで話を切った。

　突とつ然ぜん、大きな地鳴りがしてシュレイドの『謁見の間』が揺れ始めたのだ。

　直立さえしていられないほどに、湖の水面が激しく揺らぐ。

「な、なに!?」

「いよいよ始まったようだ。古い友人に最さい期ごの挨あい拶さつをしにきただけのつもりが、とんだ無む駄だ話ばなしになってしまったな」

　アビはやれやれと首を振ふり、黙りこんでいたシュレイドに向き直った。

「僕はもう出て行くけれど。一応、言わせてもらうよ。さよなら、シュレイド。人間が大好きだった君は、すぐに君でなくなる。根元から折れて、身も心も人ぼ間くの物になれ」

「口説き文句にしては出来が悪いな。ウチからも言わせてもらうで。『おとといきやがれ』」

　シュレイドが舌を突き出して挑ちよう発はつすると、アビは穏おだやかに微笑み返した。次の瞬しゆん間かん、足元から融ゆう解かいしていき、その場から跡あと形かたもなく消えてなくなる。

　彼が消えても、空間の地鳴りは大きくなる一方だった。

　シュレイドは素す早ばやく踵きびすを返して、ニキを振り返る。

「キミ。もうあんま時間がない。よう聞きや」

　ニキの肩かたに手を置いて。

「あの男は、ウチを外側から折ろうとしとる。神籬ヒモロギのウチを弱らせ、表に引きずりだすために。ウチは今まで、あの男の謀ぼう略りやくからなんとか逃のがれてきた。今だって『謁えつ見けんの間』まで入りこまれても、存在を奴やつに譲ゆずらんかった。でも、流石さすがに今回は危ない。あの子の手で折られたら、ウチはもう立っておれんようになる。あの男に身も心も食くい潰つぶされてまう」

「ま、待ってください！　いきなりそんなこと喋しやべられても分かりません！　彼の真の目的は一体なんなんですか!?」

　ニキは肩に置かれた手を握にぎり返しながら涙なみだ声ごえで訴うつたえる。

　今起こりつつある異常、そしてアビが語ったアークについてのこと。一気に事が押し寄せてきて、頭の中がグチャグチャだ。

　想いを察したらしく、シュレイドは心底すまなそうに目を伏せた。

　それでも、また強い眼差しを向けてくる。

「『もっとあまいオカシ』。あの男はその甘い誘ゆう惑わくで、教会の人間を誑たぶらかした。……それはウチらを自分の色に塗ぬり潰すこと。神の座から引きずりおろし、自分の意のままに動く人間にすること」

　カノジョの言葉が、ニキの胸に急速に広がっていく。

「神籬ヒモロギを……人間に？　そんなことって……」

「すまんけど、実現可能か不可能かなんて論じてる場合やあらへん。現にあの子は奴の手に落ちた。堪かん忍にんな、キミ。外に戻もどったら、キミにとって辛つらい再会が待っとるかもしれん。せやけど、ウチらは満まん場じよう一いつ致ちでキミに賭かけることにした。キミと、バリアントの少年に全てを託たくすことにした。だから、全てを話した。決めとったんや、あの時から。あの時、キミらがあの子を救おうと奮起してる姿を見てからずっと」

　シュレイドが、ニキの肩をトンッと軽く押した。

　すると、ニキの体は水面へと沈しずみ始めた。

　慌あわてて這はい上がろうとしても暴れるだけ深く沈んでいく。

「シュ、シュレイドさんッ!!」

「外に戻ったら、まずはバリアントの少年を探すんや！　ウチが彼のとこまでキミを導いたる！　そんで、キミらであの子を救ってやってや！　あの子は今も独りで泣いとる！　独りで恐こわがっとる！　あの子は───イリューネがキミらを待っとる!!」

「…………!?」

　まだ訊きき返したいことはたくさんあったが、既すでにニキの体は旋毛つむじまでとっぷりと水中に浸つかっていた。そこからさらに奥へ。水底の深しん淵えんへと落ちていく。

　最後まで水面上からこちらを見つめていたシュレイドの口が動いた。

　音は伝わらなくとも、カノジョがなんと言ったか、ニキにはちゃんと分かった。

『───自分を信じて───』




　　　　６




「───ぷはっ！」

　ニキは霊樹《シュレイド》の根元付近の水面から、地上へと顔を出した。

　何な故ぜそんな所から出てきたのかなんて考えている猶ゆう予よはなかった。

　今、水面からは、霊樹《シュレイド》の他にもう一本、巨きよ大だいな体格の樹木が顔を覗のぞかせている。太さ、高さ、樹皮、葉、枝先まで。一目、見ただけでニキはその大樹がなんであるのかを理解した。とても懐なつかしい面おも影かげ。とても懐なつかしくて、とても悲しいその面おも影かげ。

「イリューネ……！」

　レインガーデンの中心に位置するセイム湖からは、ルディオの大地に根付いていたはずの大樹、霊樹《イリューネ》が、霊樹《シュレイド》と並び立つようにして浮き出ていた。

　伐り倒したはずのイリューネがどうして此こ処こにあるのか……などという疑問は虚むなしいだけ。この空間は明らかに異常の場と化していた。

　湖の畔ほとりの方ではその異常な光景を見ようと多くの野や次じ馬うまが集まっている。

　この世の終わりのような画えに、誰もが言葉を失っていた。

「───ニキ！　ニキ＝ミスクライラ!!」

　甲かん高だかい女の叫さけびが、すぐ近くでした。

　それは同どう僚りようの霊樹師である、ティディ＝アグカルトのものであった。

　霊樹《シュレイド》の根の上に立っている彼女は、役人のオドガーに肩を貸してもらっている。酷ひどく弱っているように見えたが、瞳に宿るいつもの強気は失われていない。

「ティディ！　何が起こったの!?」

「分かりませんわ！　ただ、いきなり現れた妙みような司教が何かやらかしやがりましたの！」

　司教という単語で、ニキはハッと思い至る。

　そうだ、アーク。まずはアークを探さなければ。

　シュレイドの話によると、彼女が彼の元まで導いてくれるということだったが……。

　霊樹《シュレイド》を仰あおぎ見てみる。

　もちろん《対話》をしていない状態の彼女が口を利きくはずもなかった。しかし、ニキは言葉とは別のものを彼女から読み取る。

　───蒼あおい光。

　僅わずかにではあるがうっすらと、シュレイドの樹皮に一本の蒼い光の筋が通っているのが見えた。光の筋は真まっ直すぐ下に伸び、水中の根の先にまで続いている。

「これが彼女の導き？」

　だとすれば、アークはこの下にいることになる。酸素のない、暗くて深い水の下。

「なんでそんなところに……。でも、行かなきゃ。彼女の導きに従って」

　訝いぶかる気持ちもあったが、ニキはシュレイドを信じることに決めた。

　大きく息を吸って、肺に息を取り込む。

　そのとき、湖の水面が激しく波立った。ニキは危あやうく流されそうになる。

　波は畔まで打ち寄せ、野次馬達が悲鳴を上げて逃にげ出していた。湖に波が立つなどあり得ない。だが、そのありえない現象は、ありえない原因によって引き起こされていた。

「そんなバカな……！」

　ティディの愕がく然ぜんとした声を耳にしながら、ニキは息を呑のむ。

　……動いている。

　霊樹《シュレイド》の傍かたわらに並んでいる霊樹《イリューネ》が、下から伸のびる太く丈じよう夫ぶな根を脚あしのようにうねらせ、水面を滑すべるように移動していた。まるで己の意思を持った動物であるかのように。霊樹師の言こと霊だまもなしに、自力で。

　驚おどろきはそれだけにとどまらない。今度は樹木の中腹部から突つき出ている一ひと際きわ大きな枝の二本が、腕うでのように柔やわらかくしなって霊樹《シュレイド》の体を強く押し始めた。

　シュレイドが大きく揺れる。根に立っていたティディとオドガーは振り落とされそうな所をなんとか踏ふみとどまっていた。ニキも近くにあった根に掴つかまり、大きく揺れる水面の波は紋もんに流されないようにする。

　巨大な人間のような形になっている霊樹《イリューネ》は、助走距きよ離りを取るように根をうねらせて後退した。また体当たりを仕し掛かける気らしい。

「ちょっと、ちょっとぉ！　わたくしは夢でも見てるのかしら!?　森の言霊も受けずに、どうして木が歩いたりするんですの!?」

「ティディ！　オドガーさんと一いつ緒しよにシュレイドにしっかり掴まってて！　絶対に手を離はなしちゃダメよ！」

「は、はぁ？　ニキ＝ミスクライラ……アンタはどうす───ええ!?」

　困こん惑わくしているティディを他よ所そに、ニキは深呼吸して水中へと潜もぐった。

　水の中に目を凝こらすと、シュレイドの体に燈ともった蒼い光の宿る、一本の根を見つけた。

　ニキは器用に水草などを避よけながら、その根を辿たどるようにして深く潜っていく。

　下に進むほど他の根も少なくなり、最後にはその光る根だけが残った。最も長く、そして最も深い位置まで脚を伸ばした根を追っていくと、ついにその先せん端たんへと辿り着く。

　根の先端は、水底に深々と突き刺ささっていた。だが、その水底の様子は少し変で、自然の岩と言うより、人工的に意図して削けずられたような平らな形をしていた。

　そして、その人工的な水底は大きく縦に裂さけていて、内部に部屋のような空間が広がっている。ニキは水上の動向を一いち瞥べつで確認しつつ、その部屋のような空間へと進んだ。

　裂け目を抜ぬけると、彼女はすぐに目的のものを発見した。

　ショックのあまり、肺に溜ためた酸素を吐はき出しそうになってしまう。

　……アーカイルド＝テンゼンは、全身を樹木の杭くいで打ちつけられ、壁かべに磔はりつけにされていた。

　傷口からはユラユラと紅あかい血が流れ出ている。

　気を失っているだけなのか、それとも既に死んでいるのか。それすら区別のつかないくらい、悲ひ惨さんな状じよう況きようだった。

　ニキは強く水を蹴けり、アークの元まで近付く。

　まずは右みぎ肩かたに打ちつけられた杭に手を掛かけ、思いっきり引っ張った。しかし、杭は彼の体を貫かん通つうし、壁にまで突き刺さっている。ニキの力では到とう底てい抜ぬけそうにもない。

　ニキは考えた。こういう場合、無理やりに解決しようとしたって時間の無む駄だだ。わたしの特異を活いかした、わたしにしか出来ないやり方で、解決する。

　答えはすぐに思い当たった。彼の体を貫つらぬいているのは樹木の一部。ならば、森の言霊で動かすことはできないだろうか？

　ニキはアークの右肩の杭にもう一度手を掛けた。水中で言葉を発することは出来ない。ならば、それを心の中で強く思い描えがき、己おのれの血肉を通して相手に伝達させる。

　───動けラブソ！

　思念の波が肉体を伝い、触ふれている杭へと流れる。だが、弱い。彼の体を貫いた杭はピクリとも動かない。やはり、言葉に乗せて紡つむがなければならないのだろうか？

　───動けラブソ!!

　このままでは彼が死んでしまう。生きて、言葉を交かわすことが出来なくなってしまう。

　まだ謝っていないのに。まだお礼も言ってないのに。

　お願いだから、彼を助けてあげて……！




　……瞳ひとみから滲にじみ出た涙なみだが、その強い想いを宿らせて、水の中へと溶とけた。




　そのとき。

　水すい没ぼつした部屋の奥から、小さな何かがフワフワと漂ただようようにして、ニキ達に近付いた。

　ニキは、水底からこちらへ向かってくる四つの幼い人ひと影かげを視し認にんする。

　長い蒼の髪かみ。どこかで見覚えのある容姿。みんな同じ顔、同じ姿。

　何故、こんな所に女の子が居たのかなんて分からない。ただ彼女達はそこに居て、統制のとれた動きでニキ達の元へと泳いできた。

　彼女達は壁に磔にされているアークに触れると、ニキの方を見て、微笑ほほえむ。

　一人目が、彼の右肩の傷に口づけした。途と端たんに突き刺さっていた杭が朽くちて、出血が治まる。そして、傷口も塞ふさがった。役目を終えた少女はニッコリと笑い、樹木で出来た杭と同じように、溶けるようにして朽ちた。

　二人目は彼の脇わき腹ばら、三人目は彼の左太もも。

　傷付き穿うがたれた場所に口づけ、傷を癒いやし、微笑みながら朽ちてゆく。

　その様子を、ニキは悲しいと感じた。涙が溢あふれ出て、嗚お咽えつが漏もれそうになる。

　アークを拘こう束そくしていた全すべての杭が消えた。彼はゆっくりと水の底へ落ちる。

　最後の四人目が、彼の左手をすかさず掴んだ。

　彼女の淡あわい水色の双そう眸ぼうが、ニキを見つめる。すっと地上に指を向けて小さく頷うなずいた。まるで「一緒に行こう」と言っているみたいだった。

　呆ぼけていたニキはすぐに我に返り、彼女に頷き返す。

　アークの右手を掴み、一緒に地上まで引っ張った。浮ふ上じようするにつれて、水流が次し第だいに激しくなる。イリューネが水上で暴れている証しよう拠こだ。押されているシュレイドはまだ持ちこたえているものの、根元からグラグラと揺ゆらぎ、いつ倒たおれてもおかしくない状況であった。

　地上の淡い光が見えてくる。肺に溜めた酸素が切れる寸前だったニキは、精せい一いつ杯ぱいに水を蹴った。あともう少し……あともう少し……！

　水面から顔を出す直前、引き上げようとしているアークの重みがズシリと倍加したように思えた。振ふり返ったニキの瞳に、ここまで一緒に来た蒼髪の少女が映り込む。彼女はアークから手を離していた。フワフワと水を漂い、彼の前まで移動して、首筋に腕を回す。

　とても……とても美しい眺ながめだった。

　少女はアークを包み込むように抱ほう擁ようして、彼の唇くちびるに自分の唇を重ねた。

　地上から差し込む光の筋が、彼等の姿を射抜くように照らす。

『───ッガボ!!』

　瞬しゆん間かん、全くと言っていいほど生きた気配のしなかったアークが、少量の血と共に大きな泡あわを吐き出した。繋つないでいる手からも生命の温かみが伝わってくる。

　少女はニッコリと笑うと、アークから体を離して水の中へとフッと溶けて消えた。

　ありがとう。ニキは心の中でお礼を言う。彼を助けてくれてありがとう。わたしの願いを聞き届けてくれてありがとう。

　さようなら。
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　ニキは水中から上がった。

　水上では霊れい樹じゆ《イリューネ》から、霊樹《シュレイド》への、捨て身の体当たりが未いまだに繰くり返されている。彼女達が揺れる度たび、水面には小規模な津つ波なみが巻き起こった。

　息を吹ふき返したばかりで苦しそうに咳せき込んでいるアークを、ニキは自分の体へ引き寄せ、しっかりと抱だく。

「掴まってください！　流されたら終わりですよ！」

「……ゲホッ……ニッキー……？」

　アークは思考がまだ機能していないらしく、虚うつろな目をしていた。

　なんにせよ、このままここに居ては危ない。ニキは彼を抱きながら、最も手近にあったシュレイドの根へと泳いで移動した。どこか力の入らない彼に手を貸し、ようやく根の上へと這はい上がる。

「はぁ……はぁ……」

　相当の時間を水中に潜って呼吸を止めていたため、動どう悸きが激しい。ニキはひとまず呼吸が落ちつくまで地面に伏ふせ、息を荒あらくさせていた。

　アークはシュレイドの本体へと寄り掛かり、呼吸を整えながら、暴れ回るイリューネの様子を窺うかがっている。

「アークさん……はぁ……イリューネが……はぁ……シュレイドを折ろうとして……」

「……ああ。見りゃ分かるよ。あのクソ神父の研究とやらは、マジだったみたいだな」

「分かっているなら……！　イリューネを早く止めないと！　彼女はあの男に操られてるんです！　このままじゃシュレイドまでもが───」

「ニッキー。お前はここで大人しくしてろ」

　アークの冷めた言葉が、ニキの焦しよう燥そうに水を差した。

「アークさん……？　今、なんて……？」

「お前はここにいろと言ったんだ。イリューネは俺一人で止める。分かったな？」

　アークは視線を鋭するどくさせて、すぐさまイリューネの元へと歩み出そうとした。

　彼の服の裾すそを、素す早ばやくニキが掴み取る。

　ようやく動どう悸きが治まってきたニキは、不安に塗まみれた表情で彼をジッと見み据すえた。

「どうして……。どうして一人でとか言うんですかッ？　わたしも───」

「俺は今度こそ、イリューネを伐きる。その事実に、お前は耐たえられるのか？」

　ニキを見つめるアークの瞳は冷たかった。触れれば切れるナイフのように。

「自然を殺すこと。命を断たつこと。それを厭いとい、心を痛めるのは、当たり前のことだ。お前は優しすぎるんだよ、ニッキー。これ以上関われば、お前の心に大きな傷が残ることになるかもしれない。そうなる前に、手を引け」

　その一言で……突き放されたような気がした。

　アークが自分を気き遣づかってそう言ってくれているであろうことは、ニキにも分かる。

　でも、彼の心をすごく遠くに感じてしまった。

　司教の……アビ＝トランズフェストの言っていた言葉がここにきて心に染しみてくる。

　普ふ段だんのアークはヘラヘラと笑っていた。笑いながら、ずっと見ていたんだと思う。

　イリューネの死に苦しむわたしのこと、そして、そんなわたしが自分とは決して相あい容いれない存在であるということを。

　何かを守るために何かを断ち、誰だれにも理解されず、全てから否定されて。

　彼は幾いく度ど、そんな苦しみを越こえてきたのだろうか？

　分からない。それはきっとわたしの想像を遥はるかに絶する、長きにわたる苦しみ。

　それでも……それでも……！

　───誰から否定されようと、その道をたった一人で進み続けた。

「アーク……！」

　喉のどの奥から絞しぼり出すように言ったニキは、彼の手を強く握にぎりしめた。

「どうして！　一人で冷れい徹てつぶって、全てを背負いこもうとするんですか！」

　熱い雫しずくが頬ほおをポロポロと伝う。

「あなたはイリューネを殺すんじゃない、救うんでしょう!?　救いたいんでしょう!?　わたしだってイリューネを救いたいです！　苦しみから解放してあげたいです！　だから絶対に目を逸そらさない、もう迷わない！　わたしはわたしのこの想いを信じます！　だから───！」

　涙に濡ぬれる瞳で、目の前の彼を真まっ直すぐに見据え。

「アークもわたしを信じてください……!!」

　ニキの言葉は尻しりすぼみになり、最後は幽かすかな嗚咽だけになった。

　アークは、泣き崩くずれてもたれかかる彼女を、茫ぼう然ぜんとして見つめる。

　それから彼は、ばつが悪そうな面おも持もちになって、自分の後頭部を乱暴に掻かき毟むしった。

「……ったく。どんだけ泣き虫だよ、お前は」

　アークはニキの肩かたに手を乗せ、ゆっくり引き離はなした。

「───来い」

　右手を徐おもむろにかざす。彼の足元にある水面が激しく泡あわ立だったかと思うと、一筋の閃せん光こうと共に、緋ひ色いろの刀身が地上に現れる。

　その柄つかを握ったアークは、刃は先さきを天に向けて、片かた膝ひざを折った。

「《断ち切る者バリアント》の血において誓ちかう。全ての生命に折り合いを、滅ほろびから新たなる誕生への循じゆん環かんを───」

「ア、アーク……？」

「……誓いだ。生物は何かを殺す。殺すことで、己を生かす。だからこそ、俺達は誓う。その信念、その血筋、その誇ほこりにかけて」

　アークの表情に、彼らしい不敵な笑みが戻もどった。

「手を貸せ、ニッキー。今度こそあの子を……イリューネを救うぞ」

　言い放ったアークの言葉に、ニキは心が柔やわらかく解ほぐされるのを感じた。

　いつまでも泣いてはいられない。すぐに涙を払はらって、頷き返す。

「はいっ！」
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　枝葉が揺れる。幹が軋きしむ。根が割れる。

　霊樹《シュレイド》は幾度となく揺さぶりをかけられようと、ただジッと黙だまって耐え続けていた。霊樹《イリューネ》よりも巨きよ大だいな体を持つカノジョだが、長時間にも及およぶ苦痛と衝しよう撃げきで、疲ひ弊へいし始めている。

　ニキとアークは、イリューネがぶつかってくるシュレイドの正面に移動するため、水上から浮うかび上がった根を蹴けって進んでいた。正面にまで回り込み、水上に立つイリューネに目を凝こらす。根元から幹を遥か上に伝い、分ぶん岐きした枝の分かれ目、つまりイリューネの頭部にあたる場所。そこに小さな瞬またたきを見て取った。

「……いる。あそこに。肉体を持った神籬ヒモロギ、イリューネが」

　告げたアークが、素早く振り返る。

「ニッキー。シュレイドにイリューネの幹の上まで飛ばしてくれるように言ってくれ。人間の跳ちよう躍やくじゃあの高さまでは届かねえ」

　ニキは彼の注文に息を呑のんだ。

「む、無理ですよッ。シュレイドは今、かなり弱っています！　イリューネに痛めつけられながら、わたし達に手を貸すなんて……」

「できるさ。霊樹だって伊だ達てに何千年も生きてきたわけじゃねえ。この程度でくたばるタマでもねえよ。それに、人に『救ってくれ』だのと勝手に押しつけておいて、自分がなんもしねえなんてあり得ねえよなぁ……シュレイド？」

　アークは霊樹《シュレイド》の全容を視界に捉とらえたまま、意地の悪い口調でカノジョに語りかけた。すると、枝に茂しげった木の葉が忙せわしなくざわめく。

『───樹木使い荒いなぁ、キミ』

　ニキの耳には、彼女がそうぼやくのが届いた。

　霊樹師でもないアークに理解できたかは分からないが、彼は満足したようにほくそ笑えむ。

「よし。そんじゃ、シュウちゃんにお願いといこうぜ？」

「……バチ当たりです」

　とは言っても、やはり人間の力では荒あれ狂くるうイリューネの幹までは辿たどり着つけない。

　ニキは渋しぶ々しぶながらに彼の提言通り、シュレイドに力を借りることにした。

「ごめん、シュレイドさん。少しでいいから力を貸して」

　謝りつつ、ニキは森の言こと霊だまを紡つむぐために口を開こうとした。

　だが、すぐに視界の隅すみに異常な事態を捉とらえる。

「イタッ！」

　湖の水面が揺ゆれたかと思った矢先、水面から白い腕うでが飛び出して、ニキの足首を掴つかんだ。その握あく力りよくがあまりにも強かったので、ニキは膝ひざを折って悲鳴を上げる。

　飛沫しぶきを撒まき散ちらして、何かが水面から根の上に這い上がってきた。

「……シ、シム……さん？」

　全身から水を滴したたらせて、自分の足首を握り潰つぶさんばかりに強く掴んでいるのは、ルディオの村で仲良くなった村娘むすめのシムだった。村の滞たい在ざい時に最も多く関わった人物なので顔を見間ま違ちがうはずがない。

　しかし、今の彼女は以前に顔を合わせた時とは百八十度印象が違った。全身に重量感のある錆さび付いた鎖くさりを巻きつけ、ニタニタとした不気味な笑みでこちらを凝ぎよう視ししている。思わず悪お寒かんを感じてしまった。村ではあんなに親近感を持った彼女に、恐きよう怖ふさえ覚える。

「いけませんよぉ。せっかくあたしが痛い思いをしてまで仕留めたのに。あなたが助けちゃ意味がない。これじゃあ───神父さまが褒ほめてくれなくなっちゃうッ！」

　華きや奢しやな腕に尋じん常じようならざる力が籠こもる。

　くるぶしの骨が潰れそうに軋んで、ニキは絶ぜつ叫きようした。あまりの痛みに涙なみだが零こぼれ出る。

　素す早ばやく駆かけつけたアークが、手に持った長剣ブロードソードを下から掬すくい上げるように振ふるった。

　シムは腕を落とされる前に、ニキの足首から手を離し、背面へ跳とんで距きよ離りを置いた。

「……よお。テメェも生きてやがったのか」

「もちろん。あたしと神父さまは特別なんです。特別に選ばれた人間なんです。まあ、トランズフェスト司教も少しは耐たい性せいがあったようですが、所しよ詮せんは出で来き損そこない。ほとんど廃はい人じんも同然でしたから」

　そう告げるシムの体には、イリューネの根に穿うがたれた傷きず跡あとが生々しく残っていた。傷口からは血液ではなく、黒い点のような小さな蟲むしの死し骸がいがボロボロと零れ落ちている。

　事情を呑みこめず戸と惑まどうニキにも分かった。

　彼女も祁凱虫に全身を汚お染せんされているのだと。

「特別、か。得体のしれない蟲と共存できるような体質を羨うらやましいとは思わねえな」

「それは妬ねたみですか？　特別なあたしと神父さまを妬んでいるのですね。ウフフ……別にいいですよ」

　シムは鎖の先についた鎌かま状の刃やいばを水中から引き上げ、ブンブンと振り回した。

「あたしと神父さまは運命の糸で固く結ばれているんです。だから、あたしは神父さまに愛してもらえるよう頑がん張ばる。褒めてもらえるよういっぱいいっぱい頑張る。そのためには、あなた達は邪じや魔まなんですよ」

「愛は盲もう目もくっつーけど。愛する対象しか見えてないってのも考えもんだな、おい」

　壊こわれてる、とニキは思った。この人も、あの司教と同じように精神が崩ほう壊かいしている。彼と同じで、たった一つの定められた目的に向かって邁まい進しんするようにしか作られていない。

　足止めをされている間にも、シュレイドはイリューネに押し込まれ続けていた。全身が大きく右に沈しずみ、根の上に立っていたアーク達は一いつ瞬しゆんだけ平へい衡こう感かん覚かくを失う。

　その隙すきを見計らったのだろう。シムは振り回していた鎌状の刃を、蹲うずくまって地面にしがみついているニキに投げつけた───。

　───ガキンッ。

　鉄と鉄を打ち付けるような音がして、ニキを狙ねらっていた鎖付きの刃が空中で砕くだけた。

　間かん髪はついれずに、水面に沈ちん澱でんしていた水草が浮き上がり、鋭えい利りな針となってシムに襲おそい掛かかった。シムは鎖を大おお振ぶりに回してそれらの植物の弾だん丸がんを残らず弾はじきとばす。

　左後方の根から、第二級霊樹師のティディ＝アグカルトが乗りこんできた。

　首筋に青い指の痕あとを残した彼女は、水色の巻き毛を鮮あざやかに腕で払う。

「ちょっとニキ＝ミスクライラ。わたくしに内ない緒しよでハリーアントと仲直りして、わたくし抜ぬきでクライマックス迎むかえて……そんな勝手がアンタに許されると思っていますの？　思ってるのかしら？　思ってないわよね？」

「ティ、ティディ……。あ、ありがとう」

「アンタの礼なんざ頼たのまれたっていりませんわよ。アンタは霊れい樹じゆ《イリューネ》を止めるのでしょう？　なら、さっさとお行きなさい」

　ティディは彼女特有の攻こう撃げき的な言霊を早口に唱え、水草で作った長槍やりを構えた。

「さっきから話、聞いてましたけど。このキモ女、どうやらあの司教の仲間っぽいじゃありませんこと？　首の痣あざの怒いかり、どこで晴らそうかちょうど悩なやんでたところですのよねぇ」

　彼女の背後で根の陰かげに隠かくれていたオドガーが「アグカルトさま、頑張ってくださいッ」と甲かん高だかい激げき励れいを飛ばした。

　ニキは迷う。本当にこのままティディとシムを置いて、イリューネの元に行ってしまってよいのだろうか？　シムの事情も、まだよく分かっていないのに。

「ニッキー。行くぞ」

　アークが肩を掴んでそう促うながした。

「だ、だけどアーク」

「あの女は蟲にやられて完全におかしくなってる。親しげに振る舞まったのも初めから演技で、ずっとお前を騙だましていたんだ」

　ニキは何か言い返そうと口を開いたが、言葉にはならなかった。記き憶おくにある優やさしかった彼女を思い出しながら、今の彼女を一いち瞥べつし、下した唇くちびるを噛かみ締しめる。

「はい……。行きましょう」

　早くしなければ、シュレイドも限界だった。力を借りるにはこの時をおいて他にない。意を決して言霊を紡ぐ。シュレイドはニキの呼よび掛けに応じて、残った力を振り絞しぼり、根をうねらせた。ググッと力を溜ため、根の上に立っていた二人を空高く撥はね上げる。

「神父さまの邪じや魔まはさせない！　あたしは神父さまに褒めてもらうんだから！」

　イリューネに向かって大跳躍した二人に、地上のシムはすかさず鎖を投げつけた。

　ティディは迅じん速そくに次の言霊を紡いで、鎖の先が滞たい空くうしている二人に追いつく前に、水草の弾丸で撃うち落とした。彼女はシムの前に立ちはだかり、威い圧あつ的に舌打ちする。

「わたくしを無視しないでいただけます？　その可愛かわいい顔が原型をとどめなくなるまで徹てつ底てい的にボコりますわよ？」

「邪魔です。あたしは神父さまに褒められなければ価値なんてないの。褒めてもらわなきゃいけないの！」

　呪じゆ詛そのように吐はき散らかし、鎖が振るわれる。

　ティディは長槍を構え、果か敢かんに突とつ進しんしていった。




　　　　９




　正面から吹ふき付ける空気圧と、圧おし掛かってくる重力。

　眼下に捉えるのは、大陸に七本のみ存在すると言われる太古の樹きの一つ、霊樹《イリューネ》。カノジョの懐ふところへ飛び込んで行くように、二人は身を寄せ合って太い幹の頂点を目指す。

「着地する！　離はなれんなよ、ニッキー！」

「は、はい！」

　ニキはアークの首に両手を回し、ぴったりとしがみついた。

　アークが剣けんを振りかぶる。着地の瞬しゆん間かんに合わせ、衝撃を相そう殺さいするように力強く振り下ろした。イリューネの樹じゆ盤ばんが派手に砕け散り、二人は軽くバウンドして幹の上に降り立つ。

　……流石さすがはイリューネの巨きよ体たい、枝々が分岐して伸のびる幹の上は大きな舞ぶ台たいのように広い。

　舞台の中心部からは、葉を茂しげらせる枝だけではなく、何か他の物が伸びていた。

　一応は樹木の一部だが、膨ふくらみがあり、中で淡あわい黄緑の光が脈打っている。

　その隣となりに───カレが居た。

「やあ、諸君。まことに遺い憾かんながら二人まとめて無事に辿り着いたようだね」

　アビ＝トランズフェスト。……いや、化物そのものと呼べる存在の男が、朗ほがらかに声を掛けてくる。カレは幹の頂点から伸びる膨らみに手を掛け、二人を見み据すえていた。

「それは……」

「そうだよ。この中に、イリューネの神籬ヒモロギが閉じこもっている。誰だれかさん達が乱暴な着地をするから、余計に怯おびえて出て来なくなっちゃったじゃないか」

　アビは、アーク達の落下地点である割れた樹盤を顎あごで指した。

　アークは剣を振って一歩前に進み出る。

「こいつは本物のイリューネじゃねえよ。テメェが好き放題に弄いじくりまわして作り出した、もう一人のイリューネだ」

「そうとも言えるね。イリューネの体は、今もルディオの地で静かに根付いている。だが、この子も紛まぎれもないイリューネ。霊樹の魂たましいとも呼べる、神籬ヒモロギの化け身しん。……しかし、なんだい？　君は神籬ヒモロギを自然の一部と認めてないのかな？　だから傷付けてもいいと？」

「違う。俺が言いたいのは、この樹はイリューネの体じゃないってことだ。こいつはイリューネの心の檻おり。堅かたい、堅い、心を覆おおう殻から」

「分かってるじゃないか。その殻に閉じこもらせたのは君だろ？　君が彼女を傷付けたから、彼女は全すべてを恐おそれ、拒きよ絶ぜつするようになってしまった」

　ニキが不安げな視線をアークに送る。

　アークは目で「大だい丈じよう夫ぶだ」と語り、アビに向き直った。

「ああ。んで、その破は壊かい衝しよう動どうを利用したお前が、こうしてシュレイドを襲おそわせてる。シュレイドもこの子と同じ破壊の道具にするために」

「いい考えだろう？　森の根幹を支える霊樹の存在があったから、僕等はいつまでも森そのものを根絶やすことが出来なかった。なら、その根幹を味方につけてしまえばいい。他の霊樹は狡ずるい年寄りばかりで、どうにも落とせそうにもなかったけどね。この子はとても純じゆん粋すいだ。そして、とても弱い。今ではこうして可愛いペットになってくれたよ」

　ニキは憎にく々にくしげに歯は噛がみして、アークの隣に並び立った。

「あなたは自分が人間の望みそのものだと語った。でも、そんなのただの屁へ理り屈くつよ。生み出したのが人間であろうと、多くの人やものを傷付けたのはあなた自身なのよ」

　大きく息を吸い込み。

「これ以上、イリューネを苦しめないで。そして、アビ＝トランズフェスト司教の体を解放しなさい。あなたは地上に生きる生命体として、犯おかしてはならない禁きん忌きを歩もうとしている。今ならまだ引き返せるわ」

　人間が生み出したのだから、その生命を否定する権利は人間にはない。だが、彼の行こう為いは止めなければならないと、ニキは決意していた。たとえ破は滅めつから生み出されたとしても、別の道を歩むことだってできるはずなんだ。彼にはそれに気付いてもらいたかった。

　アビは面めん食くらったように鼻先を掻かく。

「また僕だけが悪者扱あつかいかい？　何も分かってないんだな君は。確かに僕はアビ＝トランズフェストの肉体を乗っ取った。そして教会に取り入り、己の衝動の赴おもむくままに世界崩壊へのシナリオを書き進めたさ。……でもね。やっぱり僕はアビ＝トランズフェストぼくなんだ」

　彼は自分の胸に手を当て、狂くるったように高笑いした。

「燃え盛る聖堂の中でアかビれは、アぼビくは思った！　自分をこんな目に遭あわせた奴やつ等らが憎にくい、自分を悲ひ惨さんな運命に巡めぐり合わせた神が憎い、自分の犠ぎ牲せいも知らずにのうのうと暮らしている人間共が憎いってね！　彼は願ったんだ！　こんな世界、滅ほろびてしまえばいいと！　そして生まれたんだ！　《祁凱虫ぼく》とアぼビくの意識が混合し、融ゆう合ごうし、共鳴し、今の僕がね！」

　彼の嗤わらいに一層怯えるように、イリューネの体が震ふるえた。

　アークが剣を構える。彼の尋常ならざる集中力が、傍かたわらのニキにも伝わってきた。

「お前の存在がなんであるかなんざどーだっていい。俺はお前のことが気に入らねえ。だから、お前が積み上げたくだらねえ計画を。イリューネを閉じ込めているお前が作った檻をぶった切って、あの子を解き放つ」

「……くくッ。相変わらずの傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりだね、バリアント。君達は昔からそう。どんなことがあろうと、己が信じた道を突つき進む。己のやり方で、己の守りたいものを守り抜く。そうだ……ずっと忌いま々いましいと思っていた。僕が森を端はしから蝕むしばんでやろうとする度たび、君達の一族は悉ことごとくそれをせき止めた。周囲からなんと罵ば倒とうされようが、いくら怨うらまれようが。僕はずっと君等一族を食くい潰つぶしてやりたいと思っていたんだ」

　アビは、神籬ヒモロギが籠こもった殻の前に移動し、激しい殺気を放った。

　刹せつ那な、彼の全身から黒い煙けむりのようなものが噴ふき出し、全身を覆う。

『ううッ───ウグァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ[image: ]』

　禍まが々まがしい雄おたけびが響ひびき渡わたった。

　無数の蟲むしの群れが、彼の体を喰くらうようにして瞬またたく間まに包み込む。やがて一個の形を持つように硬こう化かすると、黒光りする光こう沢たくを得た。

　───漆しつ黒こくの鎧よろい武者がその場に現れる。

　しなやかな曲線美を描えがく無む駄だのないフォルムは、金属というより、人の筋肉を連想させた。両りよう腕うでの先せん端たんに鋭えい利りな鉤かぎ爪づめ、縦に細長い球体の頭部には左右に四つずつ切れ込みが入っており、八つの無機質な瞳ひとみがその奥で鈍にび色いろの光を放っている。

『こいよ、バリアント。そして霊れい樹じゆ師しの娘むすめ。神籬ヒモロギには指一本たりとも触ふれさせはしない。君達まとめて、僕に生命を食い尽つくされ、ここで朽くち果はてるといい！』

　吐はき気けを催もよおすほどの激しい殺気があたり一帯を飛び交った。

　アークは臆おくすることもなく、隣のニキに一瞥を送る。

「……ニッキー。少し下がってろ」

　そう告げるや否いなや、アークは地面を強く踏ふみ込んだ。

　漆黒の鎧武者へと、電光石火のスピードで急接近。

　鎧の腕うでから繰くり出される鉤爪の一いち撃げきを潜くぐり抜けるようにかわし、頑がん丈じようそうな胸部へと切り付ける。

　漆黒の外がい殻かくは鮮あざやかな火花を散らし、大きな切り口を残して割れた。アビの体勢は後ろへ傾かたむく。しかし、一息も吐かないうちに、鎧の表面は捻ねじれ、高速で再生を果たした。

　アビは体勢を崩くずした反動を利用して、身を仰のけ反ぞらせてからの頭ず突つきを仕し掛かける。

　まともにくらったアークは逆側へ吹っ飛とんだ。

「アークっ！」

　ニキは悲痛な叫さけびを上げる。

　頭から血を流しながら後ろ向きに滑すべるアークは、長剣ブロードソードの先端を樹盤に突き立たてることでなんとかその場に踏みとどまった。

　そのまま流れるような動きで刃は先さきを正面へ向け、渾こん身しんの刺し突とつ。

　追い打ちをかけようと踏み込んでいたアビの右みぎ肩かたを深く穿うがつ。

　だが、肩を貫つらぬかれながらも、アビは高笑いを続けた。腕を大きく振ふり払はらい、突き刺ささった剣ごとアークの体を弾はじき飛ばす。

『バリアント！　君はどうして刃やいばを振るう!?　君をひたすらに否定し続ける薄はく情じような連中なんかのために、戦う価値など本当にあるのかッ？』

「……はッ。戦う価値だぁ？　生あい憎にくだが、そんなかったるい事、ただの一度も考えたことねえよ！」

　一いつ喝かつと同時に、アークが全体重を乗せるように剣の刃を振り下ろす。

　アビは甲こう殻かくに覆われた両手で、アークの放つ渾身の一撃を受け止めた。

　互たがいの接せつ触しよく部分から紅あかと黒の火花が迸ほとばしり、激しく鍔つばぜり合う。

「俺は何い時つだって。手前テメエの気に入らねえものを断たつ。ただそれだけだ！」

　刀身を伝って、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが柄つかまで及およぶ。

　長剣ブロードソードを支えるアークの腕は、今にも千切れ飛びそうだった。

　隙すきを見計らってイリューネの元へ駆かけ付けようと思っていたニキだが……安易に割りこめる次元の戦いじゃない。相手はこの大地に何千年も蔓延はびこり続ける悪意の権ごん化げ。人間の悪意をそのまま映し出した化物。万ばん物ぶつを喰らい、膨れ上がり、さらにその浸しんし食よく規模を広げる。
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　アークの握にぎる緋ひ色いろの剣が、接触するアビの腕から生命力を食われ、罅ひび割れ始めた。

　やはり人間であろうと霊樹であろうと、カレには敵かなわないのだろうか───？

『───歌って』

　そのとき、ニキの耳元に風鳴りのような幽かすかな音が届いた。

　ハッとして顔を上げる。どこを見回しても、相手の姿は見当たらない。

　けれど、確かに感じた。全身を包み込んでくれるような、優やさしい響きを。

『───歌って。キミの心のままに。詩うたに乗せたキミの想い……きっとあの子に届くから。彼が届けてくれるから』

　わたしの想いを……歌う？

　ニキは途と端たんに思い至った。そう、難しい事じゃないはずだ。

　わたしはいつだって───あの子を救ってあげたいと願い続けていたんだから。

「───彼女のためにコウサス・ロ・彼の者は歌うリム・シ・ロムレア……！」










　陽光は暖かく、シシーム・ロ・ラムダ・風の音は柔らかくアルサ・ロ・ウスフイム

　花の香りは甘く、フアイ・ロ・モリア・実は撓むプルリラ・ロ・フロウ

　川のせせらぎはリユラル・レ・目覚めへの誘いキークス・ロ・ロツプス

　彼女のためにコウサス・ロ・彼の者は歌うリム・シ・ロムレア

　優しい音色の、セセル・シム・レ・森の歌エイマ・テイリス




　───『誘いざない』の詩。

〝彼女〟を包む深い闇やみ、心の殻。そこから〝彼女〟を掬すくいあげようと、即そつ興きようで紡つむがれたニキの歌声が、イリューネの全身へと広がっていく。

　アビは反射的に鎧の面を擡もたげ、苦痛に喘あえぐような呻うめき声を上げた。

『これは……霊樹師が紡ぐ森の言こと霊だまかッ!?　なんだこの不快な響きは!?』

　アークのかざした剣けんの刃が、ニキの詩に包まれるように、その明るい旋せん律りつを纏まとう。

　緋色に塗ぬられた刀身の表面に、紅くほのめく刻印が刻まれた。詩に乗せられた想いをそのままに、全てが彼の握る刃一点のみに集まっていく。

　想いを。自らの信念を体現し、現実へと反映させる剣。

　これぞ、これこそが、《断ち切る者バリアント》の業わざの完成形───。

『バカ……なッ！　何な故ぜ消えない!?　この地上に僕が塗り潰すことの出来ないものなど、存在し得るはずが───！』

　アビは徐じよ々じよに押されていく。

　いくら食い潰しても、絶えることがない。

「……ハッ！　テメェがどれだけ大食らいだろうとなァ───！　俺達の信念まで食い潰すことなんざできねんだよッ！」

　爆ばく発はつしそうなほどの光を孕はらむ刃が、強固な鎧の両腕を引き裂さき───！

「───断つべき命の終わりフエリング!!」

『ギ……ギギギィ……ッ!?』

　背後にある神籬ヒモロギの殻からもろとも、真っ二つに両断した。

　拡散する赤の衝撃。轟ごう音おんを轟とどろかせ、閃せん光こうが迸る。

　漆黒の鎧を完全に砕くだかれ、中からこぼれ落ちたアビが地へと伏ふせた。

　彼の後方にある神籬ヒモロギの殻は鼓こ膜まくを劈つんざくような軋きしみを上げて傾き、ガラガラと倒とう壊かいし始める。すると、中に宿っていた黄緑色の光が外部に漏もれ出した。

　それらを見届けたニキは脱だつ力りよくして、その場にへたり込む。

　体力も気力も既すでに限界。立つことさえままならない。

　……と、誰だれかの腕が彼女の体を持ち上げるように引き寄せた。

「まだ終わってねえだろ、ニッキー。行くぞ」

　いつの間にか近くに来ていたアークは、飛び散る神籬ヒモロギの殻の破片を腕で払いのけながら、光が漏れ出す方向へと視線を向けていた。

　すぐに、体中に溜たまっていた疲ひ労ろうが吹ふき飛ぶ。

「はい……！」

　二人は揃そろって足を踏み出した。体力は限界だったが、まだ倒たおれるわけにはいかない。

　……あの子がそこに。あの子がすぐそこにいる！

「イリュ──────ネェ!!」

　必死に手を伸のばした先に、居た。

　幼いイリューネは自分を覆おおっていた壁かべが取り払われ、途と方ほうに暮れたようにたたずんでいた。破片に阻はばまれながらも徐々に接近してくる二人を見ると、深緑の瞳に恐きよう怖ふの色が宿る。

「いや……いやぁ……！」

　頭を抱かかえ込んで、地面に蹲うずくまった。彼女が拒きよ絶ぜつを示すと、殻の破片がより激しさを増して二人の全身を打った。意識が飛びそうなほどの激痛が走る。ニキは一いつ瞬しゆん、膝ひざを折りかけた。

　まだだ……ここで諦あきらめたくなんかない!!

「聞いて、イリューネ!!　あなたを迎むかえにきたわ!!　もう苦しむことはないから!!　あなたは霊れい樹じゆでも神籬ヒモロギでもなく、ただのあなたに戻もどっていいの!!」

「いやぁ……苛いじめるのいや……殺すのいや……いやいやいやぁッ!!」

　ニキの必死な呼びかけも、彼女には届かない。

　地に落ちた殻の破片が再び浮ふ上じようし、彼女の周囲で渦うずを巻き始めた。

　マズイ。このままではまた殻が再生する。彼女が永遠に全すべてから心を閉ざしてしまう。

「……もうモタモタしてられねえな。堪こらえろよ、ニッキー」

「え……？　ええええええええっ!?」

　告げたアークが、腕による防ぼう御ぎよを捨て、いきなりニキの体を抱え上げた。

　そのまま全力疾しつ走そうでイリューネの元へと向かう。無防備になった彼の顔面に破片が襲おそい掛かかり、ズタズタに引き裂かれたが、それでも止まらない。

「イリューネ！　俺はお前を殺さない！　俺達はお前を殺したりなんかしない！　絶対に、絶対にだ!!」

　あと数歩という距きよ離りまで近付いた。

　ニキとアークは、互いに限界まで手を伸ばす……!!

「だから───」

　イリューネの涙なみだに濡ぬれた幼顔が、二人を見た。

「───俺達を信じろッ!!」

　言えることはそれだけ。言葉を重ねても、気持ちや魂たましいなんて伝わらない。

　だから、それだけで充じゆう分ぶんなんだ。

　伸ばされた手が、小さな身体からだを抱だきとめた───。




　……霊樹《シュレイド》の根の上から、ティディ＝アグカルトは霊樹《イリューネ》の全身が湖に倒れ込むようにして崩ほう壊かいしていく様を見た。白はく髪はつの少女は、その事実を確認するなり突とつ然ぜんに悲鳴を上げて、霊樹《イリューネ》の元へと駆け出して行ってしまった。

　崩壊は止まることなく続く。

　霊樹師の少女と、バリアントの青年の安否も分からぬまま……。
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　レインガーデンの中央に位置するセイム湖には、一時の静せい寂じやくが訪おとずれていた。

　湖に聳そびえ立つのは相変わらず不動の姿勢を保っている霊樹《シュレイド》。水面はすっかり平静を取り戻し、巨きよ大だいな大木の残ざん骸がいがあちらこちらに浮ういていた。

　残骸の一つにたたずむ赤せき髪はつの青年。彼の足元には、穏おだやかな表情で眠ねむりについている幼い女の子と、ひーひーと息を切らしてへたり込んでいる少女がいた。

「死ぬかと……思いました……。本当に」

「でも生きてる。それで充分だろ」

　アークは、疲つかれ果てたニキの元まで歩み寄って、頭をゴシゴシと乱暴に撫なでつけた。

　ニキの顔に急激な熱が上がる。

「な、なにするんですかぁ!?」

　気き恥はずかしさのあまり、声が裏返ってしまった。自分でも顔が赤くなってるのが分かる。

「……なにって。頑がん張ばったから褒ほめてあげてんだろうが」

「こ、子供じゃないんだからやめてください！」

　慌あわてて頭の上に乗せられた手を払はらうと、アークは「なんで？」みたいな顔をした。

　この人の掴つかみどころのない所はどうも苦手だ……。

「それに……お礼を言うのはわたしの方です」

「は？」

「だ、だって……アークは二度もこの子を救ってくれました」

　ニキは隣となりで仰あお向むけに横たわっている幼いイリューネを見やり、ゆっくりと髪をすいてやった。今のイリューネはとても満たされた表情をしていた。

「あ、ありがとうございましたっ！　それと……今まで辛つらく当たってごめんなさい……」

　心に蟠わだかまっていたことを一気に吐はき出す。これで全部清算できたはずだった。

　しかし、相手が相手だけにそう簡単にはいかない。

　アークはひどく珍ちん妙みようそうな顔つきで、ニキを見返していた。

「……なに言ってんだ、お前？　俺は自分がそうしたかったからやっただけだ。礼を言われる筋合いはないし、謝られる筋合いはもっとない」

「そ、それでもわたしの気持ちです！　すごく悪いと思ってるんですから！」

「ん……。でもなー。怒おこってるお前をからかうの結構楽しいし。別にあのままでもよかったっちゃよかったんだけど」

　ニキの眉み間けんに、ピキッと青筋が入った。

　殴なぐりたい。是ぜが非ひでも殴ってやりたい。

　人がどんなに悩なやんでいたのかも知らないで……。

　落ち込んでいたその矢先である。

　ニキ達が乗っている樹木の残骸の隅すみで、低い呻き声がした。

　少し離はなれた場所に、右腕から左腕にかけて横一いつ閃せんの大きな傷を負った若い司教が横たわっていた。彼の傷口からは細かな蟲むしの死し骸がいが零こぼれ落ちている。体を覆っていた漆しつ黒こくの鎧よろいは粉々に砕け、今の彼は非常に脆もろく儚はかなく見えた。

　アークは即そく座ざに表情を尖とがらせると、地面へ突つき刺さしてあった剣を抜ぬき放って、司教の元まで歩いて行った。

「よう、お目覚めかな？　無事でなによりだよクソ神父さま」

「……ふ。ふふふ。嫌いや味みな奴やつだな」

「色々やらかしたんだ。嫌味の一つくらい言われただけで文句垂れるんじゃねえよ」

「逆に。あれだけのことをしておいて嫌味の一つで済ます君の甘さに呆あきれ返るばかりさ」

　アビ＝トランズフェストは、傷を負った胸を大きく膨ふくらませながら深呼吸して。

「僕を殺さないのか……？」

　特に興味もないといった感じに抑よく揚ようのない口調で訊たずねた。

　アークは目め頭がしらをつまみながら嘆たん息そくする。

「自分で言うかね、そういうこと。黙だまってれば相手がお前を殺すことを忘れてるかもしんないじゃん？　墓ぼ穴けつ掘ほってどーする。お前、意外と間ま抜ぬけなんだな」

「ふざけるなよ。君も分かっているだろう。ここで仕留めておかなければ、僕はいずれ再生する。周囲の生命を食くい潰つぶして、徐々に、徐々に」

　ニキは固かた唾ずを呑のんで二人の会話を耳にしていた。あの男はここで殺さなければならない。それが一番の選せん択たくだ。彼の生命は他の生命を毒しすぎる。

　アークが膝を折った。彼の喉のど元もとに刃やいばを押し当てる。

「かもな。だが、今のお前程度、わざわざ殺してやるのも面めん倒どうだ」

「文字通り、蟲も殺せない聖人君子気取りってわけかい？　『殺さない』という選択は、同時になにかを殺しているのと同義なんだよ。僕達はどんな選択をしようと、確実になにかを殺す。出来ることと言えば、その犠ぎ牲せいを如い何かに減らすかを考えること。それか、犠牲に目を瞑つぶり、そ知しらぬ顔で生きること」

　アビは皮肉っぽく笑った。

「大たい抵ていの奴は後者だね。自分がなにかを殺して生き延びているにもかかわらず、その面倒を他に押し付けて、のうのうと生き続ける。……君は前者かと思っていたよ。僕を殺して然しかるべきな、前者だと。バリアントは……君達一族はそういう存在じゃなかったのか？」

　嫌味を込めたようなアビの視線が、アークを真まっ直すぐに射抜く。

　アークはばつが悪そうに後頭部をボリボリと掻かいて。

「……前者だの、後者だの。勝手な括くくりをつけんじゃねえよ」

　腰こしを浮かせ、背を向けた。

「言ったはずだ。俺はいつ何なん時どきも、自分の心に従って刃を振ふるう。自分が正しいと思ったこと、守りたいと思ったもの、ただそれだけのために」

「自分の心に従う……？　くくっ……詭き弁べんだな、アーカイルド＝テンゼン。そんなんじゃあ君はこの先、何も救えやしない」

「やるときゃやるよ。詭弁じゃ終わらせねえ。元々、一族の使命なんぞに縛しばられた覚えはねえしな。お前がもし復活して、またなにかを傷付けようってんなら───俺が絶対に止める。それだけのことだ。まっ、全ては今後のお前次し第だいだけどな」

「……僕次第？　おかしなことを言うのだな。僕に選せん択たく肢しなど与あたえられてない。最初から、そう作られた」

「お前も俺と同じだ。どう生まれたかじゃない。これからどうするかだろ？」

　アークは剣けんを肩かたに担かつぎ直し、ニキ達の方へ戻って行った。

　去り際ぎわにポツリと。

「お迎むかえが来てるぜ」

　その直後、木もく片へんの上にどこからか飛んできた白髪の少女が降り立った。

　彼女は倒たおれ込むようにして、傷付いたアビに抱だき縋すがる。

「神父さまッ！」

　アビの虚うつろな目が、胸むな元もとに縋る少女へと注がれた。

「……シムルヴァか。すまないな。この十年、君に色々なことを押しつけておいて……最後は僕自身が失敗してしまったよ」

「そんなことはどうでもいいんです！　それよりも……傷が……！」

「大したことはないさ。君が人間から、僕から受けた痛みに比べれば」

　シムはアビの腕を自分の肩に回して、よろよろと立ち上がった。彼女の瞳ひとみが少し離れた場所にいるアークとニキに向けられる。二人は顔を見合わせ同時に頷うなずいた。

「行けよ。今度こんなことしたらただじゃおかねえ」

　それだけ言ってやると、シムはペコリと一礼して大きく跳んだ。アビを抱えた彼女はそのまま湖を漂ただよう木片を渡わたり、畔ほとりの方へと姿を消してしまう。

　ニキは彼女達の後ろ姿が見えなくなるまで、ずっとそちらを見ていた。

「アーク。シムさんはもしかして───」

「さあな。俺には何も分からん。ただ、あの娘このためにも、野や郎ろうが今後何もしでかさないことを願うよ」

　そう言うなり、アークはニキの隣でバターンと大の字に寝ねっ転ころがった。

「まあ今はそんなことより……柔やわらかいベッドで爆ばく睡すいしたい気分だな」

　ニキは、呻うめいている彼を見つめてフッと口元を緩ゆるめる。

「お疲つかれ様です。霊樹《シュレイド》も無事でしたし、街の方にも被ひ害がいはないようですね。何はともあれ一件落着───」

　……っと、安あん堵どの言葉を呑みこんだ。

　アークも何かに気が付いて、上半身を起こす。

　───どこか遠くから、儚はかなげな旋せん律りつが漂ってきた。木の葉のざわめきのように幽かすかで、冬の薄はく氷ひようよりも薄うすく、それでいてとても優やさしげな歌のような響ひびきが。

　その不可思議な音は霊れい樹じゆ《シュレイド》からも発せられているようだった。四方八方から聞こえてくる旋律は重なり、協和し、美しい音色を奏かなでる。二人の耳を心地ここちよく擽くすぐった。

「……こりゃ森の言こと霊だまか？　どっから聞こえてきやがる？」

　アークの言うとおり、それは霊樹師が扱あつかう森の言霊であると、ニキはすぐに判断していた。だけど、霊樹師が紡つむいでいるんじゃない。

　もっと違ちがう、別の何かが。大陸中から、わたし達に向けて想いを歌いあげている。

　その意味を読解したとたん、ニキは満面の笑えみを浮かべた。

「おい、ニッキー。なに笑ってんだ。なんか分かったのか？」

「アークはこの歌の意味が分からないんですか？」

「分かるわけねえだろ。霊樹師のお前と一いつ緒しよにすんな」

　アークは拗すねたように再び地面に転がった。

　ニキは尚なおも笑顔を絶やさない。彼女にとっては一番の喜びだった。それだけで今までの悩みや、苦労や、痛みが、全すべて報むくわれた。

「アーク」

「……あんだよ」

「大陸中の木々達が、あなたにお礼を言ってますよ。『ありがとう』って。その感謝の気持ちを自分達の歌に乗せて」

　そう、これは森の言霊。わたし達に向けられた、森の声。

　アークも横になったまま、不敵に口元をつり上げた。




「……へッ。とんだ贈おくり物だな」











　エピローグ




　一羽の鳩はとが大きな宿屋の屋上に降り立つ。

　待ちかまえていた少女は、すぐにその場へ駆かけ寄よっていった。

　素す早ばやく鳩の足に結び付けられていた伝書を解くと、それを上着の懐ふところに入れる。

　鳩を鳩きゆう舎しやに戻もどしてから、ニキ＝ミスクライラは、受け取った伝書を開いて目を通した。

　しばらくして、彼女は納なつ得とくしたように軽く頷うなずく。

　……全てが丸く収まったわけではないけれど。

　現時点で、これ以上にない結果を得ることが出来たと思った。




　入口から外に出ると、宿屋の前に停とめてある馬車の前で、巻き毛の少女を見付けた。

　第二級霊樹師で学友の、ティディ＝アグカルト。今日の彼女はニキと同じく学院の制服を着用していて、不思議といつもより大人びて見えた。

　ニキの姿を確かく認にんしたティディは、手をちょいちょいと振って、こちらに無愛想な挨あい拶さつをする。ニキも頷いて、彼女の馬車へと歩み寄った。

「もう行っちゃうの？　地元なんだから、もっとゆっくりしていけばいいのに」

　出し抜けに提案すると、ティディの不ふ機き嫌げん濃のう度どは一・五割増しになった。

「あ・の・ねぇ。わたくしの実家は、デディウンの中でも中央の方に位置しますの。国境を越こえないってだけで最南端ここからだと馬車を使っても半月はかかりますわ」

「あ、そうなの。ごめん、ティディの家のことよく知らないから」

「ほほぅ。そりゃアンタ、わたくしが家の血統を誇ほこりに思ってるってことを知った上で喧けん嘩かを売ってますのよねぇ？」

　青筋を立てて苛いら々いらするティディに、ニキは慌あわてて謝った。悪気はないのだけれど、自分の発言はどうも彼女の癇かんに障さわってしまうらしい。

「……それで。先生から返事がきたのでしょう？　どうでしたの？」

「あ、うん。アークがあの人達……アビ＝トランズフェストとシムルヴァ＝マーチスを見み逃のがしたことには納得してくれたみたい。わたしもそれでよかったと思う」

「ふーん。先生もやっぱ甘いですわね。わたくしなら二度とよからぬことができないよう、再起不能になるまでボコボコにしてやりますのに」

「……じょ、冗じよう談だんに聞こえないよ、ティディ」

「それで。教会側は？」

「あ───。やっぱり今回のことについて関かん与よは否定してるって。聖堂にあった地下施し設せつのことも知らないの一点張りで」

　教会側は、主犯格であるらしいアビ＝トランズフェストなる人物の追つい跡せき、逮たい捕ほに全力を注ぐことにより、疑いを晴らすと言ってきているらしい。非常に胡う散さん臭くさいが、確かな証しよう拠こもない国家連合としては、それを信じるほかなかった。

　ニキは国家連合に霊樹《シュレイド》から聞いた教会の秘密、森達の苦しい戦いの歴史を伝えていない。神籬ヒモロギ自身がそれを望んでいないように思われたからだ。

　事実、そんなことが公おおやけになれば、教会側と国家連合の関係に甚じん大だいな亀き裂れつが走ることになるだろう。ニキもそんなことは望んでいないし、今回のことをきっかけに、教会が森を傷付ける行こう為いから手を引いてくれればいいと思う。

「ふん。思った通り胡散臭い連中ですわよね、教会っていうのは。あのシムルヴァとかいう娘むすめも行方ゆくえ不明になったのでしょう？　というか、よく村の連中はあんな娘を受け入れていましたわね」

「あの人は元々、あの村の出身なんだよ。十年前に一度、聖堂の火事───ここレインガーデンにある聖堂の火事で、家族ごと消息不明になったらしいけど。その後に戻って来たから、受け入れたらしいの。ほら、地方って身分証明とか意外とテキトーだから」

「なんですのそれ。ヤダヤダ。これだからど庶民は」

　何もかもが面おも白しろくなさそうに舌打ちしたティディは、馬車の荷台に飛び乗った。

　そろそろ出発するつもりらしい。御ぎよ者しや台だいでは「色々と便利だから」という理由で連れて行ってもらえることになった、役人のオドガーが手た綱づなを握にぎっていた。

「オドガーッ！　荷物の積み忘れはありませんわねッ？」

「はい、アグカルトさまッ。衣類、食料、下着、アグカルトさまが夜眠ねむるときにお供にするウサギちゃん人形まで！　バッチリ積んでありますッ。全ては完かん璧ぺき───」

「余計なことは言わなくていいですわ！」

　荷台から伸のびた脚あしに背中を蹴けられ、オドガーは半泣きで謝った。ティディは相当にこの人のことが気に入ったみたいだ。

「じゃあね、ニキ＝ミスクライラ。また学院で会いましょう」

「うん、またね。ティディがいなくなるとちょっと寂さびしいな」

「ペッ。反へ吐どが出ること言ってくれますわね。そんなことよりアンタ。あいつとはもう挨拶をしましたの？」

「あいつ？」

　……ああ、あいつか。

「うん。これからだよ」




「───だから。これじゃ足りねえよ」

　レインガーデン、市街地の一角。

　街の西部に位置する聖堂前広場に、移動式の屋台が一つ停めてある。

　その横で、灰色がかったエプロンを腰こしに巻いた娘が、苛々と告げた。

　アーカイルド＝テンゼンは、途と端たんに眉み間けんにしわを寄せて仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「嘘うそこけ。パン一袋ふくろ、百シルヴ。きっちり払はらったぞ」

「アンタはいつの話をしてんだ？　うちのパンは一個十五シルヴ。一袋で百五十シルヴさね。さあ、足りない五十シルヴを払え」

　手の平を差し出して不愛想に告げる娘に、アークは頭の血管が二、三本逝いくのを感じた。

「ぼったくりレベルの値上げじゃねーか！　相変わらず高ぇんだよ、お前のところのパンはよぉ！　つーか、いつの間にこの街に来たんだテメェ!?」

　店主の娘は勝かち誇ほこったようにほくそ笑えむ。

「アタシの作ったパンが思いの外ほかに大だい盛せい況きようでね。地方で稼かせいだ金も充じゆう分ぶんに貯たまったことだし、晴れて都市部に進出ってわけさ。これからもバンバン売りさばいていくつもりさね」

「ぐ……。た、確かにここのパンは絶品だが。……作り手の人格と、作った物の出来ってのは、案外と関係しないもんなんだな」

「アンタに人格をとやかく言われる筋合いはないよクソが。イヤなら買うな。こちとら、アンタみたいな貧びん乏ぼう人にん相手に売り付けなくったって、充分に繁はん盛じようしてるんだからさ」

「うるせえ！　言われなくても、もれなく全部返品してやるわ！」

　肩かたを怒いからせて振ふり返ったアーク。

　しかし、そこにあるべき焼きたてのパンなど、どこにも見当たらなかった。

　代わりに、深緑色の髪かみ色をした幼い女の子が突つっ立っていた。

　袖そで口ぐちの広い白のワンピースを着込み、頭には大きめの帽ぼう子しを被かぶっている。どこか表情の起き伏ふくに乏とぼしい彼女の口周りには、生き地じの残りカスみたいなものが張り付いていた。不自然に膨ふくらんだ頬ほおはモグモグと忙せわしなく動いている。

「……食ったね」

「イ、イリュ───ネェ!!」

　アークの膝ひざはガックリと折れた。泣く泣く赤衣の懐を探さぐり、少女がペロリと平らげてしまったパン十個分の代金を支し払はらった。

　少し離はなれた場所から、その一連の流れを観察していたニキは苦笑いを浮うかべる。

　そろそろ頃ころ合あいかと思い、彼等の元へ歩み寄っていった。

「おはようございます、アーク。いつも通り元気そうでよかったです」

「……ああン？　なんだニッキーか。元気なんかじゃねえよ、いろんな意味でな」

　歩みを進めるニキの姿を確認して、粗そ雑ざつな態度を見せるアーク。

　すると、帽子を被った幼い少女がピクンと反応を示した。彼女はアークに背中を向けると、短い歩ほ幅はばを精せい一いつ杯ぱいに動かして、ニキの元へと走って行った。

「……おはよう、イリューネ。あなたも元気みたいだね」

　深緑色の髪に、ゆったりとしたワンピース、頭にのせられた大きめの帽子。

　帽子は、耳元から覗のぞいている葉のような物を隠かくすためにある。一いつ般ぱん人じんが見たら間ま違ちがいなく悲鳴を上げられるので、アークが半ば強制的に被らせているのだ。あれはあれで可愛かわいらしいと思うのだが、まあ仕方ないだろう。

　ニキの腰に抱だきついたイリューネは、目を細めて頬ずりをしてきた。

　……その一挙一動に、ニキは思わず身み悶もだえそうになる。こちらも人目を憚はばからず思いっきり抱きしめてあげたい衝しよう動どうに駆かられた。

　そんな二人の様子を傍はた目めにしながら、アークが胡う散さん臭くさそうな面おも持もちで頭を掻かき毟むしった。

「で。何の用だよ、ニッキー。まだ用事でもあんのか？」

　擦すり寄ってくるイリューネに至福を感じていたニキは、仏頂面のアークへ向き直る。

「あ、はい。国家連合からの報告を手短かに伝えようかと」

「ああ、今回の件に関する教会の対応とかそういうの？　別にいいよ。大方は予想つくし」

　アークは手をパタパタ振って、ニキが振ろうとした話題を掻き消した。相変わらずヘンな具合にいい加減な人だ。

「それよか、今日のメシの心配をするよ。チビのくせにいっちょまえの大食漢が増えやがったからな。食費が余計にかさむ。ちょうど頃ころ合あいだし、この街からもそろそろ出立しようと思ってたとこだ」

「え……。まだ何か、やるべきことがあるんですか？」

「んにゃ。事件には一応、一区切りついたからな。しがないバリアントはまたお払い箱さ。どこかに仕事を探しに行かなきゃ、このままだと冗じよう談だん抜ぬきで干ひ乾ぼしになる」

　ニキは顔を引きつらせた。アークが言うと本当に聞こえるから恐こわい。

「そうですか。わたしの方は一度、本部に戻るつもりです」

「おう。お前も大変そうだな」

　予想外にもしんみりした空気が流れた。

　アークのことだから、別れの時もふざけて茶ちや化かすかと思っていたのに……。ニキは足元を見つめたまま、思考を巡めぐらせる。

　最後に何か気の利きいたことを言いたかった。

　彼には言葉には言い表せないほど感謝してるし、それに───このまま別れるのは、なんだかとてもイヤだと思った。

「アーク……あの───」

　ゆっくりと視線を上げると。

「───ん？」

　……呼吸が交わってしまいそうなほどの至し近きん距きよ離りから、アークの顔がこちらを覗き込んできていた。

　ニキは思わず短い悲鳴を上げて尻しり餅もちをつく。

　心臓がドキドキと脈打ち、みるみるうちに赤面してしまった。

「な、なんですかっ！　いきなり！」

「暗い顔してたから、何事かと思っただけだろうが。なんで顔赤くしてんだ？」

「あ、赤くなんかありませんっ！」

　誤ご魔ま化かすように両手で顔面をゴシゴシと擦こすったが、隠せば隠そうとするほど意思に反して熱が増してくる。そのことも含ふくめて死ぬほど恥はずかしくて、穴があったら飛び込みたい気分になった。

「相変わらず慌あわただしい奴やつだな。まあいいや。じゃあそろそろ行くか、ニッキー？」

「……へ？」

　不意の一言に、ニキは虚きよを突かれてしまった。

　目をパチクリと瞬またたかせると、アークが手を握って立ち上がらせてくれる。

「行くって？　どこに？」

「どこって。国家連合の本部に戻もどるんだろ？　さっき言ってたばっかじゃねえか」

「いや！　そうじゃなくて！　どうして一いつ緒しよに行くみたいな風になってるんですか!?」

　声を高らかにして叫さけぶニキを、アークは怪け訝げんな面持ちで眺ながめる。

「当然だろうが。今の俺は一文なし。他の街へ移動するための足もない。おまけに大食いのガキ一いつ匹ぴきを抱かかえ込まされて、暮らしていけると思ったら大おお間ま違ちがいだぜ」

「だ、だからって。なんでわたしと一緒に？」

「ん。イリューネがお前に懐なつきまくってるしな。───ほれ」

　アークが顎あごで示してみせた先。

　先ほどから二人の会話を傍はたから聞いていたイリューネが、右手でニキの服の裾すそを、左手でアークの服の裾を、それぞれしっかりと握り込んでいた。

　その力は幼いながらに非常に強く、並なみ大たい抵ていの事じゃ引き剥はがせそうにない。

「それによ。この間、あのクソ神父とやりあったとき、お前の詩うたが俺の剣けんに何かしら作用したらしくてな。調子が悪い……つーか、なんか変なんだよ」

　困り果てているニキを傍目に、アークは背に担かついだ商売道具を手に取って、軽く素す振ぶりしてみせる。

　外観は前と変わらず薄うす汚ぎたない布に巻かれた鉄クズだが、あのとき、不思議な様相を呈ていしていたのはニキ自身も目にしていた。

　もっとも、アークの力についてはまだ謎なぞの部分が多いのだが……。

「なにか、刻印みたいなのが浮かんでいた気がします……。アークも分からないんですか？」

「んー。霊れい樹じゆ師しの操る森の言こと霊だまを纏まとっちまうなんて、少なくとも俺は初めて見たな。あの場で何か特別な条件が揃そろったのか、それともお前自身が特とく殊しゆだったのか」

　素振りをやめたアークは、ニキに向き直った。

「ってなわけで、俺もお前について気になる部分があるんだよ。イリューネのことも含めて、同行させてもらっても構わんだろ？」
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「えっ、いや……で、でもですねっ!?」

　確かに、イリューネのことやアークのこと。いろいろと気になってはいる。

　しかし、自分は国家霊樹師だ。本部に帰っても、今回の件での事後処理や上層部への報告など、数え切れないほどの雑務が山積みだろう。

　とてもじゃないが、彼等の相手をしている余よ裕ゆうがあるとは思えない。

「ん。お前の言いたいことはなんとなーく分かるぞ。ご多た忙ぼうの国家霊樹師さまだもんな」

「わ、分かっているなら───！」

「そこでだ。お前はただ、俺がイリューネの世話をできるだけの資金援えん助じよをしてくれればいい。忙いそがしくて手の回らないことは、俺が引き受けてやるから」

　アークのしれっとした提案に、ニキの表情は固まった。

　聞いただけでは悪くない提案のようにも思える。

　でもそれって───。

「国家連合の本部に報ほう酬しゆうを受け取りにいく用事もあるしな。つか、はじめはその予定だったはずだ。三食メシ付き、移動時には昼ひる寝ねし放題なんて、至いたれり尽つくせりだぜ」

　……やっぱり。そんなことだろうとは思った。

　ニキはひとまず息を吐はく。

　落ちつけ。この人はきっと、わたしをわざと怒らせて愉たのしんでいるんだ。その手に引っ掛かかっちゃダメ。

　まずは冷静に……冷静に……。

「わたしに…………集たかる気満々じゃないですか──────ッ!!」

　賑にぎやかな市街地に、少女の怒ど声せいが上がった。




　緑一面の草原を行く馬車。

　御ぎよ者しや台だいに腰こし掛かける少女は、荷台に寝ねっ転ころがって昼寝をする青年にガミガミと怒ど鳴なりつけている。青年は特に気にした風もなく、涼すずしい顔で聞き流していた。

　そんな二人の様子を一いち瞥べつしながら、帽子を目ま深ぶかに被った幼い女の子が、道中で摘つみ取ったスズネソウを両手でリンリンと鳴らす。

　スズネソウが奏かなでる音色に合わせて、彼女の澄すんだ歌声が響ひびいた。




　彼女のためにコウサス・ロ・彼の者は歌うリム・シ・ロムレア

　陽光は暖かく、シシーム・ロ・ラムダ・風の音は柔らかくアルサ・ロ・ウスフイム

　花の香りは甘く、フアイ・ロ・モリア・実は撓むプルリラ・ロ・フロウ

　川のせせらぎはリユラル・レ・目覚めへの誘いキークス・ロ・ロツプス

　彼女のためにコウサス・ロ・彼の者は歌うリム・シ・ロムレア

　優しい音色の、セセル・シム・レ・森の歌エイマ・テイリス








　あとがき




　どうも初めまして、小こ山やまタケルという者です。

　新人の分際であとがきを六ページもいただいてしまいました。なにを書けばいいのやら、正直かなりオロオロしております。オロオロ。

　と、とにかく。ここまで読んでくださった皆様にまずは一言。




　よくぞたどり着いた、勇者よ！




　手に取ってくれて、ありがとう！

　こんな所にまで目を通してくれて、ありがとう！

　いくら言葉にしても足りないくらいの感謝です。

　さて……皆様への尽きない感謝の言葉を述べたところで。半分くらいはいったかな？　え？　まだ一ページくらい？　そ、そう……。




　では、少し作品についての話をさせていただきます。

　この作品は第24回前期ファンタジア大賞にて、銀賞をいただいた『森の樵ランバージヤツクは陽気に歌う』という作品を、タイトル・内容ともに改稿したものです。

　ジャンルはド直球ファンタジーといったところでしょうか？

　受賞時のタイトルからお察しの通り、改稿前は今よりもっと芋くさい内容でした。

　特に主人公は、名前、姿恰かつ好こう、能力の全てがイモすぎて、担当さまから「まずは主人公をどうにかしましょうか」とのお言葉をいただいたくらいです。カッコいいキャラクターを書くのって難しいですよね……。

　なにはともあれ、自分の趣味を前面に押し出した内容になっております。

　自分、熱いバトルのあるファンタジーが大好物なので。

　まあそのくせエロは控えめなんですけどね。はい、エロも大好きデス。




　世界観、設定についてのお話。

　現代の学園などを舞台とした、いわゆる現代ファンタジーの類たぐいではなく、世界観も少し古めに設定してあります。

　自然と人間。その共存の難しさと、人間の業ごうの深さ、そして救えなさ。

　作中では重い題材を取り上げていますが、この作品を書くに至ったきっかけは別のところにあったりします。




「───植物っぽい女の子ってかわいくない？」




　最初は本当にただそれだけだったんです……。

　頭に花とか葉っぱを生やしている女の子を書きたくて、舞台を広大な森林に設定しちゃいました。かわいい植物系女子との触れ合いを書きたかっただけなのに、いつの間にか今の形になっていたんですよ。

　それでも一応は植物系女子を書けたので、自分の中では満足しています。

　こんな不純な動機ですが、もちろん作品には己の全力をささげておりますので。読んでくださった皆様の心に少しでも届けば、そして感動していただける内容であったのならば、幸いです。







　キャラクターについてのお話。

　物語は基本的にヒロインであるニキ＝ミスクライラの視点で進みます。

　ニキは非常に真ま面じ目めな子で、それゆえに融通が利きかない堅物です。書いたキャラクターの八割が突とつ拍ぴよう子しもない変態になってしまう自分にしては珍しい部類に入ります。自分でも驚くほどまともです。

　そんな彼女は、旅の道中で出会った謎なぞの青年アーカイルド＝テンゼンに、時には苛いら々いらさせられ、時にはヤキモキさせられ、時にはドキドキしてしまったり……。

　この二人の関係性、実は少女漫画を参考にしています。

　健けな気げに頑張る女の子を、クールでひねくれ者なイケメンが助ける。いやあ、すごくいいじゃないですか。思わずドキドキしてしまうシチュエーションです（男だけど）。

　まあ主人公のアークはひねくれているだけで、クールではないんですけどね。どちらかと言えばオッサンっぽいかな？

　あ、でもイラストはすごくイケメンです。あまりにイケメンすぎて、まぶしい。中身が伴っているのか非常に不安な今日この頃。

　そして、念願の植物系女子！

　とにかくイラストがかわいいです。一家に一匹ほしいです。観葉植物と誤ご魔ま化かして、うちで飼えないだろうか……（犯罪）。

　小山の文章が肌に合わなかった場合は、イラストのカッコよさ、かわいさ、そして美しさに癒いやされてください！　本当に素晴らしいです。




　ちなみに。

　タイトルにある《バリアント》の綴つづりは《Valiant》ではなく、《Variant》の方を意識しています。

　実際はどっちでもいいんですけど、まあ補足程度に。




　さて、いろいろと話しましたが───あれ？　そろそろ終わり？

　まだまだ語りたいことはありますが、このまま話し続けると「小山はエロもイケメンも植物もイケる危ない人」という誤解を招きかねないので、惜しみつつもこのへんにさせていただきます。

　作品について話したかったのに、ただ自分の変態性を暴露しただけのような感じもしますが……気にしないでおきましょう。




　最後に謝辞の方を。

　イラストを描いてくださったマニャ子さま。先ほども小山が鬱うつ陶とうしいくらいに言っていましたが、素晴らしい絵をありがとうございます。キャラの描写部分を改稿する際にも、大変にお世話になりました。

　小山の荒こう唐とう無む稽けいな脳内設定に辛抱強く耳を傾け、的確かつ落ち着いたアドバイスをくださった担当さま。この作品があるのは担当さまのアドバイスがあってこそです。

　賞に推おしてくださった編集部の方々、選考委員の先生方、この作品に関わったすべての人に、心よりお礼を申し上げます。

　そしてなにより、手に取ってくださった皆様。

　二度目になりますが、本当にありがとうございます。




　まだスタートラインに立ったばかりの新人ですが、これからも楽しく、そして熱い作品づくりをしていけるよう精進しますので、どうかよろしくお願いいたします。

　それでは、次にお会いできる機会があることを願いつつ。
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小こ山やまタケル













平成24年11月25日　発行





発行者　山下直久

発行所　株式会社富士見書房

〒102-8144　東京都千代田区富士見1-12-14

http://www.fujimishobo.co.jp/





(C)2012 Takeru Koyama, Manyako/Fujimishobo












item/image/p285.jpg
R F@‘ﬂ Rk .
FR AL
k:“ Q“uia' 4

4
[ =
K O






item/image/p113.jpg





item/image/p275.jpg





item/image/orikaeshi1.jpg
MNUETIL
OB

ESBEFUHHELT, MUEWVSE
TY, BAFED. EHOSHAVERH
DBFENKRFET, F—LUENS
MR EDEE T DR LLF
HTUR. LW, $HF—DELT
EDOTHVATIIFER, TAK
HWBVWEERICBIAS THEDD
DTY . HHEEAICHLTHIDH
EHMEONEE—. £FAPORED
THHED,

ASAN Y=V F
AN=FTHA1Y BES





item/image/p159.jpg





item/image/fjb_logo.png





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		奥付











item/image/p193.jpg





item/image/keep-space.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/p069.jpg
g






item/image/cover-image.jpg
T _.‘g‘iﬁ? o hgmw -

Y I,

S—

I

Al

Takeru K

R
HER





item/image/p099.jpg





item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/p059.jpg





item/image/k003.jpg





item/image/gaiji-min-kantanfu3.png





item/image/gaiji-u271a.png





item/image/p249.jpg





item/image/p125.jpg
( I\ " \"’

i’é’ﬂ&

// |
|
| |
», |
\
\ ; | «
5O Z
AN -~
I






